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は じめ に

本書 はOSI/FTAMを ベ ース とす るEDI(電 子 デー タ交換)を 実現す るために必要

な ファイル転送用手順(以 下、F手 順)の 概要 につ いてまとめた ものです。F手 順 の概要 に

っいては、既 にユーザ要 望をベ ースとす る 「ファイル転送用手順(F手 順)機 能概説書」 を

平成3年5月 にバ ー ジ ョン1(V1)を 公開 し、 その後ベ ンダ側の検討 を加え、その後平成

4年9月 にバ ー ジ ョン2(V2)を 公開 しま した。

以下 に、V1とV2の 主な変 更点を示 します。

(1)サ ポー ト回線の拡大

F手 順製品間の接続性確保 のために、電話網、 データ交換網(パ ケ ッ ト、回線交換)

ISDN(パ ケ ッ ト、回線交換)、 専用線をサポー ト可能 とし、特にISDN回 線交換

をF手 順製品で はサ ポー ト必須 とした。他 に、4種 のLAN(CSMA/CD、 トー ク

ンバス、 トー クン リング、FDDI)を オ プシ ョンと して追加 しま した。

② 「代表名 によ るフ ァイル読出 し」の充実

相互 運用性確保 のために、応答側で未送信 ファイルの選択方法 と して、サイ クルID

の昇順 にフ ァイルを選択す ることを基本動作 と して規定 しま した。その他の方法(例 え

ば、サイ クルIDの 最 も大 きな ファイル を選択)の サポー トは実装 に任 され ます。

(3)エ ラー詳細 コー ドの設定

エ ラー項 目とプ ロ トコル上のエ ラー詳細 コー ドについて見直 した。F手 順 プロ トコル

上 のエ ラー詳 細 コー ドにつ いて は、類似 のFTAMの エ ラーコー ドにマ ッピングさせ る

のではな く、FTAMと しては認め られている方法でF手 順固有の コー ドを定義 しま し

た。 また、プ ロ トコル上運 ばれ る診断テキス ト(英 文)を オ プシ ョンとして規定 しま し

た。

(4)二 重交換 防止機能の改善

ファイル毎 に二重交換防止要 ・不要の指定 を可能 に しま した。

(5)プ ロフィルの拡張

パ ソコ ンレベルでの普及促進 を考慮 して、主 として メイ ンフレームを対象 とした 「標

準 プロフィル」 と、パ ソコ ンを含む主 と してメイ ンフ レーム以外の コ ンピュータを対象

と した 「縮小 プロフィル」の2レ ベルのサ ポー トレベルを設け、併せて必須項 目の見直

しを行 い ま した。 この 「縮小 プロフィル」 は 「標準 プロフィル」の完全 なサ ブセ ッ トと

なってい ます。

(6)FAI仕 様(旧UAI仕 様)の 設定

旧版で は実装者 を対象 と していたが、 この レベルのイ ンタフェース仕様(言 語バイ ン

ディ ングされ ていない抽象化 されたイ ンタフェー ス)は ユ ーザに有用 との判断で、実装

者 に加えユ ーザか らも参照可能な仕様 としま した。

今後 と もF手 順 の改善 を必要 に応 じ、実施 して行 きたい と考えてお ります。

最後 に、F手 順 の開発 に ご協力を頂 きま した 「新手順検討委員会」、及 びrF手 順推進 ワ

ーキ ンググル ープ」の委員 ・メ ンバ ーなどの関係各位 に感謝 の意 を表 します。

財団法人 日本情報処理開発協会

産業情報化推進センター
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第1章F手 順 の 目的 と背 景

1.1検 討の背景

企業活動 において、情報 ・通信ネ ッ トワークの もた らす効果 や役割 は極 めて大 きな もので あ り、

今 日では重要な基盤 の一 つ として位置づけ られてい る。

しか も、情報 ・通信 ネ ッ トワークは技術的な進展 や企業 間の取 引の活発化等を背景に して、 ま

す ます広域化、多様化 しっっ あ り、 システム間の相互運用性 を確保す ることは、マルチベ ンダ環

境下における技術的課 題 にとどま らず、産業界全体の健全 な発展に とって も大 きな課題 とな って

いる。

金融や流通 など一 部の業界 では、 この対応 と して業界標 準手順 とよばれ る通信手順が開発 ・制

定 され、業界のネ ッ トワーク化促進 に大 きく寄与 したばか りでな く、 その仕様が広 く公開 された

ことにより、他の業 界に も大 きなメ リッ トを もた らした。

しか し、 これ らの業界標準手順 は本来、特定業界の特定 業務を対象 に開発 され た ものであ るた

め、 これを幅広い分 野 にわた って利用す るには限界があ り、 また制定 された当時 と比べ通信回線

や業務環境が近年急 激 に変化 している ことか ら、新 しい通 信手順 に対す る要望が多 くの業界か ら

高 まって きた。

具体的には、

① 国内 ・海外 での企業間ネ ッ トワー クは益 々拡大 の方向 にあ る。

② 業界 内あ るい は業界 間での ビジネスプロ トコルを中心 と した標準化要請が高 まってい る。

③ 適用 アプ リケー シ ョンの多様化や大量デー タ、多頻度 データな どの業務環境か ら発生 す

るニ ーズへの対応。

④ 運用管理 やセキ ュ リテ ィなどの システ ム機能面 の高度化対応。

⑤ISDNな どの通信回線へ の対応。

などについて、既存 の業界通信手順 では適用が困難であ り、 よ り高機能で汎用 的な通信手順が求

め られた。

このため、平成元年8月 か ら鉄鋼 、電力、石油化学、電子機器、商社、小売、銀行 、保険、証

券 などの10業 界の協力を得て、働)日本情報処理開発協会 産業情報化推進セ ンターにおいて、

まず企業間での利用 の多 いフ ァイル転送 に関す る新手順(名 称:F手 順)の 開発検 討を開始 した。
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1.2基 本方針 と検討経緯

F手 順の検討 にあた り、次の ような事項 を検討 の基本においた。

① 既存の業界手順 は、通信の制御部 とデ ータ部が一体 とな って規定 されて いることか ら、新 し

い技術導入 に対応す る変更の影響の範 囲が大 き く、適用性や機能拡 張性 に限界があ る。 この

ため、通信部の標準化を徹底す る とともにデ ータ部 と独立 させ ることによ り、 どのよ うな業

界 フ ォーマ ッ トのデータで も共通 の仕 組みで データ交換 を可能 にす る。

② したが って、通信プロ トコルは、特定 の メーカのプロ トコルに依存す る ことな く、将来的に

拡張性が見込める国際標準のOSIをF手 順 のベースとして採用す る。

③F手 順 の主要な適用業務 はEDIと し、多 くの業界で利用可能にす るたあ、OSIで 規定の

範囲外 とな っているユーザの運用機能等 をで きる限 り集約 ・共通化 して組 み込み、既存 の手

順 よ りも機能を向上 させた標準手順 と して実現す る。

④大型 のコ ンピュータだ けでな く、WSや パ ソコンでの利用 も実現す る。

⑤F手 順の仕様は広 く公 開す る。 このた あF手 順 をサ ポー トしたパ ッケー ジが数多 くのメーカ

か ら提供 され、ユ ーザが利用 しやす い環境の整備 を図 る。

この よ うな基本方針 に基づ き、各業界で の ファイル転送業務の実態や既存業界手順の改善要望

等 を極力吸収 しつつ、F手 順で提供す る機 能や標準化範 囲などの検討を行ない、その結果を まと

め、平成5年1月 に 「ファイル転送用手 順(F手 順)仕 様書 」 として公開 した。

なお、本概説書で提示す るF手 順の機能 は、多 くの業界ニーズを反 映 した ものであ ると言 え る

が、 さらに機能要求に対す る解釈の違 いや全体的な考 え方 にっいて検証す るため、主要 な業界 で

の評価を今後協力要請す る計 画である。

1.3F手 順の規定範囲 と標準化領域

(1)F手 順の規定範囲(定 義)

F手 順 は、企業間のネ ッ トワー クを介 したデータ交換(EDI)に おいて、FTAMを ベー

ス とす る システム間の相互接続運用を実現す ることを目的 とす る。

そ こで、ユ ーザが情報 ネ ッ トワークを運用す る際に必要 な、FTAMに 関す る利用範囲や追

加機能 な どにっいて規定 している。以下 に、その規定 範囲を示す。

①FATMの 利用方法の範 囲(オ プ シ ョンやパ ラメー タの取扱 いな ど)tt

②FTAMで 提供 されていない フ ァイル転送機能の追加(マ ルチ ファイル転送 など)

③EDI環 境に必要な業務運用 プロ トコルの追加(サ イ クル管理な ど)

なお、F手 順の仕様 は広 く公開 され、 業界横断的に も利用可能 な通信手順である ことを 目的

とす る。また、その仕様 は、適切 な機 関で維持 ・管理 され るもの とす る。

②F手 順の標準化領域

上記のF手 順の 目的を実現す るため、F手 順では主 に次の三つの規約を標準化の対象領域 と

して いる。

①業務処理規約:適 用業務 その ものの規約で あ り、UAP(ユ ーザ アプ リケー シ ョンプロセ

ス)の 中の標準化 された部分(F手 順 固有 プ ロセス)と して実 現 され る。
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②通信運用規約:ネ ッ トワー クを介 したEDI業 務運用 に必要 な機能を提供 す るイ ンタフェ

ース部分であ り、FAI(FTPア クセスイ ンタフェース)と して実現 さ

れる。

③情 報転送規約:FTAMの 実装規約への追加規約で あ り、FTAMの 利用方法、機能追加

・補完部分がFTP(フ ァイル転送 システム)と して実現 され る
。

EDI規 約モデル とF手 順の標 準化領域 との対応を概念的 に示す と、図1-1の 様 にな る。

EDI規 約 モデルー F手 順の標準化領域

1取 引基本規約ll

F手 順製品の構造一 ー
ファイル転送に関する業務取引規約

業務運用規約

1情轍 現鞠 川

規 定 対 象 外

(マニュアル アロセス)

デ ー タ フ ォー マ ッ ト等 の規 約

1

F手 順固有
プロセス

UAP

② 通 信 運 用 規 約 1--FAI

① 情 転 送 規 約

FTAM基 本標準および実装規約

(OSIの プロフィルFTAM)

FTAM

(OSI7階 層)

図1-1F手 順の標準化領域の概念

F手 順製品の構造と機能の概要は、次章で説明する。
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第2章F手 順 の概要

F手 順 は、既存 業界手順の もつ機能面、運用管理面の問題解決を図 り、 メーカ機種 に とらわれ る

ことな く、広 く業界横断的に使用で きる通信手順 と して開発 され た。 システ ム的には、OSI標 準

フ ァイル転送 プロ トコル(FTAM)に 基づ く通信 システム とユ ーザアプ リケーシ ョンとの標準イ

ンタフェース機能を持つFTPと 呼ばれる システムで構成す る。

FTAMに 基づ く通信 システム(以 下 、 この通信 システ ム自体 をFTAMと 呼ぶ)は 異機種 間の

相互接続性 を確保 し、FTPはFTAMで は カバ ー しきれない運用、セキ ュ リティお よび障害管理

機能をユーザアプ リケー ションに対 し標準化 し提供す る。

2.1F手 順の特徴

① 運用機能の向上

既存業界手順の運用機能 に加 え、 さ らにユーザの利便性を考慮 した新たな機能 を追加 し、標

準化 してい る。

例 と しては、r代 表名 によるファイル読 出 し』やr送 信 ・受信 ファイル状況確認 』などの標

準化が挙げ られる。

② 通信 メディアの拡張

OSIを 採用 し、適用通信回線の選択 肢を大幅 に広げ るとともに、伝送 の高速化、通信 コス

トの低減化を図 ることを可能 に した。

通信回線種別 として は、電話網に加 え、データ交換網(パ ケ ッ ト網,デ ータ回線交換網)、

ISDN網(パ ケ ッ ト交換網,回 線交換網)、 専用線、各種LANも 使用可能 にな って いる。

なお、 この 中でISDNの 回線交換網 は、すべてのF手 順パ ッケー ジで使 用で きるが、その他

の回線 は、F手 順パ ッケー ジによ り異な る。

口

口

口

口

ISDN網
(パケ ット交換網,
回線交換網)

[コ

口

口

口

口

F手 順回線利用形態の例
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③ 相互接続 ・運用性

INTAPのFTAM実 装規約 をベ ー一一ス としたプロ トコル仕様にな ってい るため、通信制御

処理 の汎 用化、標準化が なされ、異機種間での相互接続問題を解決 してい る。

また、メ ッセー ジフォーマ ッ トは、EDIフ ォーマ ッ ト、既存業界伝送 フォーマ ッ トな どい

ずれ も取 扱 い可能 と している。

④ デー タ保全性

業界横 断的 に利用で きる通信手順 とす るため、転送デー タの保全性 にっ いては十分 に配慮 し

た仕様 と した。例 と して、通信相 手先 の識別、ア クセス制御、制御情報保護機能等をセキュ リ

テ ィ管理機能 と して標 準化 した。

⑤ 移行の容易性

F手 順 は、J/全 銀手順 の機能強化バ ー ジョンと考 え、現行 と同等 の運用が実現で きるよ う

に設計 して お り、移行が容易であ る。

2.2F手 順の機能

F手 順の機能 は、表2-1の とお りFTAM基 本機能、転送管理機能 、運用管理機能、セキ ュ

リティ機能、 障害管理機能の5っ の グル ープに大別で きる。

メイ ンフ レーム等 につ いては、標準機能がすべて実装 される ことが期待 され る(オ プ ション機

能の実装 は製品提供 メーカの選択)。 しか しなが ら、一部 の小型機等にっいては、標準機能をす

べて実装す るために、 よけいな負担を強 いるケース もあ る。 そ こで、標準機能の実装がすべて必

須 となる標準 プ ロフィル に加えて、標準機能の中で も基本的な ファイル転送関係機能 のみの実装

を必須 とした縮小 プ ロフィルを設定 した。

標準 プ ロフィルを実装 したシステムと縮小プ ロフィルを実装 した システ ム間で もファイル転送

は可能 であ るが一部 の機能の使用 は制限を受け ることがあ る。例 えば、r代 表名によ るファイル

読 出 し』 は、使用 で きないこともある。

以下 では、標準機能 の概要を説 明す る。

①転送管理 機能

データ交 換 システムを運用す るために必要な機能で ある。FTAMド ライブ(FTAMを 起

動す る機 能)な どの ファイル転送 の基本的機能に加 えて、rマ ルチ ファイル転送』、 『ゼ ロ件

データ転送 』、rデ ータ転送の強制 中断』が可能 とな って いる。 また、r代 表名 によるフ ァイ

ルの読 出 し』な どのサイ クル管理 に対応 した機能が提供 され る。

② 運用管理機能

運用管理機能 にっいては機能強化 の要望が最 も多 く、 この ため数多 くの運用機能を強化 し共

通化 して いるが、その中で特 にメイ ンフレーム系におけ る運用の 円滑化を 目的 として設定 され

た機能 と して、rサ イ クル管理』、r二 重交換防止』、r転 送許可時間』および、r各 種状態

問い合わせ機能』 にっいては標準プ ロフィルで は必須 と して提供す る。

サイ クル管理 とは、代 表名を持 った複数 のファイルで構成 された フ ァイルにっ いて 、同 じ代

表名で複数回のデ ータ転送 を行 って も、個 々の複数 ファイルにつ いて独 自性が保全 され、かっ
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管理 で きる機能を実現 した もので ある。

これ らの運用機能 は、従来の通信 システムで はユーザが取引の相手先 と相談 しなが ら、独 自

にシステムに組み込んで いた機能 であ り、共通化が 図 られていないために新 しい接続先が発生

す る都度見直 しを行 うなど、 システム構 築上 の問題点 にな って いた部分であ る。F手 順 を導入

す る ことで、 これ らの面倒 な作業が改善 され る。

③ セキ ュリテ ィ機能

現在広 く使われている通信手順で は、 セキュ リテ ィチェ ックの方法が必ず しも統一 されてい

ないため、相手先 ごとにチ ェ ック方法(受 信時)や ログオ ン手続(送 信時)を 変え た り、セキ

ュ リテ ィチ ェックを省略 した りしていた。F手 順で は、セキ ュ リテ ィチ ェックの体系化 と統一

化を図 り、現状の通信手順 よ りも強化 された機能が組 み込 まれ る。

セ キュ リテ ィ機能 は、r起 動側識別』、r応 答側 識別』、r起 動者の認証』お よびrア クセ

ス制御』が必須機能 と して提供 され る。

この他 に、 システム内のセキ ュ リティ支援機能であ るセキ ュ リテ ィログの機能がオ プシ ョン

とな っている。

④ 障害管理機能

障害発生時 にお けるFTAMの ステー ダス情報 の解釈が共通化 されてお り(フ ァイル成立管

理等 について)、 ユーザは複雑 なFTAMの ステータス情報 の解釈 は必要 とせず、業務運用 を

決定す るのに必要 な情報を、YES-NO形 式で受 け取 ることがで きる。 また、r転 送状態問

い合 わせ機能』を使用 して、随時にデータ転送の状況を問い合 わせ る こともで きる。

これ らの機能が組 み込 まれ ることによ り、従来多 くの時間を要 していた回線 障害 時の状況把

握や切 り分 け作業が簡素化 され、 システム運用が効率化 され る。 もち ろん、基本 的な伝送エ ラ

ーチ ェ ックおよび リカバ リ方式 はFTAMが ベースにな って いるため、従来のBSC手 順ベ ー

スの もの より信頼性が向上す る。 したが って、F手 順 を導入 した システムで は、 システ ム全体

の信頼性が向上す るばか りでな く、実効的な運用効率 も向上す る。

更にFTAMの 回復及び、再 開機能がオ プシ ョンと して使用で き、 このオ プ シ ョンを選択 し

たユーザは、FTAMに よって標準化 された リカバ リ方式のサ ー ビスが、共通 に受 け られる。
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表2-1F手 順 提 供 機 能 一 覧

機 能 サ ポ ー トレベ ル

分 類1項 目 榊 プ・フ・ル1縮 小 プ・フ・ル

FTAM基 本機能 起動側機能 ◎ ◎

応答側機能 ◎ ○(*)

データ圧 縮 ○ ○

転送管理機能 ファイル送信 ・受信基本機能 ◎ ◎

マルチファイル転送 ◎ ○

代表名によるファイル読 出 し ◎ ○

ゼロ件 データ転送 ◎ ○

データ転送の強制中断 ◎ ○

運用管理機能 サイクル管 理 ◎ ○

二重交換防止 ◎ ◎

転送許可時間 ◎ ○

送信 ・受信ファイル状況確認 ◎ ○(*)

転送状態問い合せ ◎ ○

処理履歴管理 ○ ○

送信時の自動取上げ ○ ○

受信時のジ ョブ起動 ○ ○

転送終了後のファイル処理連動 ○ ○

端末からの制御 ○ ○

プライオリティ制御 ○ ○

セキュリティ機 能 起動側識別 ◎ ◎

応答側識別 ◎ ◎

起動者の認証 ◎ ◎

アクセス制御 ◎ ◎

セキュリティログ ○ ○

障害管理機能 ファイル成立管理 ◎ ◎

障害処理 ◎ ◎

再送処理 ◎ ◎

障害状態問い合せ ○ ○

【凡例】◎:必 須,○:オ プ ション

(*):サ ポー トを原則 とす る。(明 確 なニーズが発生するまでオプ シ ョン扱い)
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2.3F手1順 の構成

2.3.1概 要

F手 順で規定 され る対象および範 囲の概念を示す と、 図の斜線部分 である。 この図に従い、F

手順の構造を概説す る。

A社 システム(起 動側) B社 システム(応 答側)

▼

U
A
P

‥

…

…

…

縫難 R
P

「

…

三

.

`

`

⑯

.

.

じ

《

FTP FTP

i
:

∫蹴
FTAM

瓢 λ
FTAM

ζi
i・・

FAI

:

`
]

1 |

縫製

ll

雛型
1

送信 ・受信 フ ァイ ル
1

送信・受信フ・[亘]」1
'

接 続 性(FTAMプ ロ トコル)くコー ⇒
相互運用性(FTPプ ロ トコル)

図2-1F手 順 の構造

①FTAM

F手 順で は、JIS別 冊参考 と して発行 されたFTAM実 装規約"JIS参 考(別 冊)X50

03-1987SOO4(V2.0)"を 採用 してお り、実装規約を変更す ることな く、規定 されて いるサー

ビス機能の選択 と具体的な利用範囲 ・方法を規定 している。

②FTP(フ ァイル転送 システム)

ユ ーザアプ リケ シ ョン側か らの命令 は、共通化 されたイ ンタフェース(FAI)に よ りFT

Pに 伝達され、FTPは 必要 なFTAMへ のプ リミテ ィブへ変換 してFTAMに 対 して指示す

る。 この結果 、ユ ーザはFTAMの 複雑 なプ リミティブ体系か ら解放 され るとともに プ リミテ

ィブ発行等の誤 りがな くなる。 また、FTAMに もともと組 み込 まれていない機能 について は、

このFTPが 提供す る。

③FAI(FTPア クセスイ ンタフェー ス)

FAIは 、FTPと コンピュータ システムのOSや ユーザア プ リケー ションプログラム との

間の情報交換(ユ ーザ側か らの指示やFTAMか らの応答)の ための共通 イ ンター フェースで

ある。 これが共通化 され ることで、ユ ーザアプ リケーシ ョンプログラムが指示す るデー タ交換

に関 わる処理 の命令が共通化 され、デー タ交換 のや り方その ものが共通化 され る。 この ことが、

相互運用性の向上 とい う効果 とな る。
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④UAP(ユ ーザア プ リケー ションプロセス)

UAPは 、ユーザアプ リケー ションプログラムとFTPで はサ ポー トしていない機能を提供

す るサ ブシステムか らなる。

ユーザア プ リケ ーシ ョンプログラム は、ユーザ業務を処理す る純粋 なアプ リケー ションプロ

グラムであ り、現在の システムで既に稼働中の もの と考 えてよい。 サ ブシステムの主な機能 は、

メーカが提供 す る運用支援 ツールやユーザが独自に組み込 む運用 に関わ る処理 である。 したが

って、F手 順 を利用す るシステムで は、運用管理、セキ ュ リティ管理 、障害管理はFTPと は

独 立に コン ピュー タシステムそれぞれの特性 に応 じて必要 な機能 を実装 す ることになる。

⑤転送 制御情報

転送制御情報 は、UAPお よびFTPに よ り登録、更新、参照、 削除 され、 ファイル転送 に

おけ る動作 を制御 あ るいは管理す るために利用 され る。

⑥送信 ・受信 ファイル

相手 システムにデータを送信す る時に利用す るファイルを送信 フ ァイル と し、相手 システム

か らデータを受信す る時 に利用す るファイルを受信 ファイル とす る。 また、送信 ・受信 ファイ

ル は起動側、応答側 にそれぞれ設定 され る ものであ り、 これを総称 して転送 ファイル とい う。

なお、本概説書 において起動側 とは転送要求を発行す る側 とし、応答 側 とは転送要求 を受 け

る側 とす る。

表2-1に 示 したF手 順提供機能項 目を実現す るためのFTP間 の連携 、及 びUAP間 の連

携の有無を整理す ると、次の3つ の機能構造 グループに分 けることが で きる。

【FTP-FTP間 の連携 によ り実現す る項 目】

①ファイル送受信基本機能

④再送

⑦転送許可時間

⑩起動者の認証

⑬障害処理

② マル チフ ァイル転送

⑤ データ転送強制中断

⑧送 ・受信ファイル状況確認

⑪ アクセ ス制御

⑭代表名 によるファイル読 出 し

【UAP-UAP間 の連携 によ り実現す る項 目】

① サイ クル管理

【FTP-UAPの ローカル処理で実現す る項 目】

①転送 状態問 い合わせ ②障害状態問 い合 わせ

④送信 時の 自動取 り上 げ ⑤受信時の ジョブ起動

⑦端末 か らの制御 ⑧セキ ュ リテ ィログ

以上 の概 念図を図2-3に 示す。

③ゼ ロ件 デー タ転 送

⑥二重交換 防止チェヲク

⑨ 起動側 ・応答側識別

⑫ フ ァイル成 立管理

①強制二重交換処置(転 送制御情報の リセ ット)

③処理履歴管理

⑥転送終了後のファイル処理連動

⑨プライオ リティ制御
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2.3.2機 能構 成

F手 順 におけるFTPは 、INTAPのFTAM実 装規 約で規定 され るサー ビスプ リ ミテ ィブ

を利用 して、他 システムとの間でOSI/FTAMの プロ トコルによるファイル転送 を行 うたあ

の フ ァイル転送管理 と制御機能 を実現す る。

F手 順の構成機能 を図2-2に 示すが、本手順 におけるユ ーザイ ンタフェースは、FTPが 規定

す る転送制御情報 にUAPが アクセスす る場合 におけ るイ ンタフェースを標準化 し規定す るとと

もに、UAPがFTPに 対 して動作を要求す る場合 において必要 にな るイ ンタ フェースを標準化

し規定す るものであ る。

F

手

順

UAP
ユーザ業務処理(フ ァイル転送業務)

FTPア クセス

インタフェース

(FAI

①要求発行 ②結果取得

A

③転送制御情報

A

④状態セヲト

インタフェース インタフrス

w

アクセスインタフェース インタフェース

u ▼

FTP

転送管理 運用管理 セキュリティ管 理 障害管理 転送制御情報

⑤FTAM

A

FTAM

アクセスンタフェー

サービスプリミティブ

インタフェース
「 '

FTAM

(INTAPの 実装規約準拠)

OSI上 位層共通機能

①要求発行イ ンタフェース

UAPがFTPに 対 して各種要求 を発行す る際のイ ンタフ ェースを規定す るものであ る。

②結果取得イ ンタフ ェース

UAPがFTPよ り結果を取得す る際 のインタ フェースを規定す る ものであ る。

③ 転送制御情報 ア クセスイ ンタフェース

転送制御情報が持つ各種運用情報への登録、更新、削除、参照を規定す る もの である。

④状態セ ッ トイ ンタフェース

フ ァイルの転 送状 態をセ ッ トす るイ ンタフ ェースで ある。

⑤FTAMサ ー ビスプ リミテ ィブイ ンタフェース

FTAMに 従 ったサ ー ビスプ リミテ ィブによ り、FTPとFTAMと のイ ンタフェース通信規

約 を規定す る もので ある。

図2-2F手 順の構成機能
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送信時の自動取上げ

受動時のジョブ起動

転送終了後ファ伊処理連動

端 末 か らの 制 御

転送状態問い合わせ

プラ材 ・テ・制御)

処 理 履 歴 管 理)

セキ ・・テ ・・グ)

障害状態問合せ)

サ イ ク ル 管 理

強制二重交換処置

UAP

送信時の自動取上げ

受動時のジョブ起動

転送終了後ファ仙処理連動

端 末 か らの 制 御

転送状態問い合わせ

(プ ・イオ・テ・制御)

処 理 履 歴 管 理)

セキ ・ リテ ・・グ)

(障 害状鯛 合せ)

サ イ ク ル 管 理

強制二重交換処置

UAP

ファイル転送基本機能
要求受付、結果通知、
FTAMド ライブ

FTP FTP

ファイル転送基本機能
要求受付、結果通知、
FTAMド ライブ

転送状態問い合わせ

転送制御情報

FTAM

マルチファイル転送

代表名 によるファイル読出し

送信 ・受信ファイル状況確認

ゼ ロ件データ転送

データ転送の強制中断

二重交換防止チェック

転送許可 時間

起 動 側 識 別

応 答 側 識 別

起動者 の認証

ア クセ ス制 御

ファイル成立管理

障害処理(含 ・再送)

マルチファイル転送

代表名 によるファイル読出し

送信 ・受信ファイル状況確認

ゼロ件データ転送

データ転送の強制中断

二重交換防止チェック

転送許可 時間

起 動 側 識 別

応 答 側 識 別

起動者の認証

ア クセ ス制 御

ファイル成立管理

障害処理(含 ・再送)

転送状態問い合わせ

転送制御情報

FTAM

図2-3F手 順の機能構造



2.4基 本 シーケ ンス

2.4.1概 要

(1)転 送形態

F手 順 によるファイル転送 は、転送形態 と して起動側送信 ・応答側受信、起動側受信 ・応答

側送信 の形態があ る。

①起動側送信 ・応答側受信

起動側 応答側

閨⇒口⇒ロ ー 竺 一 日⇒□⇒□

②起動側受信 ・応答側送信

起動側 応答側

閨⇒口⇒口 ≡ 一一[⇒ 口⇒口

(2)基 本 シーケ ンス

F手 順 によ って ファイル転送 を行 う場 合、UAPか らFAIを 通 じてFTPに 転送要求 をす

る。転送要求 を行 う場 合、転送 の前 準備 と して転送制御情報を設定す る必要があ り、場合 によ

って は、転送 ファイルの準備状 況を通知 あるいは問い合わせを行 う。また、送信 ファイルにデ

ータを格納 した り
、受信 フ ァイルの準備 を事前 に行 う。転送の状況 は、必要 に応 じてUAPか

ら問 い合わせを行 うことがで きる。転送終了後、その転送結果がFTPか らUAPへ 通知 され

るので、UAPで はその結果 によ り種 々の処理を行 うことが で きる。

図2-4に 代表的な基本 シーケ ンスを示 す。
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1.転送制御情報の設定 相手先情報
●

相手先情報 L転送制御情報の設定

相手先情報 ・フ ァイル情 報 フ ァイル情報 ・ 相手先情報
ファイル情報 転送要求情報等 転送要求情報等 ファイル情報

転送要求情報 等 の設定 ・転送許可時間 の設定 ・転送許可時間 転送要求情報 等
・起動側識別子 ・起動側識別子

2.転送 ファイルの準備 ・応答側識別子 ・応答側識別子 2.転送 フ ァイルの準備

送信 ファイルのデー タ格納

フ ァイル情 報の更新

・パ ス ワー ド 等 ・パ ス ワ ー ド 等 送信 ファイルの データ格納
・転送 状態 リセ ッ ト 転送 状態 リセ ッ ト ファイル情報の更新

(必要に応じて) (必要に応じて)
3.転送 フ ァイル状 況確認 峻 ・自己側 ファイル準 備通知` ` ,鴫 ・自己側フ ァイル準備通 知 ・ ,a転 送 フ ァイル状況確認

転送ファイル状況問合せ 相手先ファイル準備問合せ FTAHブllミティブ FT雄 プリミティブ 相手先ファイル準備問合せ 転送ファイル状況問合せ
転送ファイル状況通知 F-INITIALIZE F-INITIALIZE 転送ファイル状況通知

4.フ ァイル転送(開 始) F-TERMINATE等

:
F-TERHINATE等 4.フ ァイル転送(開 始)

転送開始要求(送 信,受 信) ・フ ァイル転送基本機 能 転送開始要求(送 信,受 信)
マル チフ ァイル転送` , - , ` ・フ ァイル転送基本機能

ゼ ロ件 デー タ転送 FT姐 プリミティブ FT腿 プリミティブ マルチフ ァイル転送

データ転送の強制中断 F-INITIALIZE F-INITIALIZE ゼ ロ件デー タ転送

セキ ュ リテ ィ F・・SELECT/F-OPEト F-SεLECT/F-OPEN データ転送の強制中断
二重交換防止 F－曹RITE/READ F－曹RITE/READ セキ ュリテ ィ

転送許可時間チェック F-DATA F-DATA 二重交換防止

転送開始取得← 転送開始通知(フ ァイル毎)等 . : 転送許可時間チェック
F-CLOSE/ F-CLOSE/ 転送開始通知(フ ァイル毎) ・ 転送開始取得

(必要に応じて) F-DESELECT F-DESELECT

5.転送状 況問合せ 《 状態通知 F-TE剛INATE等 F-TER凹INATE等 (必要に応じて)
自己側転送状況問合せ 状態通知 ・5.転送状況問合せ

自己側転送状況問合せ ・

6.フ ァイル転送(終 了) 6.フ ァイル転送(終 了)

転送終 了取得← ・一一 一一 転送終了通知(フ ァイル毎)・ ,転送終 了通 知(フ ァイル毎) ・ 転送終了取得

7.転送終了後処理 7.転送終了後処理
処理履歴 処理履歴
ジ ョブ連動 ・ ジ ョブ連動

ファイル処理 フ ァイル処理

(受信 ファイルの データ処理)等 (受信 フ ァイルのデ ータ処理)等

転 送 フ ァ イ ル(送 信 フ ァ イ ル,受 信 フ ァ イ ル) 転 送 フ ァ イ ル(送 信 フ ァイ ル,受 信 フ ァイ ル)



2.5FTAM実 装規約 との関係

2.5.1デ ータフォーマ ッ トの識別

F手 順 では、 ファイル転送時に付加情報 と して転送 ファイルの内容 を通知す ることが可能 とな

る(オ プ シ ョン機能)。 フ ァイルの内容 はrオ ブジェク ト識別子』を用 いて広 く標準的 にユニ ー

クに識別す ることがで きる。た とえば、 「全 国 ××協会」の取 り決めによるデータフォーマ ッ ト

を識別対象(こ れを、オブ ジェク トと呼ぶ)と して登録 し、 この とき付 与 され る識別子 を用 いれ

ばよい。

これを実現す るために、FTAM実 装規約で定義 され たINTAP-1ド キ ュメ ン ト型 と呼ばれ

るファイル構造 とデータ形式 とを もつ フ ァイルの属性パ ラメタを拡張 し、転送 ファイルの内容を

表示可能 なパ ラメタを持つ新たな ドキ ュメ ン ト型(JOUG-1)を 定義す る。

INTAP-1そ の もの とINTAP-1を ベ ースに したJOUG-1と の違 いは、 ファイル内容を

示すパ ラメタの有無だけであ る。 このパ ラメタは、FTAMプ ロ トコルによ っで ファイルオ ープ

ン時のパ ラメタ(ド キ ュメ ン ト型のパ ラメタ)と して転送 され る。

2.5.2コ ー ド体系

(1)文 字 コー ド

①F手 順 コン トロールデー タ

ファイル名な どのF手 順の コ ン トロールに関わ る文字列のデー タ交換時の文字 セ ッ トと文字

コー ドは標準化 され、変換等の処理 はF手 順がサ ポー トす る。 したが って、ユーザは通常文字

コー ドの違いを考慮 しな くて よい。

② ユーザデ ータ

F手 順では、ユ ーザデータを単な るビ ッ ト列 として扱 う。 したが って、データ交換を行 う当

事者間で文字 コー ドが異 な る場合 は、ユ ーザの責任 で適切 な文字 コー ドの変換 を行わな ければ

な らない。

なお、EDI用 の トランス レータ(パ ッケージ)に は、文字 コー ドの変換機能を含む ものが

あ るので、 これを使 うことで文字 コー ドの問題を解決す ることがで きる。

(2)デ ータコー ド

F手 順で は、FAI(FTPア クセスイ ンタフ ェース)に おいて、 コマ ン ドコー ドやエ ラー

コー ドなどの数種類のデータ コー ドが使われ る。

これ らのデ ータコー ドで は、標準化 され るもの とされない ものが ある。た とえば、エ ラーコ

ー ドで は、標準化 されたエラーにっ いて は統一 されたエ ラー コー ドが設定 され る。 しか しなが

ら、F手 順パ ッケージの ローカルな処理 の時のエ ラー コー ドな どについて は、パ ッケー ジの構

造上エ ラーの標準化 はで きないので、 ローカル なエ ラー コー ドが設定 される(F手 順パ ッケー

ジの内部構造 にっ いて は標準化 されない)。
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2.5.3相 手先(フ ァイル)の 識別 と認証

(1)起 動側識別 と応答側識別

F手 順 では、起動側識別子 ・応答側識別子を用いて相 手先の確認を行 う機能があ る。 グロー

バ ルなネ ッ トワー クにおいて、通信者を一意 に特定で きる記号 を設 け、その記号で起動側 を表

したのが起動側識別子で あ り、応答側を表 したのが応答側識別子であ る。 この識別子 と して、

通常企業単位 にユ ニークなコー ド(番 号)を 割 り当て る。特 に、業務の相手先が国内 に限定で

きる場合には、㈱ 日本情報処理開発協会 産業情報化推進セ ンター・一一のr標 準企業 コー ド』な ど

を使 うことがで きる。

応答側が起動側か ら転送 されて くる起動側識別子 によ って起動側を特定す るのが起動側識別

であ り、起動側が応答側か ら転送 されて くる応答側識別子 によ って応答者を特定す るのが応答

側識別であ る。

応答側および起動側 と もに、特定 した相手先が 自身の転送 管理情報上に定義(登 録)さ れて

いなければ、転送 を不可 にす ることがで きる。 これ によ って 、オープ ンなネ ッ トワーク上で一

種 の閉域接続網 を実現 で きる。

(2)起 動側の認証 とア クセス制御

起動側識別子 と応答側識別子 は、一般的 には公開情報 なので、偽 りの識別子を設定 した シス

テムを用いて不正 な転送 を試 みよ うとす る不心得者 もいない とは言えない。 これを防止す るた

めに起動者パ ス ワー ドとファイルアクセスパ スワー ドを用 い ることがで きる。

①起動者パ スワー ド

起動者パ ス ワー ドは、一つの起動側識別子 に一つ付 け ることのできるパス ワー ドで、応答

側 で起動側識別子 とい っしょにチェ ックされ る。 これで、 偽 りの起動側識別子 をチ ェックア

ウ トす ることが可能 になる。

② ファイルァ クセスパ ス ワー ド

フ ァイルア クセスパ ス ワー ドは、一つのフ ァイル に一つ 付 けることので きるパ スワー ドで、

最初の ファイル ア クセスの時にチェ ックされる。 この ことに よって、フ ァイル名 の間違 いや

不正 アクセスを防止 す る。
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2.5.4フ ァイル名

フ ァイル転送 を行 う場合 、起動側 は目的 とす る応答側の ファイル名を指定す る必要が ある。応

答側 では、指定 されたフ ァイルをその起 動側 に使用 させて よいか否かをチ ェックす る。

本手順 におけるファイル名 はフ ァイルIDと サイ クルIDか ら構成 され る16桁 であ り、以下

の形 式か らなる。

最大12桁

フ

ァ
イ

ル
名

フ ァイルID

+
桁4

サ イクルID

口 ユーザは、最大12桁 まで使 え るが 、空

白を指定す ることはで きない。 尚、11

桁以内の指定を した場合 には、F手 順
パ ッケ ージが空 白を後 に追加 し、12桁

と して処理す る。

サイ クルIDは 、 フ ァイルのサイ クル管理 に用 い られ るものであ り、UAPに よ って設定 、管

理を行 う。転送 ファイルがサイ クル管理 を行 う場合、サイ クルIDに は4桁 の10進 数を設 定す

る。サ イクル管理 を行わない場合、サイ クルIDに は4文 字の空 白を設定す る。

応答側 の送信 ファイルがサイ クル管理 されてい る場合、r代 表名 によるフ ァイル読 出 し』を行

うことが できる。

2.5.5送 信 ・受信 フ ァイル状況確 認

フ ァイルの準備状況や蓄積状 況の通知 あ るいは問い合 わせをす る場合 は、通知や問い合わせ情

報を特定の ファイルに格納 し、 この フ ァイルを転送す ることによって実現す る。

尚、 この場合 も通常の フ ァイル転送 と同様のセキュ リテ ィ機能(識 別子やパスワー ドによる確

認等)を 使用す る。
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第3章F手 順 の 機能

3.1FTAM基 本機能

F手 順 は、OSI環 境 における情報処理 システム間相互で ファイル転送 、ア クセスおよび管

理を行 うためのFTAM(FileTransfer,AccessandManagement)実 装規約 に準拠 したFT

AM機 能を利用す る。

F手 順のFTAM実 装規約は、INTAP(㈱ 情報処理相互運用技術協 会)のFTAM実 装

規約 に準拠 す るものであ る。詳細 な規約 にっ いて は、 プロ トコル実装仕様 を参照 されたい。

3.1.1使 用 す るFTAMサ ー ビスプ リミテ ィブ

FTAMの サ ー ビスの うち、利用す るサー ビスプ リミティブの一覧を表3-1に 示す。

表3-1サ ー ビスプ リミテ ィブ一 覧

分 類 プ リ ミテ ィブ名 概 要

ア ソ シエ ー シ ョ ンの F-INITIALIZE フ ァイル サ ー ビス用 ア ソ シエ ー シ ョ ンの 確 立

確立 ・解放 F-TERMINATE ファイルサー ビス用 ア ソシエー シ ョンの通常解放

F-U-ABORT FTAM利 用者 よ るア ソシエー シ ョンの強制解放

F-P-ABORT サー ビス提供 者によ るア ソシエー シ ョンの強制解放

フ ァイル の F-SELECT ファイルの選択

選択 ・解放 F-DESELECT ファイルの解 放

フ ァイル の F-OPEN フ ァイル の オ ー プ ン

オ ー プ ン ・ク ロ ーズ F-CLOSE フ ァイル の ク ロー ズ

フ ァイル の F-READ オープ ンされてい るフ ァイルに対す る読 み出 し動作 の開

データ転送 始の指示

F-WRITE オープ ンされて いるフ ァイル に対す る書 き込み動 作の開

始の指示

F-DATA データの転送

F-DATA-END データ転送完了の指示

F-TRANSFER-END 転送完了の確認

グループ化 F-BEGIN-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結開始の宣言

F-END-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結終了の宣言
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3.1.2使 用す るFTAM基 本機能

(1)デ ータの圧縮伝送(オ プ ション機能)

アソ シエーシ ョン単位 にデータを圧縮 して伝送す るか否か を選択 で きる。

この機能 は、同一文字列が、連続 して いるよ うな情報を転送 す る場合 に、有効であ る。

尚、圧縮方式 は、FTAMの データ圧縮方式(INTAP-1で の圧縮)に 従 う。

(2)デ ータの ブロ ッキ ング伝送

送信 ファイルか ら読 出 した複数 のデー タ(例 えば、 レコー ドなど)を ブロ ッキ ング し

て伝送す る ことがで きる。 これによ り、効 率の良 い伝送が可能 となる。

ブロッキ ングは、FTAMの 基 本機能 に従 って行 う。
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]
3.2転 送管理機能

3.2.1フ ァイル転送基本機能

F手 順で は、以下の フ ァイル転送を行 うことがで きる。

① 起動側の転送要求で フ ァイルを送信す る(起 動側送信 一応答側受信)。

② 起動側の転送要求で フ ァイルを受信す る(起 動側受信 一応答側送信)。

また、①,② を組み合わせ、起動側が一 回の転送要求で複数の ファイル転送 を行 うこと

がで きる(こ の機能が使用で きるか否か は、F手 順パ ッケージによ り異 な る)。

基本的 なフ ァイル転送の流れを図3-1に 示す。

起 動 側 応 答 側

アソシエーション確 立

UAP

転 送 要 求

FTpl

＼

送 終 一

/

転送開始要求

＼

FTP

＼

了ソシエーション確 立 通 知

UAP

一

了ソシエーション確 立 通 知 ● ●

ファイル選 択/オ ーブン

転送 開始通 知

●

転送開始通知

-　

デ ー タ転 送

唱

転送終 了通知
司

転送終了通知

＼

ファイルクト ズ/解 放
■■ ●

'要 求

了ソシエーション解 放

了ソシエーション解 放 通 知

●

了ソシエーション解 放 通 知

■ ●

喝 ■

/ ＼
＼

転送制御
情 報

＼)ノ

転 送

＼こアイ∫レ

〆

転 送

＼Zアイル

転送制御
情 報

図3-1フ ァイル転送基本機 能
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3.2.2マ ル チ フ ァイル転 送

転送相手先に対 して1回 の転送要求で複数 のフ ァイル転送 を可能 とす る。

転送デ ータは ファイル単位 にフ ァイル選択/オ ープ ンとファイル クローズ/解 放の処理 を行

うが、相手先 との接続 は確保 したままとな る。 なお、転送要求 時の正当性確認 につ いては、個

々の フ ァイル単 位に ファイル選択/フ ァイルオープ ンの前 に行 う。

送信 ファイル 受信 フ ァイル

マルチフ ァイル マルチ フ ァイル

1フ ァイル11 1フ ・イル11

↑

1フ ァイル21 1フ ァイル21

1↑

1フ ァイル31 1フ ァイル31

●

起動側

ファイル転 送(ファイ)

応答側

ユ ーザ ー業 務

①転送要求

ユーザー業務

UAPUAP

一
、FTP

i

_-Ji
FTpi

/
一 ー 一,一 一'一'一'

●

ファイル転 送(フ ァイ
●

▲ A

ファイル情 報 ・・ミ

② フ ァイル1の 転送開始 処理

④ フ ァイル2の 転送開始処理

ファイル情 報 ・・1

}i
l

il二二:
、
、

、
、

iファイ ル1
i二ll:
、
、
、

、

フ ァイ ル1

ウ ァイル2 フ ァイ ル2

フ ァイ ル3 フ ァイ ル3

転送制御情報 転送制御情報

注)㌶ ㌘;写 諸 芸 晶;;完 結 ‡㌘ 募1該 当 フ ァ イ ル 以 降 の 転 送 は 中 断 と な る 。
に つ い て は フ ァ イ ル 成 立 と す る 。

図3-2 マルチフ ァイル転送
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4

なお、マルチ ファイルの転送処理 は次の手順 となる。

(起動側)

FTP

アソシエーション確 立

転送 開始

ア ソシエ ー シ ョン確 立

遜 乃⇒ン

(応 答側)

了終送転

始開送転

了終送転

放解身↓旗ア

弓ヨ図

放
1
解
一
/
ル
ズ
イ

ー
ア
ロ
フ
ク

ン
2
プ
ー

ー

ル
オ
イ
/択

フ
選

注)*1:

ファイルー2
クローズ/解 放

ア ソシエ ー ション解放

マルチフ ァイル転送処理手順

商 運 認 ㌘ をフ・イル単位に確立/解 放するか否かは・F手 順パ ・ケージに
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また、マルチフ ァイルの場合、転送処 理中に障害が発生 しファイル転送が 中断 となった

時、障害が発生 した該 当ファイルの先頭か ら再送す ることも可能 となる。

下記事例の場合で は、 ファイル1に つ いて はフ ァイル成立 とみなす 。 したが って、通常

は ファイル2よ り再送 を行 う。尚、ユ ーザ業務処理 により強制的に ファイル1の 状態 を リ

セ ッ トす ることによ りフ ァイル1か らの再送 も可能で ある。

転送 データ

ー+正 常 終 了

の先頭より再送

4
B

マルチフ ァイル

図3-4マ ルチフ ァイル転送 における再送処理
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3.2.3代 表 名 に よ る フ ァイ ル読 出 し

サ イクル管理を使 用 して いる時は、代表名によるフ ァイル読 み出 しが使用で きる。サ イクル

管理使用時 はフ ァイル名の フ ァイルIDと サイ クルIDを 指定 しなけれ ばな らない。応答側の

ファイル群が らフ ァイル名の ファイルIDと サイ クルIDと して4ケ タの*を 指定す る ことに

よ り任意の サイクルIDが 指定 され たフ ァイル と見 な し、未送信 ファイルの内1っ を選択す る

機能が代表名 によるフ ァイル読み出 し機能であ る。未送信 ファイルが複数 あ る場合 には、サ イ

クルIDの 値 の最 も小 さいフ ァイルが対象 とな る。

起動側 応答側

UAP

r－ 意 ファイル名 指 定 』 FTP FTP

転送要求 転送開始要求

ファイルID:A

● 一 ..・ 一 ー ー 一 ≡

サイクルID:0002

r代 表 ファイル名指 定 』

転送要求 転送開始要求
● ,

ファイルID:A

サイクルID:****

データ転送

＼

'受 信フ
ァイルー)(=)⊂i

L

:
⊥ †
:

⊃.イ 「へ＼1
二
ノ

.L-_

AA
尋棚 合。。1。 。。2。 。。3

一 一一 、一 ≠ 、一 一〆 」_'

(転 送済)(未 転送)(未 転送)

↓

(転 送済)

転送 フ ァイル

図3-5代 表名 によるフ ァイル読 出 し
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3.2.4ゼ ロ件 デ ー タ転 送

転送 ファイルの中にはゼ ロ件のデータの フ ァイル も存在す る。 この時、本手順で はゼ ロ件 の

データは正常転送 とす る。なお、送信側の指定 によってエ ラーとす ることも可能であ る。

この機能 は送信す るデータがない ことを受信側 に通知す る時 に使用すればよい。なお、送信

側で転送データが準備で きて いない時、受信側 の受信要求 に対 してエ ラーを通知すれば よい。

送信 ファイル 転送制御情報 応 答 側

フ ァイルa
(

.1
相手先企業イ

●

●

1デ ー タ ・一 川
相手先企業イ1 n件 デー タ転送1

〔データ無 しで も通知〕

、/

/ 」

→

→

相手先企業ロ

iデ ータaな しl
ll

相手先企業・1 ・件 データ転送1

連続処理

.i

i
i
i

(正 常)

… デ ー タa-51
11 → 相手先企業ホ1 i/

)

,'

/'
ノ

"

②転送情報

起動側 1

ユーザー業 務

回回UAP
①転送要求 ;ノFTP

一

図3-6ゼ ロ件 デ ー タ 転 送
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3.2.5デ ー タ転 送 の 強 制 中 断

データ転送 中にUAPで 転送 を中断 しなければな らない事象を検 出す ると、UAPはFTP

にデ ータ転送 の強制 中断を依頼す ることがで きる。デー タ転送の強制中断 は、起動側で も応答

側で も同様 に行 うことがで きる。

デ ータ転送 を強制 中断すべ き事象の例を示す。

・システ ムの停止 時刻にな ったが
、デ ータ転送が完了 しない。

・誤 ったデ ータを転送 している ことに気づいた
。

・間違 った相手 にデータを転送 してい ることに気づいた
。

なお、中断以前 に転送済 みのフ ァイル は、 フ ァイル成立 とす る。

起動側 応答側

転送開始要求
UAP

①虫送要求
FTP

●

●

ア

'

FTP
転
1
送開
UAP

筆

工

③強制中断

② データ転送

一

転異送
常完

強制中断すべき事象が

発 生

強制中断要求

●

頃

■

強制中断完 一

転送異常完 一

転轍 御 )
送信
ファイル
)

扉 転勤
)

図3-7デ ータ転送 の強制中断
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3.3運 用 管 理 機 能

3.3.1サ イ クル 管 理

転送 データの 中には同 じデー タの種類(例 えば 「受注 データ」)の ものについて、1日 数回

に分 けて ファイル転送す るものがあ る。 この時、送信側 で 「サ イクルID」 を該当転送データ

の ファイル名 に設定 して、かつユニー ク性 を確保 して ファイル転送すれば、送信側 と受信側で

相互 に同 じデータ種類 につ いての分類 と管理が可能 とな る。

なお、ユーザ業務UAPで サ イクル管理 し、サ イ クルIDを 設定す る。受信側で は同 じファ

イルIDの ものに関 して 「サ イ クルID」 でデ ー タの順 序性を チ ェックす ることが可能 とな

る。 またサイ クル管 理を行 っている場合 には、 「代表名 によるファイル読 出 し」機能が使用で

きる。

ユ ー ザ フ ァイ ル 送信 ファイル 受信 ファイル

相手先企業イ 送信時間

a-00011g:00

a-00021g・30

1

111・00

相手先企業イ
ウ 相手先企業イ

1データ
・1データa-0001ト 一

1

一1デ ータa-00011

噺 ウ

1データ 1データa-00021 1デ ータa-00021
ウ 亡

1データa-0003110:10 1デ ータa-00031 1データa-00031
ウ ウ

1データa-000410:50 1データa-00041 {データa-00041
申θ

1データa-0005 1データa-00051 1データa-00051

〔フ・イルIb〕〔サ占 ルID〕 〔ファイルID〕
占イクル1

〔フ・イルID〕〔サイク⑯

相手先企業イ

1データb-00011

〔フ・イルID〕〔サ秘D〕

③データ設定

起動側 応答側

ユーザ業務

② フ ァイル作成 ④ ファイル転 送人 冒

UAP
' … 相手 先企業 ごとの

ファイルサイ クル管理

● 一 一 ■ 一 ■ 一 一 ■

FTP

一,

FTP

畠

①サイクル管理

1期 目管理 フ ・イル1 一 一一 一
図3-8

転送制御情報

サイクル管理

転送制御情報
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3.3.2二 重 交 換 防止

二 重交換 とは、転 送済の ファイルを再度 フ ァイル転送す ることであ る。二重交換 は原則 的 に禁

止事 項であ り、 これを防止す るために転送制御情報 にあるファイル情報の内容 よ り、 ファイル単

位に転送処理をチ ェ ックす ることが可能 であ り、 これ によ り二重交換を防止す ることがで きる。

なお、対象 となるフ ァイル は、サイ クル管理の有無 にかかわ らず全ての ファイルであ るが 、必要

に応 じて二重交換許可 をフ ァイル単位に指定す ることがで きる。 また、状況確認で使用す るフ ァ

イル はチェック対象外 とす る。

(1)起 動側での二重交換防止 チェ ック

フ ァイル転送の開始 時に、起動側の転送 制御情報の内容 によ りフ ァイル単位 にチ ェックす る。

起 動 側 応 答 側

前回転送状況等

フ・イル情報[二 二]一 …二重交換防止チェ・ク

転送制御情報

図3-9起 動側での二重交換 防止 チ ェック
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(2)応 答側での二重交換防止チ ェ ック

フ ァイル転送の開始時に、応答側の転送制御情報 の内容 によ りフ ァイル単位 に二重交換のチ

ェ ックが され、すでに転送済で あればフ ァイル転送 はで きない。 これ によ り二重交換が防止 さ

れ る。

起 動 側 応 答 側

転送要求

(結果)

フ ァイル情報

前回転送状況等

ユーザ業務

一・二 重 交換 防 止チェヲク

転送制御情報

図3-10応 答側 での二 重交換 防止 チ ェック
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(3)二 重 交換処 置

二重交換処置 とは、業務上の理 由によ り転送済 とな った ファイルを再度転送で きるよ うにす

ることであ る。や り方 としては、 ファイル単位の二重交換許可オ プシ ョン(送 信、受信 の双方

で同一 の指定をす る)機 能を使 う方法 と、手動処理(強 制二重交換処置)に よ り、転送前 の状

態に し転送処理を行 う二つの方法があ る。手動処理の時 には、転送 に先立ち応答側で も同様に

転送 前の状態 にす る必要が ある。

5

^

■

送信 フ ァイル 受信 フ ァイル

番

目
①強制二重交換処置の依頼 古

注1)二 重 交 換 処 置 を 行 う た め に は 、 ア ソ シ エ ー シ ョ ン 再 確 立 後 、 再 度 、

フ ァ イ ル の 選 択/オ ー プ ン 処 理 を 行 い フ ァ イ ル の 先 頭 か ら 転 送 す る 。

注2)*1:手 動 処 理 に よ り 運 用 す る 場 合 の み

図3-11二 重 交 換
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3.3.3転 送許可 時間

相手先単位 、 ファイル単位に転送 時間帯を設定す ることがで き、 これによ り時間外の不

正転送あ るいは不正 アクセ スを防止 す る。

なお、設定時間は24時 間を限度 と し、 フ ァイル転送要求 の開始時刻で判定す る。 また、

マル チフ ァイルの転送許可時間 はフ ァイル単位 にその転送 開始時刻で判定す る。

(注)フ ァイル情報の転送許可時間帯 は相手先情報の転送許可時間帯 の中に設定 しなければ

な らない。

(1)起 動側での転送許可時刻設定

転送制御情報にある相手先情報の 「開始時刻」と 「終了時刻」により相手先単位、ファイ

ル単位に転送時間帯を制御することが可能であり、これにより転送許可時間を制御する。

起 動 側

ユーザ業務

UAP

転送要求
, 、

FTP

-・ 、

i
唱

(結 果)

A

r

相手先情報

ファイル情報

、'
、
一 ー 一_,"

噸 時妻i''"
[========コ__.

終 了 時 刻

〔======コ … 一ーー一

開 始 時 刻

[=======コ ー__

終 了 時刻

応 答 側

(転送許可時間帯)

(転送許可時間帯)

転送制御情報

図3-12起 動側 での転送許可時刻設定
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(2)応 答側での転送許可時刻設定と判定

転送開始 時に、受信側 の転送制御情報にある相手先情 報 とファイル情報の 「開始 時刻」

と 「終了時刻」によ り相手先単位、 ファイル単位 に転送時間帯を制御す ることが可能 であ

り、 これ によ り時間外 の不正転送の受信を防止す る。

起 動 側

ユ ーザ業務

UAP FTP

転送開始要求

(結果)

応 答 側

FTP

ユーザ業務

相手先情報

ファイル情報

一 コ
開始時刻
一
終了時刻
一
開始時刻
一
終了時刻

(転送許可時間帯)

(転送許可時間帯)

転送制御情報

図3-13応 答側での転送許可 時刻設定

一31一



3.3.4送 信 ・受信 フ ァイル 状 況 確認

(1)受 信 フ ァイ ル準 備 状 況

事前 に相手先 に受信 ファイル準備状況を通知あ るいは問 い合わせ ることがで きる。

一 〔受信 ファイル準備状 況の通知:〕

① データの受信準備 がで きると準備がで きた 旨を相手先 に通知す る(通 知 は通知情

報を格納 した 「フ ァイル状況通信 ファイル」を転送す る ことにより行 う)。

② 通知を受けた側 は、 この情報を確 認 して所定の時刻になる とデータを送信 す る。

一 〔受信 ファイル準備状況 の問 い合わせ:〕

① データを送 信す る前 に相手の受 信 フ ァイルが準備で きて いるか確認 す る(確 認

は、確認 した い情報を 「フ ァイル状況通信 ファイル」 に格納 し、それを転送す る

ことによ り行 う)。

②相手の受信 フ ァイルが準備で きてい ることが確認で きればデータを送信す る。

なお、データ転送中の状況確認の可/否 は、F手 順パ ッケ ージによ り異 なる。

(a)受 信 ファイル準備状況の通知

起 動 側 応 答 側

、アイル状'信 フ

ァイ

送 信
ファイル

②
ファイル準備状況通知

受 信
ファイル

UAP

①

図3-14受 信 フ ァイル準備 状況の通知

一32一



(b)受 信 フ ァイル準備状況の問い合 わせ

起 動 側

UAP

1

い合せ陪 求

FTP

データ

格納

"結 果 の 取 り

3

4

"結 果"

送要求

込み要

ファイル準備状況
問い合せ要求

(フ ァイル転送)

結果の取り込み要求

(フ ァイル転送)

"結 果"

(フ ァイル転送)

転送開始要求

ファイル状 況

通 信
フ ァイ ル

⑤ デー タ転送

(フ ァイル転送)

応 答 側

FTP

②"結 果"

送信
ファイル

受信
ファイル

'

ファイル状況
通信
フ ァイル

図3-15受 信 フ ァイル準備状況の問い合わせ
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② 送信ファイル蓄積状況

事前 に相手先 にフ ァイル蓄積状況を通知 あ るいは問 い合わせ ることがで きる。

〔送信 フ ァイル蓄積状況の通知:

① データを蓄積す るとデータ蓄積 がで きた 旨を相手 に通知す る(通 知 は、通知情報

を格納 した 「フ ァイル状況通信 ファイル」を転送す る ことによ り行 う)

②通知 を受 けた側 はデ ータを受信 す る準備 を整えデータを受信す る。

一 〔送信 ファイル蓄積状況の問い合 わせ(確 認):〕

① データを受信す る前 に相手が デ ータを蓄積 して いるか確認す る(確 認 は、確認情

報 を格納 した 「フ ァイル状 況通信 フ ァイル」を転送す ることによ り行 う)

②相手が デー タを蓄積 してい るこ とが確認で きればデータを受信 す る。

(a)送 信 ファイル蓄積状況の通知

起 動 側 応 答 側

UAP

通信

転送要求

FTP

ファイル蓄積 状況通知

(フ ァイル転送)

転送開始要求

④ データ転送

FTP UAP

①

タ

納

ヂ

格

ファイル状 況
通 信 ファイル

受 信 ファイル 送 信 ファイル ファイル状 況
通 信 ファイル

図3-16送 信 フ ァイル蓄積状況 の通知
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(b)送 信 フ ァイル蓄積状況の問い合 わせ

起 動 側

θ

UAP

1

匿い合 せ 求

FTP

㌃

"結果 の取 り

3

"結 果"

一送 要

込み要

ファイル蓄積状況
問い合せ要求

(フ ァイル転送)

結果の取り込み要求

(フ ァイル転送)

"結 果"

(フ ァイル転送)

転送開始要求

ファイル状 況

通信
フ ァイ ル

⑤ データ転送

(フ ァイル転送)

応 答 側

]
FTP

②"結 果"

ルイ
信

ア

受

フ
送信
フ ァイル

]=

ファイル状 況
通信

,フ ァイ ル

図3-17送 信 ファイル蓄積状況の問 い合わせ
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3.3.5転 送 状 態問 い合 わ せ

処理の進み具合の確認 は、以下 の状況 を確認す るために行 う。

一依頼 したサー ビスが確実に進んでい るか確認す る

一多量 データの処理 中に終了予定時間を推定す る

一システム停止前に実行 中のサ ー ビスを確認 し、停止 で きるか どうか確認す る

一回線 ビジーで接続で きない時、 いっ にな った ら回線 が空 くか推定す る

処理の進み具合 としてFTPで 情報 を採取す る。採取す る情報 の例を以下に示す。

・相 手 先

・フ ァイル名

・開始 時間

・現在 の状況(送 信 中/受 信 中等)

UAPは 必要 な情報をFTPに 要求 し、 その結果を編集 してユーザに通知す る。な お、通知

す る情報 は機種 によって異な る。

起 動 側 応 答 側

羅 通知

転送 制御 送信

情 報 ファイル

鍵 開腰 求

②データ転送

受 信
ファイル

図3-18転 送状態問い合わせ
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3.3.6処 理 履 歴 管 理 機 能

起動側、応答側で、それぞれ転送結果を ログ情報 としてFTPよ り受 け取 ることがで きる。

UAPは 、FTPか ら通知 され るログ情報を処 理履歴 として タイムスタ ンプとともに記録 して、

後で編集処理す る ことによ り表示、 レポー ト出力等 を行 うことが で きる。

〔ログ情報 の例〕

転送開始、終了時刻/転 送先、転送元/転 送 ファイルID/転 送結果/デ ータ量 等

6

∧

●

起 動 側 応 答 側

UAP

①

転送履歴

表示処理

転送履歴

印刷処理

⑤

送要求

FTP

④
ログ通信

②転送開始要求

∨

璽

乳 夕転送

印刷出力

履歴
フ ァイル

FTP

輯薄

口

UAP

通知

輯蒲

注)応 答 側 も 同 様 に 転 送 結 果 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3-19起 動側の転送結果 ログ取得の例
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3.3.7送 信 時 の 自動取 上 げ

業務プ ログラムは、送信 ファイルの準備が完了す る 〔①〕 とその結果をスケ ジューラ(UA

P)に 通知 をす る 〔②〕

スケ ジューラが、送信条件を判 断 し、FTPに 対 し転送要求 を自動発呼 して転送が 開始 され

る。 これに より、各 々のUAPは 直接FTPを 起動 す ることな く、送信 フ ァイルを準備 す るだ

けで よいことにな る。

なお、 スケ ジュー ラに与え る動作条件 の設定等 にっ いて は、別途条件設定 ツール等が必要 と

な る。

その他、 自動スケ ジュール処理等 は、利用者又 はF手 順パ ッケー ジによ り異 なる。

起 動 側

条件設定
(ツール)

(送信条件)

UAP

管
理
情報

スケジ仁 ラ

②準備

業 務プ
ログラム

轟 要求

了の通知

①通
信

フ
ァ
イ
ル
の
準
備

FTP

雛 開始要求

起 動 側

⑤データ転送

FTP

送 信
ファイル

受 信
ファイル

図3-20送 信時の 自動取上げ

一38一



3.3.8受 信 時 の ジ ョブ連 動

受信 完了時にFTPよ りフ ァイル受信完 了のイベ ン ト通知 を受 けた スケ ジューラ(UAP)

は、 その フ ァイルの受信後の ジ ョブを 自動起動す る。

なお、 スケ ジュー ラに与え るジ ョブ起動 条件等にっ いては、別途 条件設定 ツール等が必要 と

な る。

起 動 側 応 答 側

FTP
①転送要求

● 一

FTP

④イベ
ント通 知

UAP

条件設定
ツール

(嘉 ブ起動)

②転送開始要求
管 理情 報

乳 夕転送

● 司 ●

●

'r

ス ケ ジュ ー ラ

1

9 業務 プログラム

一

,'
●

/

〆

這
フ

＼

、
)

送信
ファイル

ン

1

/rプ ＼
一

＼

受信
ファイル

＼_ン

ノ

注)起 動 側 ・ 受 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 受 信 時 ジ ョ ブ を 連 動 で き る 。

図3-21応 答側 での受信時 ジ ョブ連動 の例

一39一



3.3.g転 送 終 了後 の フ ァイ ル処 理 連 動

ファイル転送完了後、FTPよ り転送完 了の通知を受 けたスケ ジューラ(UAP)が 、転送

終了後の後処理を起動す る。

なお、スケ ジューラに与え る後処理起動条件の設定等 にっ いて は、条件設定 ツール等が必要

となる。

応 答 側 起 動 側

UAP FTP

●

FTP

条件設定
ツール

(㍊ ブ起動)

管 理 情 報
②転送開始要求暴 要求

羅 通知

邑

■
翌 夕転送

ス ケ ジュ ー ラ

1

一

業務 プログラム ③ 司

⑥

＼

r
＼
、
ン

送信
ファイル

)

▼

r
＼
、
ノ

受信
ファイル

)

注)応 答 側 ・ 送 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 後 処 理 を 連 動 で き る 。

図3-22起 動側 ・送信 時の後 処理連動の例
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3.3.10端 末 か らの 制御(コ マ ン ド処 理)

送受信 の指示をUAPあ るいは コンソールだけでな く、 直接端末か らも指示 で きるよ うにす

るためには、FAIを 利用 しUAPに コマ ン ドを処理す る機 能を持たせ ることが で きる。

起動側

UAP

制御

FTP

;

1フ ァイル転送業醐 理

<

コマ ン ド処理 監視

画面入出力処理

7、

端 末
」'

∠ ＼

応答側

図3-23端 末 からの制御(コ マ ン ド処理)
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3.3.11プ ライ オ リテ ィ制 御

同一 宛先 との間で複数のサー ビスを実行す る時、緊急を要す るサー ビスは転送待 ち状態 のサ

ー ビスを追 い越 して実行で きな ければ な らない。 この ため には、各サ ー ビス単位 にプライオ リ

テ ィ付 けを して、通常 のサ ー ビスは低 いプ ライオ リティで実行 し、緊急時のみ高いプライオ リ

テ ィを設定で きるよ うにす る。 これ を転送 待ちのプライオ リテ ィ制御 とい う。 本制御 により ビ

ジー リ トライ待 ちや実行待 ちのサ ー ビスがあ って も、後か らプライオ リティの高いサー ビスを

要求す れば先 に実行す ることが で きる。

起 動 側 応 答 側

処理待ち

④⑱下国

新たにプライオリティ1の 送信要求①が発生す
ると先頭の

待ちキューに麸
を追越し)

○ 数 字 はプライオリティ(小 さい程プライオリティが 高 い)

②
嘉

①

信
仙
送
万

データ転送

①
}蕎

②
)鶏

図3-24転 送待 ちのプライオ リテ ィ制御
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3.4セ キ ュ リテ ィ

3.4.1起 動 側 識 別

フ ァイル転送開始 時、起動側で は、起動者を識別す るための情報 を起動側識別子 と して設定

す る。 これ によ り、応答側で は、起動者が正 しい相手先であ るか どうかを判定す ることがで き

る。F手 順 にお いて起動側識別子 は、オ ブジェク ト識別 子を使用す る。

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

UAP

転送要求

FTP FTP

÷

i

i

…

i

i

i

i

i

i

(起動側識別子)

●

…

i

i纏鰹霊 送
動
別
起
識
ク

た
側

ッ

れ
動

エ

さ
起
チ

送
の
を

転
側
子

転送制御

情 報

転送制御

情 報

図3-25起 動側識別子 による起動側識別
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3.4.2応 答 側識 別

起動側と応答側の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立時、起動側は、応答側が正しい相手

先であるかどうかを判定するために、応答側から送られた応答側識別子を使用する。F手 順に

おいて応答側識別子は、オブジェクト識別子を使用する。

起 動 側 応 答 側

相手確認

転送要求 (転送開始要求)

(F-INITIALIZE応 答)(応答 側 識 別 子)

網
子
情

た
別
定
ク

れ
識
認

ツ

さ
側
前

工

送
答
事
チ

転
応
(
を

転送制御

情 報

応答側識別子
を設定し転送

転送制御

情 報

図3-26応 答側識別子によ る応答側識別
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3.4.3起 動 者 の認 証(起 動 者 パ ス ワ ー ド)

走…動側 と応答側 の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立 の時、応答側は起動者が正 しい相 手

先で あるか どうか を判定す るために、起動側か ら送 られた起動者パ スワー ドを判定 す ることに

よ り、正 しい起動 者であ るか どうかを認証す る。

応答側において、起動側識別子 と起動側識別子 に対応す る起動者パ スワー ドは、事前設定情

報 である。

7

A

日

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

UAP

認証結果 ・←

事前設定
一

(竃 一ド)

転送要求

FTP FTP

一'.^,

(F-INITIALIZE要 求)

一 ー 一=.≡ 一 ≡

(F-INITIALIZE応 答)

「
1

鞠縣裂㌍ ド
を設定し転送

■

転送制御

情 報

転送制御

情 報

事前設定情報の

鞠曉 要言と
を チ ェ ック

図3-27起 動者パスワー ドによる起動者の認証
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3.4.4ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド)

フ ァイル転送 を始め るにあた って、起動側 か ら目的 とす る応答側 の ファイルを指定す る。

応答側で は、指定 されたフ ァイルをその起 動側に使用 させて よいか否かをチ ェ ックす る。 さ

らに、 フ ァイル選択およびオ ープ ン時 に、ア クセ ス動作(読 出 し、置換え等)が 許 され るか否

か を決定す る。 フ ァイルア クセ スパ スワー ドは、 アクセス動作毎 に設定 され るパ スワー ドであ

り、 ファイル選択およびオープ ン時に要求 したアクセス動作 とパ スワー ドが一致 しているか否

かによ り、その フ ァイルへのア クセスを制御す る ものであ る。

F手 順 では、 フ ァイルアクセスパ ス ワー ドを使用 して ファイルへ のア クセス制御を行 う。

起 動 側 応 答 側

(転送開始要求)

UAP

転送要求

FTP

●

FTP

ファイル選択/オ ープ ン

(アクセス動 作:読 出 しアクセスパスワード:11111111)

、

邑

■

転送制御

情 報

アクセスパスワード

馨し:1111換 :222

図3-28ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア ク セ ス パ ス ワ ー ド)
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3.4.5セ キ ュ リテ ィ ロ グ

F手 順 は部外者 による不当ア クセスを防止す るため、セキュ リテ ィエラー ログを採取す る こ

ともで きる。 これ によ り同一 相手(企 業)か ら規定 回数以上 にセキ ュ リテ ィエラーを検 出 した

場合 には、UAPの 監視機能によ り処理を停止す ることもで きる。なお、 セキ ュ リテ ィチ ェッ

クは、応答側だ けで な く起動 側でのチ ェック レスによ る漏洩を防止す るため、 転送 開始許可 時

に もセキュ リティ情報を付加 し、起動側でセキ ュ リテ ィを確認す る。

起 動 側 応 答 側

UAP FTP FTP UAP

転送要求
●

鷲㌍構求
● … ア'

、
、'

、/ 記録
/パ スワード
'
・
、チ・ヲク,"
、'

●

、 ノ

'
:'

転送開始許可 …

(パスワード付) ;
ノ

ー 一'

監視機能
/『'←"'

、'

ノ 、

唱 -

(エ ラ ー回 数 を チ ェ ック) ,・パスワード ・、
一 一 ■ 一 一 唱■ '

＼チ・ヲク/
、'

、 ノ

、
、, データ転送

OK時

▼

相手 と
セキュ リテ ィ

(

)
/一 一＼
)

/一 、

＼.一 ノー

(
＼._ノ

エ ラーの回数 セキュリティ 送信 受信 セキュリティ

を記録 ログファイル ファイル ファイル ログファイル

) ) )
、＼
__ノ

相 手

エ ラー回数

図3-29セ キ ュ リテ ィ ログ
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3.5障 害 管 理

3.5.1フ ァイ ル成 立 管 理

F手 順 においては、 フ ァイル成立の信頼性 向上 のたあ、データ転送結果の確認 タイ ミングを

ファイル クローズ終了のF-CLOSEプ リミテ ィブの時点 まで と し、 この時点で正常 に終了

した場合 ファイル成立 とす る。

〔正 常 の 場 合 〕

起 動 側 応 答 側

一 一 一
''''''"会1

F F (デ ータ転送) F i
(

1

・十
:

T T F-TR川SFER-END T

)

●・ ㊨.

完了

P A A |
ファイルの

クローズ/解 放

転送結果通知 M F-CLOSE M
.1

(フ子仲転送正常終了)

L纏 紗)
.

アソシエーション F-TER薗IMTE

正常解放
一 一 一

転送状態正常

〔異 常 の場 合 〕

起 動 側 応 答 側

一 一 一
'''"-一 「

F F (デ ータ転送) F i
(
)

:

)

T T F-TRANSFER-END T …
_.._.▲

.. . ・

…(データ転送終了)
完了

:

i
P A

;

A

…

転送結果通知 †
← 障害発生 →・ 一

爆(議
了)

…

M M
フ ァイルの

知一ズ/解 放

←

F-CLOSE

1
・

ア ソ シエ ー シ ョン

異常割
一 一

転送状態異常

図3-30フ ァイ ル 成 立 管 理
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3.5.2障 害 処 理

物理回線接続後の ファイル転送処理中 に回線 障害あ るいは機器障害等が発生す る要因 と して、

表3-2に 示す ものが あ る。 この時の再送処理 におけ るF手 順の処理 について示す。

起 動 側 応 答 側

物理回線接続時

FTP 『

㍍

『

6
FTP

喝

-

↑

「フ ァイル転 送処理 中」

↓

●

(

物理回線接断時
頃 『

図3-31障 害 状 態

表3-2フ ァイル転送処理 中の障害処理

発 生 時 点 起 動 側 で の 処 理 応 答 側 で の 処 理

1 ・ア ソ シエ ー シ ョン確 立 時

・異 常検 知

・アボ ー ト処理

・異 常 検 知

・アボ ー ト処 理

2

・ファイルの選択/

オープ ン時

・(同 上) ・(同 上)

3 ・読み出 し、 データ転送 中 ・(同 上) ・(同 上)

4

・フ ァイ ル の ク ロー ズ

/解 放 時

・(同 上) ・(同 上)

5 ・ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放 時 ・転送正常終了 ・転送 正常終了

一49一



3.5.3再 送

(1)最 初 か ら再 送処 理

転送 データの正常終了あ るいは異常終 了を問わず、最初か ら再度新 たにデータを送信 す る

ためには、送信側 と受信側 の転送 制御情 報の情 報項 目を電話等で相互 に確認 した結果で ファ

イル転送 を再 開す る もの とす る。

なお、送信側 の前回転送が 「異常終了」 とな って いれ ば、通常の場合 には再送処理を行 う

ことにな る。 また、前回転送が 「正常終了」 な らば、受信側か らの電話等によ る強制二重交

換処置によ り転送制御情報 にあるフ ァイル情報の指定 内容 を元 に もど し、再度 ファイル転送

処理 とす ることがで きる。 この場合、前述 の 「強制二重交換処置」を利用 して行 う。

F手 順 の 再 送 処 理 備 考

●

●

シ ング ル フ ァイ ル 最初からの再送処理

マ ル チ フ ァ イ ル

・転送中断 とな った当該 フ ァイ

ルの先頭 よ り再送処理

・ユーザ業務(UAP)の 判 断

によ り左記 内容を選択す る。

・マルチ ファイルの処理機能 に

従 う。・マルチフ ァイルの最初 か らの

再送処理

② 途中からの再送処理(オ プション機能)

フ ァイル転送 中に中断 とな った場合、該 当フ ァイル にっいての再送 は基本的 にFTAMの

回復及 び、再 開機能を利用 して行 うもの とす る。
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(3)大 量デ ータの再送処理

F手 順 にお いて、再送処理 は基本的 にFTAMの 標準機能を利用す るため、大量デ ータに

つ いて は途 中か らの再送処理が重要 な要素 となる。

このた め大量 データについては、送信側の データ作成時 にマル チフ ァイル と して作成 し、

転送制御情報を もとに、途中か らの再送を可能 とす ることが望ま しい。

下記 にマルチ ファイルの途中か らの再送処理事例を示す。

送信 ファイル

マルチ
ファイル

送信データ

フ

①

多彩←

ル

②

フ

ノ
ル

③

エ ン ド

起 動 側

ユーザ業務 FTP

① 転送キャンセル要求
UAも よ

開始要求

中断

②
中断情報

受信データ

マルチ
ファイル

再開

⑤転送

正 常 終 了 一.、

受信データ

フ

,
イ

ル
①

…
-
フ

+γ

イ

ル

②

}欝 フ

7
イ

ル
②

フ

ァ
イ

ル
③

:FTP

ファイル情報

,

エ ン ド

応 答 側

② ユーザ業務中断情報

④再
開始処

UAP

フ ァイル情報

転送制御情報 転送制御情報

図3-32大 量デ ータの再送処理
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(4)ビ ジー リ トラ イ

回線が塞が っていて ビジーにな る場合、オペ レータによる リ トライ操作作業 を極力少な く

す るため、UAPに おいて ビジー時の 自動 リ トライ機能 を提供す る。 ビジー時の リトライ方

法の事例を以下に示 す。

(イ)指 定時間間隔で指定回数分 リ トライす る

(ロ)指 定時間間隔で指定 時刻 まで リ トライす る

(ハ)代 替回線で リ トライす る

起 動 側

(リトライ回数オーバを記録)

履歴情報

転送要求

転送要求

送 信
ファイル

①転送開始要求

②転送開始要求

×

×

応 答 側

受 信
ファイル

図3-33ビ ジー リ トラ イ
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3.5.4障 害 状 態 問 い合 わ せ

障害発生時にユ ーザが障害の状態 を検知できるように、回線障害等の障害発生情報 をログと

して採取 してお く。 ユーザ はUAPの ユーティ リテ ィや画面表示 ツールで ログ内容 を編集 し、

障害状態を確認す ることがで きる。

障害の状態 はFTPがUAPに イベ ン ト通知 で通知 し、 障害 ログ としてUAPで 蓄積す る。

UAPで はユ ーザか らの問い合わせに対 し、表示、 レポー ト出力できるユ ーテ ィ リテ ィを提供

す る。

起 動 側 応 答 側

障害情報

履 歴 印刷
ユーティリティ

処 理

闇 闇歴情報

転送要求

障害通

送信
ファイル

①転送開始要求

②データ転送

受 信
ファイル

印刷出力

注)応 答 側 も同 様 に 障 害 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3-34障 害状態問い合わせ(起 動側 の事例)
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第4章F手 順 の支援体 制

4.1ド キ ュメン ト体系

F手 順では、利用者に応 じた ドキ ュメ ン トを各種用意 し、 これを広 く公開す ることによ って、

F手 順 の理解の促進 と円滑 な製品化を図 ることと してい る。

分 類 番 号 ドキ ュメ ン ト名 ドキ ュメ ン トの概要

ユ ー ザ 向 F-UO1 ファイル転送用手順(F手 ファイル転送用手順(F手 順)の 概要及

け ドキ ュ 順)概 要 びその特徴 にっいて記述。

メ ン ト

F-UO2 ファイル転送用手順(F手 既存手順か らF手 順への移行方法を中心
順)利 用ガイ ド テーマと して、ユ ーザが考慮すべ き点を

記 述 。

開発者向 F-MO1 F手 順 一ネ ッ トワー クプ ロ システム相互接続 に必要 なOSI下 位4

け ドキュ トコル仕様 層に関する適用基準、及び実装規約を記
メ ン ト 述 。

F-MO2 F手 順 一フ ァイル転送仕様 F手 順の各種機能を実行するために必要
な転送 制御情 報、転送 ファイル転義(フ

アイ ル 名,ド キ ュ メ ン ト型 定 義 等)、 フ

アイル転送仕様(FTP)の 基本動作、

及び相手システムとの相互運用性を実現
す るための転送 シーケ ンスを規定。

F-MO3 F手 順 －FTPア クセ スイ FTPと ユ ーザ ・ア プ リケ ー シ ョン ・プ

ンタ フ ェー ス仕 様 ロセ ス(UAP)と の 間 の イ ンタ フ ェー

ス(FAIと 呼称)を 規 定 。 〔但 し、本

イ ンタ フ ェー ス仕 様 は、FAIの 機 能 の

みを規定す る ものであ り、その実現方法
の詳細(プ ログラムイ ンタフェースな ど

)を 規定す るものではあ りません〕

F-MO4 F手 順 一 コ ー ド一 覧 F手 順 の処 理上発 生す る、FTPエ ラー
コー ド(FTAMエ ラー識別子含む)、

及 びFAIエ ラー コー ドにつ いて 記 述 。

F-MO5 F手 順 一プロ トコル実装要 システム相 互接続 に必要 なOSI上 位3

求仕様 層に関する適用基準、及び実装規約につ
いて記述。

F-MO6 F手 順 一イ ンプ リメ ンテ ー F手 順の機能項目を実装する上で、 シス
シ ョ ンガ イ ド テム開発者が事前に留意しておくべき事

柄 につ いて記述。
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4.2オ ブジェク トの登録

OSIで は、異 な るシステ ム間での情報 ・通信を行 うため、メーカ等のネ ッ トワー クアーキ

テ クチ ャで独 自に定義 されて いた端末識別やア ドレス、通信方 式やデータフォーマ ッ ト等 の識

別 について、 これ らを情報オ ブジェク トまた は単 にオ ブジェク トと呼 び、体系的かっ一意 な識

別子の定義 ・付 与のルール と国際 ・国家的な登録 ・管理組織を整備 して いる。

F手 順で は、利用者か らの接続相手 間の相互認証機能要求 に応え るための さまざまな機能を

用意 して いるが、 この中で製 品化 にあた り次の ものが登録の対象 とな って いる。

登録対象となる
概 要 登 録 者

オ ブ ジ ェ ク ト

デ 一 夕 フ オーマ F手 順では、どの様な業界 フ ォーマ ッ トで も転送可能

で あ り、 このためデータの中を参照せず にフ ォーマ ッ 団体または業界
ッ ト識別子 トを識別 す る必要があ る。

組織登録番号 企業や団体、政府機関や自治体などの相手先を一意に
識別す るために必要。 一般企業等

*1

注)*1:組 織登録番号 を登録す ることを推奨す る。

以上のよ うな識別子 は、今後EDIの さまざまな通信処理形態 に応 じた新手順が 開発 された

場合 にも共通 に広 く利用す ることがで きる。

オ ブジェク トの登録 ・管理機関は、国内 レベルでの登録対象 につ いてISO系 がJIPDE

C〔 ㈲ 日本情報処 理開発協会〕、ITU-TS(旧CCITT)系 がTTC〔 閲電信電話技術

委員会〕の2っ のルー トが あ り、平成3年3月 か ら登録業務 を開始 してい る。

現在 は、OSIの 機能標準(実 装規約)で 規定 され る仕様やオブ ジェク トが当面 の登録 対象

で あるが、今後 は上記のデータフォーマ ッ ト識別子 などユ ーザサイ ドで登録すべ きオ ブジェク

トにつ いて も登録 の対象や範囲が明確化 され ることになろ う。

この よ うに、F手 順では国際的 な情報 ・通信のルールに したが ってEDIを 実現す る もので

あ り、 また、そのための国内のオ ブジェク ト登録 ・管理体制 も整備 されている。

【補促】

JIPDECの オ ブジェク ト登録管理担 当(連 絡先)は 次の とお り。

〒105東 京都港区芝公園3-5-8機 械振興会館 内

働)日本情報処理開発協会 産業化推進セ ンター

電 話(03)3432-9394/9395

FAX(03)3431-4324
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は じめに

高度 なEDI環 境を構築す るための基盤 として、異機種 コンピュータ間接続 とデータ

転送の高速化が、最近重要 な設備条件 とな ってきてい る。F手 順 は、 この条件を満たす

ための、有効な手段の一つ といえ る。F手 順 の概要及びその特徴 にっいては、既 に 「フ

ァイル転送用手順(F手 順)概 要(産 業情報化推進セ ンター発行)」 に説 明されて いる。

既に、国内にお ける主な企業で は、企業間のデータ交換のためにベ ンダ独 自仕様の手

順か業界標準手順(J手 順 あ るいは全銀手順など)を 利用 してい る。そ こで、本書で は、

特 に、J手 順や全銀手順を利 用 して いるユーザが、新 たにISDN回 線を利用 し、OS

Iな どの国際(及 び国家)標 準プロ トコルに切 り換え るために、F手 順を利用す る場合 、

「何を どうすれば よいか?既 存のユーザ作成 プログラムを どの程度変更 しなければな

らないのか?あ るいは流用 可能か?」 など、通信手順 を変更(移 行)す る場合 に、ユ

ーザが考慮 すべ き点 にっいてま とめた。

本書の全体構成 は以下の通 りである。

(1)EDI規 約 におけるF手 順製品の位置づけ とサポー ト範囲(第1章)

(2)デ ータ交換 を行 う企業間で予め取 り決めて置 くべ き事柄(第2章)

(3)② 項の事前取 り決めを行 うための具体例の紹介(第3章)

(4)デ ータフ ォーマ ッ トを変更す る場合 の留意事項(第4章)

⑤ 既存手順か らF手 順への移行上の留意事項(第6章)

(6)相 手 システム との接続上留意すべ き点

一 回線障害発生時 に必要な ファイル再送の判 断基準(第5章)

一 異な るプロフィル間の接続 ・運用上の留意点(第7章)

本書 は、上述 の様 に、ユ ーザが必要 とす る既存手順か らの移行方法を中心テーマ と し

て作成 された ものであるが、既存手順及びF手 順 のEDI規 約の上位 レベル(「 業務運

用規約」 など)の サポー ト範囲がベ ンダによ り違 うため、一般論 と して移行方法の詳細

を明確 にで きない面が あ った。そ こで、今後、実際の システムの移行実績 を踏 まえ、本

書の内容 の充実を図 ることとしたい。

なお、本書の作 成に当た り、新手順検討委員会の委員各位、及 び実際 に共 同執筆頂 き

ま したF手 順推進 ワーキ ンググル ープのメ ンバ各位の方 々に深 く感謝 した します。

平成5年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

産業情報化推進センター
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第1章 総 論

1.1F手 順 とF手 順サポー ト製品

F手 順 は、既存業界手順の もっ機能面、運用管理面の問題解決を図 り、 メー カ機種 に と

らわれ ることな く、広 く業界横断的に使用できる通信手順 と して開発 された ものであ る。

即 ち、F手 順 はEDI環 境の構築を 目的 と してお り、ベ ンダが提供す るF手 順サポー ト製

品 は、図1-1に 示すEDI(電 子 データ交換)規 約 モデルの 「情報伝達規約」に対 応す

る、異機種間 ファイル転送機能をFTAMに よ り実現す るとともに、既存手順 と同様、マ

ルチフ ァイル転 送機能 などの運用機能 、セキュ リテ ィ及 び障害管理機能を標準化 した プロ

セスであ るFTP(フ ァイル転送 システム)を 、標準機能 プロセス として実装 して いる。

F手 順で規定 してい る機能項 目(28件)は 「情報伝達規約」 と 「業務運用規約」 にま

たが る項 目を含んでお り、 その全項 目を表1-1に 示す。サ ー ビス面か らこの機能を分類

するとrFTAM基 本機能」、 「転送管理機能」、 「運用管理機能」、 「セキ ュリテ ィ機

能」、及 び 「障害管理機能」の五つの機能 グループに大別で きる。また、F手 順 は、従来

の業界手順で は標準化が難 しか った通信 プロ トコル とユーザアプ リケー シ ョンとの イ ンタ

フェースの 「機能仕様 」を 「FTPア クセスイ ンタ フェース仕様(FAI)」 として実装

している。

実 際上のF手 順製品の実装形態は、全ての機能項 目及びFAIに つ いて、"一 律 に"サ

ポー トす る訳で はない。接続相手 との連携が必要 な機能 にっ いて は、 「標準機能」 と して

基本的 にサ ポー トす ることとし、ローカルな機能にっいては 「オ プシ ョン」扱 い とした。

特 に、一部の小型機(シ ングルタス クのパ ソコ ン等)に っ いて は、 「標準機能」項 目を

全てサポー トす ることは、実装上かな りの負担を強い るケースがあ る。 そのたあ 「標準機

能」項 目の実装が全て必須で ある 「標準プ ロフィル」に加 えて、 「標準機能 」の中で も、

更に、基本的な ファイル転送関係の機能だけを必須 と した 「縮小 プロフィル」を標準化 し

た。従 って、F手 順製 品を利用 して、異機種間接続を行 う場合、事前 に接続相手が利用で

きる機能項 目とのす り合 わせを行い、実現可能な機能を洗い出す必要 があ る。次節以降、

その接続 ・運用上の留意事項 について説明す る。

規約名称 規 定 項 目(例) F手 順規定範囲

取引基本規約

(レベル4)

取引相手 ・期 間の規定,料 金請求基準,取

引成立条件,ト ラブル発生対策(保 障規定)

規定対象外

業務運用規約

(レベル3)

運用時間管理,業 務(発 注,納 品)規 定,

障害対策(再 送基準),デ ータ保存規定

一部規定

情報表現規約

(レベル2)

フ ァイ ル属性,フ ォ ーマ ッ ト定 義,デ ー タ

項 目定 義,シ ンタ ックスル ール 定 義

規定対象外

情報伝達規約

(レベ ル1)

通 信手 順(FrAM),回 線種 類,セ キュリティ対策,

転 送完 了 条件,マ ルチファイル転送 シーケンス

規 定

図1-1EDI規 約モデル とF手 順規定範囲

一1一



表1-1F手 順提供機能一覧

機 能 サポー トレベル

分 類1項 目 標 準 ブ・ブイル1縮 小 ア・ブイル

FrAM基 本機能 起動側機能 ◎ ◎

応答側機能 ◎ ○(*)

データ圧縮 ○ ○

転送管理機能 ファイル送信 ・受信基本機能 ◎ ◎

マルチファイル 転送 ◎ ○

代表名 によ るファイル読 出 し ◎ ○

ゼロ件データ転 送 ◎ ○

データ転送の強制中断 ◎ ○

運用管理機能 サイクル管理 ◎ ○

二重交換防止 ◎ ◎

転送許可時間 ◎ ○

送信 ・受信 ファイル状況確認 ◎ ○(*)

転送状態問い合せ ◎ ○

処理履歴管理 ○ ○

送信時の自動取上げ ○ ○

受信時のジョブ起動 ○ ○

転送終了後のファイル処理連動 ○ ○

端末からの制御 ○ ○

プライオリティ制 御 ○ ○

セキュリティ機 能 起動側識別 ◎ ◎

応答側識別 ◎ ◎

起動者の認証 ◎ ◎

アクセス制 御 ◎ ◎

セキュリテ佃 グ ○ ○

障害管理機能 ファイル成 立管 理 ◎ ◎

障害処理 ◎ ◎

再送処理 ◎ ◎

障害状態問い合せ ○ ○

【凡 例 】◎:必 須,○:オ プ シ ョ ン

(*):サ ポー トを原 則 とす る。(明 確 な ニ ー ズが 発 生 す るま で オ プ シ ョン扱 い)
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1.2F手1頂 の適 応 領域

(1)EDI規 約 と各手順 の規約 との関係

F手 順 と既存手順の規約上の関係を明確 にす るために、図1-2にF手 順及 び既存手順

(J手 順、全銀手順)規 約 のカバ ー範囲 と、EDI規 約、及びOSIレ イヤ との関係を示

す。

EDI規 約で のF手 順 と既存 手順 の違 いは、F手 順が業務運用規 約の一部 までカバ ー し

て いるのに対 し、既存手順の範 囲は情報伝達 規約のみを カバ ー してい る点 にあ る。

EDI規 約10SI参 照モデルlF手 順lJ手 順1全 銀手順

取引基本規約
規定対象外 規定対象外 規定対象外 規定対象外

業務運用規約

ア1リ縫 劉

規定無し
規定無し 規定無し

システム運用規約 〔 システム運用 〕

情報表現規約

1:デ ータ交換フ ォーマ ・ ト(CII鮮 等):…

情報伝達規約
r「

FTP

FTAM

「

制御電文

r「

ファイル制御電文7・アアリケーション層

ACSE

6.プ レゼンテーション 層

●

通信制御電文

5.セ ヲション 層

4.ト ランスポート 層

BSC手 順 BSC手 順
3.ネ ヲトワーク層

2.デ ータリンク層

1・物 理 層

注)全 銀 手順の通信制御電文 は機能分類す るとアレゼンテーション/セション層をカバーす る。

太線 内が各手順の規約範 囲を示す。

図1-2EDI規 約、OSIレ イヤ、F手 順、及 び既存手順 との関係
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(2)

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

製品のモデル化

EDI規 約 とベ ンダが提供 してい る各手順製 品を対応付 けると、以下の分類 がで きる。

① 単一型

EDI規 約 とは関係 な く、手順サポー トを単一の製品で実現す る。

② 規約遵守型

EDI規 約の レイヤ ごとに製品を提供 し、手順 サポー トを複数の製品の組み合 わせ

で実現す る。

③ 規約分割型

EDI規 約 の レイヤを さ らに細分化 した製 品を提供 し、手順サ ポー トを複数 の製品

の組み合 わせで実 現す る。

④ 規約複 合型

複数のEDI規 約を複合 して一つ の製 品を提供 して いるが、手順サ ポー トのために

は複数の製品の組み合わせで実現す る。

⑤ 組合せ型

②～④の組合せで手順サポー トを実現す る。

① 単一 型 ② 規約遵 守型 ③ 規約 分割 型 ④ 規約 複合 型

システム化対象外 レベル4シ ステム化対象外 レベル4レ ベル4シ ステム化対象外

レベル31品Cレ ベル3レ ベル3

レベル2製 品Dレ ベル2レ ベル2

製品Bレ ベル1製 品Eレ ベル1レ ベル1

図1-3EDI規 約 とF手 順製 品サポー ト範 囲の関係

ここで は製 品を一般化す るため、製 品数が単 数/複 数 にかかわ らず各手順のサ ポー トに

必要な製品群をF手 順製品、既存手順製 品 と呼ぶ。
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(3)製 品 のサ ポー ト範囲

既存手順製品の多 くは手順 サポー トの他 に、以下の機能を備えてい る。

一 情報表現機能(デ ータ フォーマ ッ トの実現)

一 システム運用機能

一 業務 アプ リケー ションとのイ ンタフェース

これ らの運用機能 も含めて各製品 とEDI規 約 との関係を、図1-2に 示 したEDI規

約 と各手順 との関係図の上に、各手順製品の カバー範囲を重ねた(網 掛 け部分)領 域 を図

1-4に 示す。

F手 順製品 と既存製品 との違 いは、F手 順で は業務運用規約の一部 までカバ ー してい る

ため、F手 順製品 は既存手順製品 より多 くの運用機能 をサ ポー トしてい ることで ある(既

存製品で はF手 順製 品 との機能差を業務 アプ リケー ション等で カバ ー している)。

EDI規 約10SI参 照モデルIF手 順IJ手 順1全 銀手順

取引基本規約 規定対象外 規定対象外 規定対象外 規定対象外

業務運用規約

アプリケーションプロセス

(規 定 無 し)

㌧
「 業 務 ア プ リケ ー ショ ン等 一、

:〕システ ム運用 11～
情報表現規約 ,、

iデ ー タ交 換 フ ォー マ ッ ト(CII標 準 等)i
、

情報伝達規約
'、

FTP

FTAM

'、

制御電文

'、

ファ挽制御電文7.ア アリケーション層

ACSE

6.プ レゼンテーション 層 通信制御電文

5.セ ヲション 層

4・ トランスポート層

BSC手 順 BSC手 順
3.ネ ットワーク層

2.デ ータリンク層

1.物 理 層
ト ∠ L∠ L」 ∠

注)網 掛 けは製品のカバー範囲を示す。

図1-4EDI規 約 とF手 順製品 との関係
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1.3導 入準備

(1)新 規 にF手 順を導入す る場合

F手 順 は標準プロフィル と縮小 プロフ ィルがあ り、 それ ぞれ のプロフィルでサポー トす

る機能には 「必須」項 目と 「オプ シ ョン」項 目が規定 されている。

F手 順製品を提供す るベ ンダにおいて は、F手 順で規定 されている機能 をサ ポー トす る

とともに、各ベ ンダ独 自の機能を追加 サ ポー トした製品を提供 す るなど、そのサ ポー トレ

ベル は異な った もの となる。

F手 順製 品のサ ポー トレベルの差の例を図1-3に 示すが、各ベ ンダは提供す るF手 順

製品 においては、F手 順 の機能サ ポー トレベルを明示す る ことにな って いる。

このため、新規 にF手 順 を導入す る場合 は、各ベ ンダのF手 順サ ポー トレベルを正確 に把

握す る ことがで きる。

F手 順製品(製 品A)

F手 順で規定 した機能

オプシ・ン ー

…

必須

追加機能

F手 順製品(製 品B)

F手 順で規定 した機能

オプション 必 須

追加機能

図1-3製 品提供範囲の差

更に、F手 順の論理的構造 は、FTP、UAPの2っ の構造 に分類されているが、製品

の提供形態 において は、図1-4の よ うに分類 され る。

① 全 てを パヲケージ 化 して 提 供 ② ユーザプログラムインタフェース と して提 供 ③FAIイ ンタフェース と して提 供

iユーザアログラム(オペレーション運 用 等)

エヒ・ヨ ンインタフ・弓(HI) i働 グフムi

仁 ザプ・グラムインタフ・コ(冊
i環境

設 定

ツール

戸 蜘グラ川
㌶轡理

環境

設定

ツ十
'4≠'"⑭'

転送

制御

情報

一
蹴
匝]

UApi
t

㊨"⑭"、'

転送

制御

情報

''''"→''"《

FTpi
,¶rrマrr弓rr?'

一

ユーザプログラム

iユーザプログラムi

iUAP

境

定

ル

環

設

ツ

工FAI i

晒
画

…転 送i

…制 御
i
…

情報i
-●"一 一 一 一'

[=・ ベンダ製品提繊 囲

図1-4製 品の提供形態
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このたδ6、新規 にF手 順を導入す るため には、以下に示す準備 を行 な うことが必要 とな

る。

①EDIに おける 「取 引基本規約 」,「 業務運用規約」,「 情報表現規約」の確定

o

② ベ ンダ製 品提供範囲の調査

↓

③ 利用す る機能の確定 とユーザ側で新規作成す るAP機 能 の確定

u

④ システム リソース(ハ ー ド、ソフ ト及び利用回線)の 確定

」

⑤ システ ム開発及び運用

特 にEDIと して、業界で規定 して いるルールがあ る場合 は、事前調査が必要 となる。

② 既存手順から移行する場合

既存手順によりデータ交換を行なっている場合、既存手順の製品提供範囲とF手 順提供

製品の範囲を比較することが必要となる。

このため、既存手順からの移行方法と留意事項にっいては、 「第6章 既存手順との関連」

で示すが、F手 順導入にあたっては前述の新規の導入時の留意事項と併せて検討する必要

がある。
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第2章 基本設定項 目と利用方法

2.1利 用企業間での取 り決め必要事項

F手 順によるファイル転送 システムを導入す るにあた って、利用企業間で取 り決 めておか

なければな らない項 目について、以下 に示す。

本節では、取 り決めが必要な項 目の説明を行い、2.2節 において取 り決めの方法や利用

事例を示す。

(1)FTAM環 境での取 り決め必要事項

表2-1、 及び図2-1に 、FTAM環 境で相 手 ごとに取 り決めが必要 な項 目を示す。

表2-1FTAM環 境での取 り決め必要事項

取り決め必要事項1説 明

①回線種別 お互 いにサ ポー ト可能 な回線種別を選択す る。

② プ レゼ ンテ ー シ ョ ンア ドレス

(PSAP)(*1)

お互 いのプ レゼ ンテー シ ョンア ドレスを情報交換す る

(通常 はメーカによ ってセ ッ トされ る。)

ネ ッ トワー クア ドレス

(NSAP)

お互 いのネ ッ トワー クア ドレスを情報交換 する。

トラ ンス ポー トセ レクタ

(Tセ レクタ)

お互 いの トラ ンスポー トセ レクタを情報交換す る。

セ シ ョ ンセ レクタ

(Sセ レクタ)

お互 いのセ シ ョンセ レクタを情報交換す る。

プ レゼ ンテー シ ョンセ レクタ

(Pセ レ クタ)

プ レゼ ンテー シ ョンセ レクタの使用 の有無を取 り決 め

る。使用す る場合 は、 お互 いのプ レゼ ンテーシ ョンセ

レクタを情報交換す る。

(*1)PSAP=NSAP+Tセ レクタ+Sセ レクタ+Pセ レクタ

企業B 企業A

F手

順
シ
ス
テ
ム

FTAM

〈

……① 回線種別 FTAM

〈
広 域 ネ ッ トワー ク

(ISDN,専 用 線等)
②ps活
NSAP

Tセレクタ

Sセレクタ

Pセ助 タ

/ ＼
②蕗AP
NSAP

Tセレクタ

Sセレクタ

Pセレクタ

F
手
順
シ
ス
テ
ム

図2-1FTAM環 境

(注)各 実装 において は、参考値 と して次のセ レクタ値を持つPSAPを 保持す ることを推

奨す る。

↑セ レクタ:20(Hex)

Sセ レクタ:20(Hex)

Pセ レクタ:使 用 しな い
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(2)相 手先 ごとの取 り決あ必要事項

表2-2にF手 順 における相手先 ごとに取 り決めが必要 な項 目を示す。

表2-2相 手先 ごとの取 り決め必要事項

取り決め必要事項1説 明

起動側/応 答側区分 自己側が起動側 として動作す るか、応答側 と して動作

す るか、 または、両方かを取 り決 める。

起動側識別子 起動側 システム利用者が、応答側 に通知す る。

詳 しくは、2.2節 参照の こと。

応答側識別子 応答側 システム利用者が、起動側 に通知す る。

詳 しくは、2.2節 参照の こと。

起動者パ スワー ド 応答側 システム利用者が、起動側 に通知す る。

詳 しくは、2.2節 参照の こと。

「サイ クル管理 」機能の使用の

有無

運用上 の必要性 を考慮 し、 「サ イクル管理」機能の使

用の有無 を取 り決 める。

詳 しくは、3.1節 参照の こと。

「代表名に よるフ ァイル読出 し

」機能の使用有 無

運用上 の必要性 を考慮 し、 「代表名 によるフ ァイル読

出 し」機能 の使用の有無を取 り決 める。

詳 しくは、3.2節 参照の こと。

「送信 ・受信 ファイル状況確認

」機能の使 用有無

運用上 の必要性 を考慮 し、 「送信 ・受信 フ ァイル状況

確認」機能の使用の有無 を取 り決 める。 また、本機能

を使用す る場合 はFTAM-3かINTAP-1か

どち らの ドキュメ ン ト型 を使用す るか も取 り決め る必

要があ る。詳 しくは、3.3節 参照の こと。

転送許可時間帯 システムの運用時間帯に対応 して、転送す る時間帯 を

取 り決める(本 機能を使用 しない、 またはサ ポー トし

て いない システムで は、24時 間転送許可 とな る)。

詳 しくは、3.4節 参照の こと。

ゼロ件データ転送指示 ゼ ロ件データの扱 いを正常 とす るか、異常 とす るかを

取 り決める。(送 信側において、本機能を使用 しない

または、 サポー トしていない システムで は、常に正常

転送 となる。)

詳 しくは、3.6節 参照の こと。
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(3)フ ァイル ごとの取 り決 め必要事項

表2-3に 、F手 順 における転送 ファイル ごとに取 り決 めが必要 な項 目を示す。

表2-3フ ァイル ごとの取 り決め必要事項

取り決め必要事項1説 明

ファイル名 フ ァイ ル名(フ ァイルID+サ イ クルID)を 取 り決

め る。(両 者同 じものを設定す る。)

送信/受 信区分 送信 フ ァイルであ るのか受信 ファイルで あるのかを取

り決め る。(両 者で逆になる。)

ドキ ュ メ ン ト型 ドキ ュ メ ン ト型(FTAM-3、INTAP-1、J

OUG-1)を 取 り決 め る。

レコー ド形 式 ・レコー ド長 JOOG-1、INTAP-1に おいて、 レコー ド形

式が固 定長 の場合 は レコー ド長、可変長 の場合 には最

大 レコー ド長 を取 り決 める。

フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワー ド 応答側 システム利用者が取 り決 め、起動側 に告知す る

送信/受 信 区分 にあわせて、読 み出 し/置 換のパ ス ワ

ー ドを設定す る。

詳 しくは、2.2節 参照の こと。

「サイ クル管理」機能の使用 の

有無

運用上 の必要性 を考慮 し、サイ クル管理機能の使用の

有無を取 り決め る。(相 手先 との取 り決 めに於 いて、

使用可能 な場合のみ有効)

詳 しくは、3.1節 参照の こと。

「代表名 によるファイル読出 し

」機能 の使用有無

運用上の必要性を考慮 し代表名 によるファイル読 出 し

機能の使用の有無を取 り決める。(相 手先 との取 り決

めにおいて使用可能な場合のみ有効)

詳 し くは、3.2節 参照の こと。

転送許可時間帯 発注 データの締 あ切 り時間帯 に対応 して、転 送す る時

間帯 を取 り決 める。(本 機能を使用 しない、また は、

サポー トしていない システムでは、24時 間転送許可

とな る。)

詳 しくは、3.4節 参 照の こと。

「強制二重交換処置」機能の使

用有無

運用 上の必要性 を考慮 し二重交換 防止用 フ ァイルで あ

るか、何度で も転送 してかまわない ファイルで あ るか

を取 り決あ る。

詳 しくは、3.5節 参照の こと。

ゼロ件デ ータ転送指示 ゼ ロ件 データの扱 いを正常 とす るか、異常 とす るかを

取 り決 める。(送 信側 において、本機能を使用 しない

または、サ ポー トして いないシステムで は、常に正常

転送 とな る。)

詳 しくは、3.6節 参照 の こと。
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2.2各 種識別子の決め方 と利用事例

(1)ア ドレス体系

F手 順におけ る、ネ ッ トワー クア ドレスの体系 は、全てOSIを ベースと してお り、そ

の取 り決めの詳細 は 「OSI実 装規約」 に規定 されて いる。

(注)「OSI実 装規約 」のア ドレス体系 について知 りたい場合 は、本書 の付録 「OSI

ア ドレス体 系概要」を参照 されたい。

F手 順 において は、ア ソシエ ーシ ョンを確立す る為の情報 と して、 プ レゼ ンテー シ ョン

ア ドレス(PSAP)を 使用 してお り、 その構成 は図2-2の 様 になってい る。
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図2-2プ レゼ ンテ ー シ ョ ンア ドレス の構 成

表2-4に 、 プ レゼ ンテ ー シ ョンア ドレスの構 成 要 素 とそ の説 明 を示 す 。

表2-4プ レゼ ンテ ー シ ョ ンア ドレス の 構 成

構成要素1説 明

ネ ッ トワー クア ドレス ネ ッ トワーク層の ア ドレスであ り以下 の形式が ある。

(NSAP) X.121形 式:DDX-Pに 対 応 した形 式

E.163形 式:電 話網 に対応 した形式

E.164形 式:ISDNに 対 応 した形 式

DCC形 式:任 意 のネ ッ トワークに対応 した形式

(ド メ イ ン名<JDI>の オ ブ ジ ェ ク ト

登録が必要で ある。)

トラ ンス ポ ー トセ レ クタ トラ ンス ポ ー トセ レクタ+ネ ッ トワ ー クア ドレスで 、

(Tセ レクタ) トラ ンス ポ ー ト層 の ア ドレス とな る。 使用 法 は ロー カ

ル事項 であ り各 システムの規定 に従 い取 り決あ る。

セ シ ョ ンセ レ クタ セ シ ョンセ レク タ+ト ラ ンス ポ ー トア ドレス で セ シ ョ

(Sセ レクタ) ン層のア ドレスとな る。使用法 はローカル事項であ り

各 システムの規定 に従い取 り決 める。

プ レゼ ンテ ー シ ョ ンセ レク タ プ レゼ ンテ ー シ ョ ンセ レクタ+セ シ ョ ンア ドレスで 、

(Pセ レクタ) プ レゼ ンテ ー シ ョ ン層 の ア ドレス とな る。 使 用 法 は 、

ローカル事項であ り各 システムの規定 に従 い取 り決め

る。 また 、特 に必 要 な けれ ば 、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ンセ

レクタを使用 しないこと も可能 であ る。

(注)各 実 装 にお いて は、 参 考 値 と して次 の セ レクタ値 を 持 つPSAPア ドレスを 保 持 す る

こ とを推 奨 す る。

Tセ レ クタ:20(Hex)

Sセ レ クタ:20(Hex)

Pセ レ クタ:使 用 しな い
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(2)ア クセスコン トロール

F手 順で は、セキ ュ リテ ィ機能 として、起動側識別子、応答側識別子、起動者パ スワー

ド、及び ファイル アクセ スパ スワー ドの送受信を行 うことを可能 と している。

以下 に上記4っ の使用方法 と、取 り決め方法 を示す。

① 起動側識別子 と応答側識別子

F手 順 における起動側識別子 と応 答側識別子 は、全銀手順 にお ける 「当方 セ ンタ確認

コー ド」 と 「相手セ ンタ確認 コー ド」 に相当す るものである。

全銀手順 において は、 「セ ンタ確認 コー ド」を一 意に識別す るため、公衆通信回線の

加入者番号 を使用す る ことを規定 して いるが、F手 順では、 自己の識別番号 と してオ ブ

ジェク ト識別 子を登録す る ことを推奨 してい る。 システム ごとにオ ブジェク ト識別子を

登録す ることによ り、相手が誰であ るか を一意に判断す ることがで きる。

F手 順で は、相手側 を識別す るた めに、各 々の システムで定義 した 自己側 の識別子 を

用い る。各利用者は、 自己側 の識別子 を取 り決め、通信相手 と、取 り決めた識別子 を情

報交換す る。 この識別子 は、 自己側が起動側 と して動作す る場合 は、起動側識別子 と し

て使用 され、 自己側が応答側 と して動作す る場合 は、応答側識別子 として相 手に通知す

るもので ある。

〔 企業A〕 〔 企 業B〕

自己側の識別子:A自 己側 の識別子:B

F手 順 システムF手 順 システム

起動側 と して動作す る湯 口 応答側 と して動 作す る場合

起動側識別子A(送 信用)相 手側の識別 子A(チ ェック用)

相手側の識別子B(チ ェヲク用)応 答側識別子B(送 信用)

応答側 と して動作す る湯 口

相手側の識別子B(チ ェヲク用)

応答側識別子A(送 信用)

起動側 として動作す る場合

起動側識別子B(送 信用)

相 手側 の識別子A(チ ェヲク用)

図2-3起 動側識別子 と応答側識別子 の送信

起動側識別子、応答側識別子 にオ ブ ジェク ト識別子を使用す る場合、割 り当て られた

番号 に、区切 りと して ピ リオ ドを使用 し、相手 に送信す る。

例)登 録値tt123922003"(送 信値1.2.392.2003.)

なお、起動側識別子、応答側識別子 の長 さは共 に、32オ クテ ッ ト以 内 とす る。

② 起動者パ スワー ド(MAX8オ クテ ッ ト)

起動側 システ ムか らの不 正な転送 を防止す るため、 アソシエー シ ョン確立時 に、起

動側か ら応答側へ起動者パス ワー ドを送信 す る。値 は利用企業間で 自由に取 り決 める。

③ ファイル アクセスパ ス ワー ド(MAX8オ クテ ッ ト)

起動側 システムか らの不正な ファイルア クセスを防止す るたto、 ファイル選択 時に、

起動側か ら応答側ヘ フ ァイルア クセ スパ スワー ドを送信す る。

フ ァイルア クセ スパ スワー ドには、読出 し用、置換用 の2種 類があ り、起動側が相手

フ ァイルの読 出 しを行 いた い場合は読 出 し用パス ワー ドを、置換を行 いたい場合 は置換

用パ スワー ドを送信す る。値 は利用企業間で各 ファイル ごとに自由に取 り決め る。
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(3)ネ ッ トワーク構成 の定義方法

ネッ トワーク定義に関するPSAPと 自己 コー ド、相手先 コー ドの関係、及 び関連する定義要素

を図2-4に 示 し、定義方法を説明する。なお、図2-4に 示すシステム環境 は、相手ホス トは一

箇所 とし、相手先 は相手ホス トに二つある場合を示す。

ホ ス ト1

図2-4ユ ーザシステム間接続のネットワーク構成定義例

上記形態でのホス ト1上 の定義例 は下図の様になる。ホス ト1か ら見た名称を付ける。

自己ホス ト(叔ト1)ホ ス ト2

また、ホス ト2で の定義例は下図の様になる。ホス ト2か ら見た名称を付ける。

ホス ト1自 己ホス ト(ホスト2)

酔壌 畷 相i諭+
○ ◇

自蹴 ＼
◆ ●

噺 読 相蔽i+
◆ ●

上記の様にPSAPに 対 し、 自己コー ド、相手先 コー ドの値を意味の分か り易い表現で定義する

ことが可能である。

また、ホス ト1及 びホス ト2で 同 じPSAPで も各々のホス トの立場で自己コー ド、相手先コー ド

に対 し、名称を自由に付ければ良い。 この例の他に、 「自己コー ド、相手先 コー ドのPSAPを そ

のまま用いる方法」もある。
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【VAN利 用の定義例 】

VANを 介 したネッ トワーク接続を図2-5に 示す。 しか し、この図上での真の相手先ホス トは

、ホス ト1の 利用者か ら、直接見えるものではな く、定義上 も意識する必要がない。ホス ト1で

は、VANと の間でデータを送受信すれば良 く、定義 もその範囲内で行えば良い。

更に、真の相手先(ホ ス ト2)へ のデータ送受信はVANの サービスに委ねれば良い。

ホス ト1

自 己 コード

麗

VANシ ステム

己 特,解el

NSAP4一 ホス ト2

F㎜FIP

㎜.憂の欝 霞

⊥9鶏
∈〕

真の相手先ホス ト

図2-5VAN利 用の ネ ッ トワー ク構成定 義例

上記、VANへ の接続においては、下図の様に自己ホス トとVANの 間のみ、自己コー ドと相

手先 コー ドを定義すれば良い。

自己ホス ト(ホ ス ト1)VAN

PSAP-1
翻
◇

蹴2埠 縫ボ
◆ ●○

輻i二{

一14一



(4)ネ ットワーク構成定義 と起動側 ・応答側識別子の関係

起動側識別子と応答側識別子が、転送開始時の認証動作を もとにFTPで どの様に使われるかを

述べ る。

(a)起 動側 ・応答側識別子の利用方法

自己側が起動側の場合、及び自己側が応答側のそれぞれの場合 について、起動側 ・応答側識別

子の利用方法を表2-5に 示す。

表2-5起 動側 ・応答側識別子の利用方法

自己側区分 識別子区分 利 用 方 法

自己側が起動側 起動側識別子 起動側識別子 として相手先に送 る.

応答側識別子 相手先から返される応答側識別子との比較に使 う.

自己側が応答側 起動側識別子 相手先から返される起動側識別子との比較に使 う.

応答側識別子 応答側識別子 として相手先に返送される.

(b)動 作説明

起動側識別子 と応答識別子の具体的利用動作の例を図2-6に 示す。

ホス トぷ
、

ホ ス ト2

r

咀 ＼

1
PSAP-1

/
肥

＼

相手先㌍ド

●o

l

脚

/、
㎜

醐
ネ ッ ト

/＼
㎜

「

v
醐

②受取った起動側

起動側識別子 )ワ ーク 〆

＼ ノ
①

＼ ノ

, 識別子 とホス ト

を識別するI

Dを 比較 し、正

しければ、応答

側識別子を返却

ノ

④ホス ト2

を識別する

IDと 比較

人 ノ

`

`

ノ

⑤

データ転送 ＼

人

,

図2-6起 動側識別子 と応答側識別子の利用動作の例

① ホス ト1よ り起動側一起動側識別子をホス ト2へ 送る。

② ホス ト2で は、接続要求を行 ってきたホス トが、果た して接続 して良い相手か どうか識別す

るために、受 け取った起動側識別子を、ホス ト2の 中に持つホス ト1を 識別す るID(応 答側

一起動側識別子)と 比較する。(ホ ス ト2に おいては、ホス ト1を 識別するIDと 、 ネッ トワ
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一 ク定義で定義 したホス ト1を 示す相手先 コー ドの値を同 じに しているのが望 ましい。)

③ ホス ト2で は上記の比較が正 しければ、ホス ト2を 表す応答側 一応答側識別子をホス ト1へ

返却する。

④ ホス ト1で も、接続要求を行 った相手が適当か どうか確認するため、返却 された応答側識別

子をホス ト1の 中に持つホス ト2を 識別するID(起 動側一応答側識別子)と 比較する。(ホ

ス ト1に おいても、ホス ト2を 識別す るIDと ネットワー ク定義で定義 したホス ト2を 示す相

手先 コー ドの値を同 じにして用いることが望 ましい。)

⑤ 上記の識別子の相互比較が正 しければ、情報の転送を開始す る。

(c)定 義の簡便化(暫 定措置)

ホス ト1を 起動側 とした場合、 自己コー ド二起動側 一起動側識別子、相手先コー ド二起動側 一

応答側識別子 とする。 また、応答側であるホス ト2に おいて も、 自己コー ド=応 答側一応答側

識別子、相手先 コー ド=応 答側 一起動側識別子 と設定す ることにより、定義情報の命名を簡便

化できる。
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第3章 代表的な機能の利用方法

F手 順ではFAI仕 様 までが標準化の範囲である。 ここでは、利用者がFAIを 用いて、FT

Pを ア クセスする際の運用方法を、代表的な機能について説明す る。

3.1サ イクル管理

以下に、サイ クル管理機能の利用 目的及び具体的利用方法を述べる。

(1)利 用目的

同 じ種類の複数のファイルを扱 う場合、サイクル管理は以下の機能を利用す る時に有効で

ある。

① 同一種別ファイルの送信 または受信の順序性のチ ェック

② 二重交換の防止

③ 再送処理における再送 ファイルの識別

④ 代表名 によるファイル読出 し

この中で、サイクルIDに 因われない 「代表名によるファイル読出 し」は、特にサイ クル

管理対象の ファイルを運用する上でより効果的な機能である。この機能を利用する事で、起

動側ではサイ クルIDを 指定 しなくて済むわけで、起動側の利用者か らみれば、相手の状況

の確認無 しに必要なファイルが取 り出せる。

② サイ クルIDの リセ ッ ト

・原則的には、始業時にサイクルIDを 「0001」 に リセッ トしてお く。

・連続稼動運用等の場合は、取引先 との取 り決めで、運用開始時刻の都度サイクルIDを

事前に リセ ットしてお く必要がある。

・サイクルIDが 「9999」 を越える時 も、サイ クルIDの リセ ッ トが必要である。

【補 足】FAIの インタフェース名と機能概要を下表に示す。

分 類 イ ンタフェース名 機 能 概 要

転送明 麗 ス

相手先情報アクセ
ス 聾 野 望 変る管理情報を更新する為の

ファイル情報
アクセス 鷺 観 膓磐 甥 要る管理鰍 を更新す

転送要求情報アクセス
麟 難 籔 子乏彩 多多くZ要る為の管

要求発行

転送開始要求 罐㌶鷺択濃錫簾菱翼翼㌶彩
タ フ エ ー ス

転送キャンセル 要求 した転送をキ ャンセルするイ ンタフェ
ース

フ・イル齢 合
わせ 齢 勤 警 移 動 警 吏/蓄積状況を

ファイル状況通知
闘 磐 聾 多芸 忽 準備/翻 状況を

転送状闘
い合わせ 認騨ε酷獣驚菊勢:嘆 信

処理結果取得 処理結果取得 「要求発行」の結果を取得す るイ ンタフェ
ース

状態セ ット 転送状態セ ット ファイルの 「転送状態管理情報」を設定す
るインタフェース

一17一



(3)サ イ クルIDの 採番

・基本 的には、送信側 の利 用者 が、 同一種 別 の フ ァイルを作成 す る毎 に、 サ イ クルIDを

「0001」 か ら昇 順の連番 で採 番す る。 そ して、 その採 番 されたサ イ クルIDの 順 に フ

ァイル を送信 してい く運用 が一 般的 であ る。

・サイ クルIDの 採 番の具体 的な方法 は、FAIの 「フ ァイル情報 ア クセ ス」を用い て、サ

イ クルIDと 実 フ ァイル名 との対応付 けを行 う ことで ある。

・但 し、実装 に よって は、利 用者が直接 サ イ クルIDを 採番 す るので はな く、 「F手 順 プロ

セ ス」 としてのUAPが 実 フ ァイル とサ イ クルIDと の対 応付 けを、サ イ クルIDの 自動

採番機能 と して提供す る製品 も考 え られ る。 こう した製 品で は、転 送 フ ァイ ル毎 に フ ァイ

ルサ イ クル ・カウ ンタを持 ち、 ファイ ルの転送 が終了 す るこ とに、 カウ ン トア ップ してい

く。利 用者 はフ ァイルを用意す るだ けで よい。

・サ イ クルIDの 自動 採番の事例 を図3-1に 示 す。

時刻

9:00

11:00

13:00

9時 の発注①
データを登録

11時 の発注⑤
データを登録

13時の発注⑨
データを登録

UAP

ユ ーザ ・フ ァ イ ル

ABC発 生
ファイル

FTP
起動側i応 答側

i

③データの転送

FTP

1送 信 フ,イ ル
受 信 フ了イル

`

②ファイル転送要求 ===) ζ==⊃

フ了イルID
ニFL1

サイクルID
ニ ㎜1

鞠一__一 ■■づ

ファイルID

=Hユ

サィクルID
=㎜1

一_一 φ

〉

⑥ ファイル転 送

/

データの蓄積④

一

…

i

⑦データの転 送要求 ζ==) ζ=⊃

ファイルID

=FL1

サイクルID
=0002

一__■ 〆

ファイルID

ニm

サイクルID
=㎜2

、一一__■ 頃〆

≧

データの蓄 積⑧

i
,

⑪データの転送

≧

⑩ ファイル

転 送要 求 ζ三 ⊃ ζ===∋

フ了イルID
=FLl

サイクルID
=〔 】003

一__一

ファイルID

ニHユ

サイクルID

=〔 ㎜

」一 ■___■ 〆

一

〉

一

データの蓄積⑫

一

う

図3-1サ イ クルID自 動採番の事例

【 特記事項:ゼ ロ件 デー タの発生 とサ イ クルIDの カ ウ ン トア ップ 】

ゼ ロ件 デ ータが発生 した場合 、サ イ クルIDの カウ ン トア ップは、 ゼ ロ件 デ ー タ転送

を`正 常 と扱 う'か`異 常 と扱 う'か に より、次 の処理 とす る ことを基 本 とす る。

・正常扱 い とす る場 合;サ イ クルIDを カ ウ ン トア ップす る。

・異常扱 い とす る場合;サ イ クルIDを カ ウ ン トア ップ しない。
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(4)利 用方法

推奨 したい使用法を利用事例を用いて以下に説明する。

■ 利用事例一1

同一ー一一・・種別のデータを起動側か らファイルの作成順に送信する事例を図3-2に 示す。

① 起動側 ・応答側双方で、FAIの 「ファイル情報アクセス」により、使用す るサイクル

ID毎 に実 ファイル名を対応させて、ファイル情報を事前に登録 してお く。

② 起動側 は、サイクルIDrOOO1」 か ら昇順の連番で、フ ァイルを作成す る度に 「状

態セ ッ ト」で 「データ格納済状態」にセ ッ トしていく。応答側では予め、使用するサイク

ルIDに 対応す るファイルは 「状態セ ット」により、 「受信準備完了状態」に してお く。

③ 起動側か らファイルが作成され る毎に、 「転送開始要求」でサイクルIDの 昇順に送信

してい く。

④ 応答側では、 「結果取得」により 「転送開始イベ ン ト」を受け、サイクルIDが 昇順で

連番であるか、チェックする事が望ましい。

⑤ 応答側で、サイクルIDの 順序性に異常(重 複 ・戻 り ・飛 び)が あ った場合、重複にっ

いては 「二重転送」ということで、FTPに より防止がかか る。戻 り ・飛 びにっいてはF

TPだ けでは判断できない為、転送終了後相手先 と連絡を取 り、原因が判明 した後、手動

処理で転送前の状態に戻す必要がある。

ユ ー ザ ・フ ァイ ル

起 動 側

FLI-0001送 信 済

FL1-0002未 送 信i=:

FL1-0089未 送 信

1期 目管理フ・イル1

⇒

サイクルID=0002

ユ ー ザ ・フ ァ イ ル

'::二:

…

i

…

…

…
、

応 答側

FL1-0001受 信済

::lFLI-0002未 受 信

FLI-0089未 受 信

＼FTPUAP

1… ⊃

、1… ..,_

＼i

①サイクルID採番
一 ≡ ≡ 一 一 一 一 ー ー

サイクルIDチ
ェヲク

②状態セヲト

転送開始 イベント
・

,

l

l

l

l

l

l

`

⑤繍
,,ト

`

　

1転送制縮 副1ma管 理フ・イル1

図3-2サ イクル管理に関する利用事例一1
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■ 利用事例一2

サイクル管理機能を利用 して、ニュースや市況及び相場情報等、刻々更新される情報に対 し

て、常に最新のファイルを読出す例を図3-3に 示す。

① 起動側 ・応答側双方でFAIの 「ファイル情報ア クセス」により、使用するサイクルI

D毎 に実 ファイル名を対応 させて、ファイル情報を事前 に登録 してお く。但 し、応答側で

は一つの実ファイルを利用 し、データが発生するその都度、内容を更新することにより、

実ファイルの重複利用を行 うことも可能 である。

② 起動側では、予め使用するサイ クルIDに 対応す る実 ファイルを用意 しておき、 「状態

セッ ト」により、 「受信準備完了状態」にす る。

③ 応答側では、データが発生する毎に実 ファイルの内容を更新する。その都度、 「状態セ

ット」により、未送信 ファイルの内曇 も値の小さいサイ クルIDの ファイルの状態を 「デ

ータ格納済状態」にセ ットす る。既に 「データ格納済状態」であれば、 「初期状態」に戻

し実 ファイルの内容を更新 した後、 「データ格納済状態」とする。

④ 起動側か らは、 「転送開始」により昇順の連番でサイクルIDを 指定 し、常に最新のフ

ァイルを読み出すことが可能 となる。

ユ ーザ ファイ ル

起動側

FU-0001受 信済

F【A-{M2初 期 状態 ぐ一

↓一 」

1受 信準備完了 】

m-0099未 受信

⇔

サイクルID
=0002

,

UAPFTPL,_ 一

①サイクルID採番
一"一 ・

②状 態セット
一

④転送開始

一 一

「'…

i

--i≡

ユ ーザ ファイル

応答側

m-CO[n送 信済

m-ooa2初 期状態

↓一」

[デ ータ格納 済]

FU-{〕099未 送信

実 フ ァイル

相場 ファイル
0001

相場ファイル
0002

相場 フ了イル
0099

サイクルID
=〔 〕002

麹

【受信準備完了]

、
＼FTPUAP
、

'

① サイクルID探春
会 ≡ 一"一 合 一

≡ 一 ー ー 一 一"・ 一 →'

③ 状態 セット

、
、

一_1

「'

i
i

i
:

期 日管理ファイル

転送制御情報

1醗 ㍊]L繍 罐 控 ヂタ㈱ 済】

転送制御情報
期 日管理 ファイル

図3-3サ イ クル管理に関する利用事例 一2
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3.2代 表名 に よる フ ァイル読 出 し

(1)利 用 目的

サイ クル管理 を使 用 して い るフ ァイル につ いて、サ イ クルIDを 指 定す る こ とな く、サイ クル

IDの 昇順 にデー タ交換 を可 能 とす る。

(2)利 用方法

■ 利 用事 例

同一種 別の デー タ ・ファイルを時 系列 に読 み 出す例 を図3-4に 示 す。

① 起動 側 ・応 答側 共 に、FAIの 「ファイ ル情報 ア クセ ス」 によ り 「代 表名 に よる フ ァイル

読 出 し」が可 能 な ファイルで あ る ことを事 前 に登録す る。

② 起動 側 では、 あ らか じめサ イ クルIDに 対応 す る実 フ ァイル を用意 して お き、 「状態セ ッ

ト」 によ り、 各 ファイルの状 態 を、 「受信 準備 完了状態 」 とす る。応 答 側で は、 デー タが

発 生す る毎 に フ ァイルを作成 す る。 その都 度、 「状態 セ ッ ト」 によ り、 フ ァイルの状態 を

「デ ー タ格納 済状 態」 に して い く。

③ 起動 側 はサ イ クルIDr****」 で 「転 送開始 要求」 を実行 す る。 そ の度 に応 答側 は、

未 送信 フ ァイル の内、サ イ クルIDの 最 も値 の小 さい フ ァイル を、1っ 送信 して い く。

④ 起動 側 は、 「結 果取得 」 によ り、転送 終了 イベ ン ト受信 後、受 信 した フ ァイルのサ イ クル

IDに 対応 す る実 ファイルか らデ ー タを読 み 出す 。

ユーザ フ ァイル

起動側

FL1-0001受 信 済

FL1-0002初 期 状態 ぐ一

↓■
【受 信準備 完了 】

FL1-0099未 受 信

←

サイクルID
ニ0002

l

UAP① 代 表名読 出 しFTB一 -一 一 一 ≡

一

&サ イクルID採番

一 一 一 一 一

一

≡ 一 一 ≡ 一

〉

② 状 態 セ・ト 「一

③転送開始

〉 一 一

i
--i

'← 一 ー 一

〉

④転送終了イベント
く

ユ ーザ フ ァイル

応答側

FLI-0001送 信 済

FL1-0002初 期 状態

↓一
[データ格 納済]

FL1-0099未 送 信

実 フ ァイル

為替情報
0001

為替情報
0002

為替情報
0099

サイクルID
=****

麹

【受信準備完了 】

、

＼FTP① 代表名読 出 しUAP
、

&サ イクルID採番

≡

、

、

、

...一.」

② 状態セツ}
一,一 層 一

1

期 日管理 ファイル
転送制御情報

[データ格納 済 】

転送制御情報
期 日管理 ファイル

図3-4代 表名によるフ ァイル読出しの利用事例
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3.3送 信 ・受信 ファイル状況確認

(1)利 用 目的

事前に取 引相手 と、通知あるいは問い合わせにより、送信 ファイル ・受信 ファイルの準備状

況を確認する。

② 利用方法

「送信 ・受信 ファイル状況確認」を利用する際の使用法にっいて、VANセ ンタでの受発注

データの蓄積交換処理の利用事例を図3-5に 示す。

①VANセ ンタでは各店舗 ・端末か らの発注伝票を受信 し、各 メーカ宛発注伝票に仕訳する。

②VANセ ンタか ら、各メーカ ・ホス トに対 し発注伝票ファイルの送信の準備がで きたこと

を通知す る。(利 用事例一1に使用法説明)

③ メーカ ・ホス トはVANセ ンタか ら発注伝票 ファイルを読み出 し、受注処理を行 う。

④VANセ ンターは各メーカ ・ホス トか らの注文請書を受信 し、各店舗宛注文請書に仕訳す

る。

⑤ 店舗 ・端末では、あ らか じめ決められた時間が くると、VANセ ンターに対 し注文請書の

送信準備がで きているかを問い合わせ る。(利 用事例一2に使用法説 明)

⑥ 注文請書の準備ができていることを確認で きた ら、店舗 ・端末か ら注文請書を読み出す。

鐡 団

○
送受信
ファイル

ー

①発注伝票 ○
送受信
ファイル

ー

③発注伝票
≧

○
送受信
ファイル

＼ ノ

〉

⑥注文請書 ④注文請書
く く

ファイル

状 況通

信 ファイル く

⑤ ファイル準 備
状 況問 い合 わせ

【利 用事例一2】

ファイル

状 況通

信 ファイル ② ファイル準備
状況通知

【利 用事例一1】

ファイル

状 況通

信 ファイル

図3-5受 発注VANで の受発注データの蓄積交換処理
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■ 利用事例 一1

ファイル準備状況通知に関する利用事例を図3-6に 示す。

VANセ ンタでは、各店舗か らの発注伝票をメーカ別の発注伝票 ファイルとして作成 し終

えると、各 メーカに対 しファイルが完成 したことを通知する。各 メーカは作成 された発注伝

票 ファイルを読み出す。

① 送信 ファイルが作成できた旨をメーカに通知す る。

(a)VANセ ンタでは 「ファイル状況通信 ファイル」に、状況を通知す る発注伝票ファイ

ルのファイル名 と状態(「 データ格納済み」)を 書 き込む。

(b)VANセ ンタより、 「要求発行」によりファイル状況通知要求を行い、 「ファイル状

況通信ファイル」を送信する。

② メーカでは通知を受け取 ると、受信する準備を整え、 「要求発行」により転送開始要求

を発行 し、発注伝票ファイルを読み出す。

メーカホス ト VANセ ンタ

フ了イル準備状況通知

UAP

②転送開始
要求

通知
∈

FTP FTP UApI

①(a)ファイル名 ・…
+「データ格 納 済 」

①(b)ファイル状 況

通 知 要 求

一 ー ー ー ー 一 ・.

(フ了イル転送)
転送開始要求

一 宇 一"一 ー 一 一 ∈

∋

ファイル転送

一

データ
格納

、/
/ /

(ψ) (、 ') ( 一 一ン
ファイル
状況
通信

≡

受信
フ了イル

ー

発注
伝票
ファイル

ー

込 一

フ了イル

状況

通信

＼ロイルノ

図3-6フ ァイル準備状況通知に関する利用事例
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■ 利用事例 一2

端末 システムが発注側の時、発注後に端末側か ら発注済 ファイルに対す る注文請書ファ

イルが作成 されているかを確認する事例 を図3-7に 示す。

① あらか じめ決められた運用時間帯に、端末側か らVANセ ンタに対 して、注文請書 フ

ァイルが作成されているかを確認する。

(a)端 末側で、 「ファイル状況通信 ファイル」に問い合わせ要求(確 認 したい注文請書

ファイル のファイル名)を書 き込む。

(b)端 末側から 「要求発行」により、フ ァイル準備状況問い合わせ要求を行い、 「ファ

イル状況通信 ファイル」を送信する。

(c)VANセ ンタ側では、問い合わせのあったファイルの状態を 「ファイル状況通信 フ

ァイル」に書き込む。

(d)一 定時間経過後、端末側か ら、再度 「要求発行」によりファイル準備状況問い合わ

せ応答要求を行い 「ファイル状況通信 ファイル」を受信す る。

②VANセ ンタ内の 「注文請書」作成処理を実行後、データを 「注文請書ファイル」に

格納 し、 「ファイル状況通信 ファイル」の 「状態」を 「データ格納済」に設定する。

③VANセ ンタ側の送信 ファイルの準備状況を確認後、端末側の方か ら作成済みの 「注

文請書 ファイル」を読み出す。

店 舗(端 末) VANセ ンタ

ファイル

準備状況問い合わせ

1

UAP

①(a)問い合わせ
… 要求設定

①(b)ファイル準備状
況問い合わ
せ要求

①(d)ファイル準備状
況応答要求

③転送開始要求

通知

FTP FTP

-一 一 一 ≡ 一 一 ≡ ≡ ≡

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

通知

UAP

①(c)フ ァイル状 況

格 納

L,,_

② 注文請書

作成処理 、

≧

≧

一 ≡ ≡ 一 ≡ ≡ ≡

一 一 ← 一 一 一 ・ －A

≡ ≡ 一 一 一 一 一 一 ≡ 一

フ了イル準備状況応答要求

〉

、

、
、

、

、
、

、
、

、

、
、

、

、

応 答

転送開始要求 データ

格納
ファイル転送

一' 、

、

、

メ 態更新

/
"

,''

㌔＼
、/

'、"、"'
-,
、 、
A 、 ∠ぬノ へ〆 ＼

''6長
`

'ζさ

ファイル
状況
通信

≡

(Ψ=)

受信
ファイル

ー

( 一 一

注文
請書
フ了イル

ー

ノ を ノ

ファイル
状況
通信
≡

図3-7フ ァイル準備状況問い合わせに関す る利用事例

㈲ 注意事項

① 事前 に 「ファイル状況通信ファイル」を準備 してお く。その際、 「ファイル状況通信

ファイル」のファイル情報 と、転送制御情報(登 録方式の場合)も 同時に登録 してお く

必要がある。

② 「ファイル状況通信 ファイル」は、相手先毎に1つ 準備すればよい。
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3.4転 送許可 時間

(1)利 用 目的

転送の運用 時間帯を管理 したい場合 に用 いる。

(2)利 用方法

F手 順 では、 「転送許可時 間」を転送制御情報 の 「相手先情報」 と 「フ ァイル情報」 に

定義す ることによ り、 ファイル転送の運用時間帯 を管理す ることが 出来 る。

なお、転送許可 時間は各情報 の転送開始時刻、転送終了時刻にて定義す る。 この転送 開始

時刻 と転送終 了時刻 は午前ゼ ロ時をまたが って定義す ることもできる。

(例:転 送 開始 時刻=18:00,転 送終了時刻==7:00)

但 し、24時 間を越えた間隔 の定義は出来 ない。

この定義は、各ユーザの運用 において は相手先単位 の設定か、 フ ァイル単位の設定 のど

ち らか一方 を利 用 した方が、運用上分か り易 い。 しか し、相手先単位 とフ ァイル単位の両

方の制約 を与え た運用が した い場合 は、両方を設定す る必要が ある。

この両方 の制約 を与えた場合の関係を図3-8に 示 し、以下 に説明す る。

経 過 時 間 →

068121824

1}

相手先での定義
1 : : 1
1 】

ファイルAの定 義 園
ファイルBの定 義 園

1

ファイルCの定 義 口
ファイルDの定 義 …

ii ii 薗
ii ii

・1,

iiilii

図3-8転 送許可時間の設定 と転送可能時間帯

相手先の転送許可時間帯が8時 か ら18時 まで設定 されてい る場合、ファイルA及 びファイルB

について は、問題無 く転送が実行 され る。ファイルCに 関 して は、6時 か ら8時 までの転送 は

行われ ない。

また、ファイルDに 関 しては、18時 まで に転送が開始 出来 ない場合 は転送 は行われない。 し

か し、18時 前 に転送が始 ま っている場合 は、その転送が中断され ることはない。

マルチ ファイル転送を行 う場合、全ての ファイルが転送可能か どうか、転送開始前 に判

定す ることは、一般的 には難 しい。 フ ァイル転送 開始時間が 、相手先の許可時間内の場合

は、転送 を開始 し、終了時刻を過 ぎた場合 は、次の フ ァイルの転送には入 らない こととす

る。
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3.5強 制二重交換処置

(1)利 用 目的

強制二重交換処 置とは、通常二重交換防止機能を利用 した運用を行 って いるシステムに

於 いて、 もし受信 したデ ータが何 らかの理 由により、消失 して しま った場合、再度 ファイ

ルを受信 し直す ための手順 ・方法 をい う。従 って、 この二重交換処置 は、接続 された両 シ

ステム上のF手 順が 自動的 に処理す るものではな く、人間が判 断 し、人手が介在 して行 う

処置を含んでい る。

(2)利 用方法

強制二重交換処置の具体的実行手順の例を図3-9に 示す。

① 再送の必要性が発生 した システムサイ ドよ り、相手先 に二重交換処 置が必要の 旨の連

絡 を電話 などで入 れる。

② 双方 システムは、F手 順環境設定 ツール、あるいはFAIの 「状態セ ッ トイ ンタフェ

ース」 などを利用 して、両 システ ムの転送状態 を 「転送未完」の状態 に設定す る。

③ 送信側 は相手側の準備が完了 した ことを確認の上、再度該当 フ ァイルの再送を開始す

る。

④ ファイル受信が完了 した後、受信側 か ら電話 などにより正常 に受信 出来た ことを連絡

す る。

起動側送信 応答側受信

一回 目の転送

(正常終 了)

再 送 可 否チェック 呑

転送制御情報 リセ ッ ト

2回 目の転送

(正常終了)

転送確認 呑

→ F

T

P

転 送

F

T

P

→ →

/

F

T

A

M

転 送

/

F

T

A

M

〈

セ ッ ト

→

転送制

→ デー

一

図
ファイル

障害発生

智 再送要求

転送制御情報リセット

データ格納完了

容受信完了通知

図3-9強 制二重交換処置手順
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3.6ゼ ロ件 データ転送

(1)利 用 目的

送信側 において は、データがゼ ロ件の場合、正常転送で あるのか、異常転送で あるのか

を相手 に伝 える為 に用い る。受信側 においては、ゼ ロ件の ため異常転送であ ることが通知

された場 合、再度受信をお こな うなどの後処理に利用す る ことがで きる。

② 利用方 法

F手 順で はゼ ロ件デー タ転送指示 に関 して、送信側 においてゼ ロ件 の場合、正常転送 に

す るか、異常転送 にす るかを、相手先単位 とフ ァイル単位 に定 義す ることがで きる。

この定義 において、相手先単位 とファイル単位の両方 を定 義 した場 合は、 ファイル単位 の

定義が有効 とな る。

送信 したデ ータが ゼロ件の ため異常転送 とする場合、送 信側 か ら特定のエ ラーコー ドが受

信側 に通知 され、その コー ドを メ ッセー ジとして表示 した り、 また はイベ ン ト情報の中に

入 れ ることにより、異常転送であ ることをUAPに 認識 させ ることがで きる。

■ 利用事例

〔応答側送信時、本当にデータが無いのか、準備がで きていな いのかを判別する方法の例〕

毎 日同 じ時刻 にチ ェー ンス トアか ら発注 データを受信 して いる運用 において、時々、デ

ータが無 いケースがあ り、 この場合、本当に発注 デー タがな いのか、セ ンターの処理 が遅

れてい るのか判断 に困 り電話で問 い合わせを行 うことがあ る。

F手 順 では、 このよ うな場合 に応 じて、電話で確認す ることな く、デ ータが ないのか、

データの準備がで きていないのかを、以下のよ うに して判別す る ことがで きる。

送信側 の事前準備:通 常 、ゼ ロ件デ ータは、異常転送 とす るよ うに設定 し、発注デー タの

ファイルは、転送終了後には、 ク リアす る。

① 発注データが有 る場合

発注データが発生 すれば、発注 データのファイル に格納 し、受信側がデータを取 りに

来 るのを待つ。 この場合、データはゼ ロ件でないので、転送 は正常終了す る。

② 発注データが無い場合

発注データが無 い場合、ゼ ロ件 データを正常転送 とす るよ うに設定 を変更する。

この場合、データはゼ ロ件で はあ るが、転送 は正常終了 し、受信側 では、今 日はデータ

が無 いと判断す る。

③ 発注デ ータは有 るが転送時刻までに準備がで きなか った場合

発注 データの ファイルは、ゼ ロ件であ り、受信側が取 りに来て も、転送 は異常終 了す

る。 この場合、受信側 では再度受信 をおこなうよう運用 を定 めておけば、データ発生 ま

で、何度か処理す る ことによ り、未準備の状態を回避す ることがで きる。

データ準備遅延時の処理(リ トライ)を 図3-10に 示す。

』
一回 目の転送

(異常終了)

2回 目の転送

(正常転送)

o－
ゼロ件 データ

〔〕一
データ有 り

F

T

P

(エラーコード)

F

T

P

図3-10

応xl送t「 一

一〔〕
←ゼロ件データ(未 準備状態)

一〇 一 ー一 己 コ

データ格納完了

データ準備遅延時の処 理
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第4章 データフ ォーマ ッ ト

F手 順で は、転送制御情報を用 いて、AP(ア プ リケーシ ョン、またはユーザプ ログラ

ム)と のイ ンタフェース情報を集約す ることによ り、APに 係わ るデータフ ォーマ ッ トと

データ交換 プロセスに必要 な情報に係わ るフォーマ ッ トを、可能な限 り独立 させてい る。

従 って、 データ交換 プ ロセス側の都合 によ るデー タフォーマ ッ ト上 の制限 は、原則 と し

てない。結果的 に、F手 順 は、様々なデータフォーマ ッ トのデータ転送に適用で きる汎用

的な手順にな って いる。

しか しなが ら、ユーザが 自由なデータフ ォー マ ッ トと組み合わせてF手 順 を活用す る こ

とになれば、F手 順 によ る相互接続性 の向上 は可能で も、相互運用性 はあ ま り向上 しない

可能性が大 きい。 そ こで、企業間のデ ータ転送(EDIな ど)は 当然の ことと して、企業

内のデータ転送の場合で も、可能 な限 り、標準 的なデータフ ォーマ ッ トを用 いるべ きであ

る。以下で は、企業間の データ交換 を例 と し、EDIで よ く使用 され る三種類のデー タフ

ォーマ ッ トを取 り上げ、F手 順 に適用す る場合 の ポイ ン トを、ガイ ドライ ン的に示す。尚、

他の フォーマ ッ トを使 う場合 に も参考 とす ることがで きる。

4.1個 別フ ォーマ ッ ト(プ ライベー トフ ォーマ ッ ト)と 標準 フォーマ ッ ト

企業内のデータ交換のために特定の企業が設計 した フォーマ ッ トや、企業間のデータ交

換の ために交換当事者間で設計 したフ ォーマ ッ トを、 「プライベ ー トフォーマ ッ ト」 と呼

ぶ。 これに対 し、業界団体等が当該業界 に統一 的に適用す るたあに設計 した フォーマ ッ ト

を 「業界標準 フォーマ ッ ト」 といい、公益団体 等が、業界横 断的に適用す るために設計 し

た フォーマ ッ トを 「国内標準 フ ォーマ ッ ト」 と一般 にいう。更に、わが国全体、 もしくは

国際 レベルでの統一的適用 を 目標 と して公的 に定め られたJIS(国 家標準)、 あ るいは

ISO標 準(国 際標準)が あ る。 これ らをま とめて一般的 に、単に 「標準 フ ォーマ ッ ト」

と呼ぶ。

F手 順 は、現存す る標準 フォーマ ッ トを考慮 して設計 されてお り、標準 フ ォーマ ッ トを

使 う限 り、特別 な考慮 は不要なよ うにな ってい る。一方、 プライベー トフォーマ ッ トにつ

いて は、個 々の状況 に応 じて、何 らかの対策が必要 にな るケース も出て くる。通常考慮 し

なければな らないのは、 フ ァイル構造(レ コー ド形 式なのか、非構造なのか)や ファイル

構造が、 レコー ド形式 の場合の最大 レコー ド長であ る。 ファイル構造(最 大 レコー ド長を

含 む)に よ って は、 ドキ ュメ ン ト型にっ いて最適な ものを選択す る必要があ る。データベ

ースは、 ファイル単位に分割 しなければ、転送で きな い。

標準 フォーマ ッ トは、通常 、EDIな どの特定の情報処理分野のために設計 された もの

が ほとん どであ り、以下ではEDI用 の標準 フォーマ ッ トをF手 順を用 いて データ交換す

る方法を述べ る。

4.2チrン ストア協会 及 び全 銀 協 パソ]ン用の フt－マットによ るEDlメ ッセージ

これ らは、J手 順(チ ェー ンス トア協 会 の フ ォーマ ッ ト)や 全 銀 手 順(全 銀 協 パ ソ コ ン

用 フ ォー マ ッ ト)で 転送 す る ことが前 提 に な って い る固 定 フ ォーマ ッ トの レコー ド形 式 フ

ァイ ルで あ る。 最 大 レコー ド長 は2,048オ クテ ッ ト(DDX-C)以 下 な の で、F

手 順 で規 定 して い るFTAM-3,INTAP-1及 びJOUG-1の ドキ ュメ ン ト型 が
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選択 ・使用 できる。

チ ェー ンス トア協会 の フォーマ ッ トでは、一部の アプ リケーシ ョンデ ータがJ手 順制御ヘ

ッダー上に存在す るため、特別 な考慮が必要で ある。具体的 にはrデ ータ種類』を転送す

る方 法がない。 そ こで以下の よ うな対策を推奨す る。

① フ ァイルヘ ッダを使用 し、 こち らのrデ ータ種別 』で区分す る。 なお、 ファイルヘ

ッダはAPレ コー ドの一部 という扱 いに し、APレ コー ドの先頭 に挿入 して送信 ファ

イルを作成す る。 この扱 いは、J手 順 と同等で ある。

② データ種類 を ファイル名に組入れ、 フ ァイル名で区別す る。

③ ドキ ュメ ン ト型にJOUG-1を 使用 し、JOUG-1に 設 け られてい る識 別子 で

区別す る。但 し、 この識別子 は本来 フォーマ ッ トの種類 を表す ためにあるので、で き

れ ば避 けたい。

その他、J手 順の制御ヘ ッダの部分をAPで 使用 してい る場合(例 え ば、 日付)は 、F

手順 に切 り換え るた めに、APの 改造が必要 にな ることは避 け られ ない。

4.3Cll標 準(ElAJ標 準を含む)

(1)CII標 準 とCIIシ ンタ ックスルール

CII標 準 は、㈹電子機械 工業会 と(財〕日本情報処理 開発協会 産業情報化推進 セ ンタ

ーが 、協 同開発 したEIAJ標 準(電 子 機器業界 向けのEDI標 準)を 機能 強化 して、

電子機器業界以外 で も適用で きるよ うに したEDI標 準であ る。通信 システムか ら見 た

場合 、CII標 準 とEIAJ標 準 は同等であ り、以下 の説 明は両方 に適用 で きる。

CII標 準 は、CIIシ ンタ ックスルール と呼ばれ る共通 の構文規則 と各業界 で開発

され る標準 メ ッセー ジか ら構城 され る。CIIシ ンタ ックスルール は、 ファイル転送 に

よ るEDIの 規格 で、 その フォーマ ッ トの階層 は、図4-1の 様 にな ってい る。

FTAMを 通信 システムと して用 いるよ うに設計 されてお り、F手 順 との適合 性 も良

好であ る。

伝送単位 フ ァイル フ ァイル フ ァイ ル

フ ァイル単位
1メ ・セージグループ・1メ ・セージグルーア21・ … … ・ …1メ ・セージグループ・1

メヲ七一ジ.グループ
1メ ・七一ジグルーア・へ・ダ1メ ・セージ・1メ ・セージ2卜 ・ … ・1メ ・セージグルーア・トレーラ1

メ ッセ ー ジ
1メ ・セージ・・ダITFDllTFD21・ ・ …1TFDnlメ ・セージトレーラ1

TFD(伝 挙老妻)[Eiilliiグ1レ ングス1デ ータ

図4-1CIIシ ンタ ックス ル ール に よ る デ ー タ交 換 フ ォー マ ッ トの 階 層
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(2)レ コー ドと フ ァイ ル

CIIシ ンタ ック スル ール で は、 固定 長(251オ クテ ッ ト)か 可 変 長 の レコ ー ドの 集

合体 と して フ ァイル が 構 成 され て い る。 この レコー ドと フ ァイ ル は、 その ま ま新 手 順 の レ

コー ドと フ ァイ ル に対 応 す る。

した が って 、通 常INTAP-1かJOUG-1の ドキ ュメ ン ト型 を用 い る。 但 し、 レ

コー ドを 無 視 して 、FTAM-3を 用 い る こ と もで き る。

(3)最 大 レコー ド長

INTAP-1かJOUG-1を 用 い る時 は 、最 大 レ コー ド長 の 考 慮 が 必 要 で あ る。 但

し、CIIシ ンタ ック スル ール に は、 分 割 モ ー ドとい うのが あ り、 この モ ー ドで は固 定長

(251オ クテ ッ ト)レ コ ー ドの フ ァイ ル とな るの で 、最 大 レコ ー ド長 の 考 慮 を 必 要 と し

な い。

(4)文 字 コー ド

JIS-XO201の8単 位 コー ドの 中か ら制 御 文 字 な どを 除 い た もの 、及 びJIS-

XO208(罫 線 を 除 く)を 標 準 と して 用 い る ことを 原 則 とす る。 メ イ ンフ レー ム の 内部

コ ー ドとの 間 で 必要 に な る変換 は、 後 述 の トラ ンス レー タ内 部 で 行 う。

尚 、EIAJ標 準 用 のEIAJト ラ ンス レー タで は 、漢 字 の コー ド変 換 はサ ポ ー トされ

て い な い。

(5)ト ラ ンス レー タ との 関 係

CII標 準 で は、CIIト ラ ンス レー タを 用 い て シス テ ム を構 成 す る こ とが 原 則 で あ り

、 図4-2の 様 な形 を基 本 とす る。CIIト ラ ンス レー タ は、 フ ァイ ル イ ンタ フ ェー スを

基 本 と して い るの で 、F手 順 との 適 合 性 は良 好 で あ る。(3),(4)で 述 べ た分 割 モ ー ドや文 字

コー ドの 変 換 も全 て サ ポ ー トさ れて い る。

壕 コ訂
文墨コ窟

A社 内の
ローカル
システム

i 通 信 シス テ ム&コ ン トロー ル i
B社 内の
ローカル
システム

CII

トランスレ
ータ

FAI

∋ 〉 F董 煕
ワーク

FAI CII

トランス

レータ

〉 ∈ )〉 〉

ll
lf

←F手 順+CIIシ ンタヲクスルールー→i

ローカルフォーマヲトー→ ←-CIIシ ンタヲクスルール に よ る フ ォ ー マ ッ ト → ←一ーー ローカルフォーマット

図4-2ト ラ ンス レータを活用 したEDI

(6)仮 想 ファイル名

我が 国に現存す るEDIで は、業務区分(メ ッセー ジの種類)を コー ド化 した もの と、

適 当な識別 子を組み合わせた ものを、 フ ァイル名 と して用 い るのが一般 的であ り、 それ を

そのま ま仮想 ファイル名 とす る。但 し、12文 字以内の図形文字列で なければな らない。
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2

4.4EDIFACT(lSO9735)に よるメ ッセ ージ

(1)EDIFACT(ISO9735)の 概要

EDIFACTは 、ISO9735と して登録 された国際EDIの ための標準 シンタ ッ

クスルールであ る。EDIFACTの 規定 によるデ ータ集合体 は、図4-3の 様 な階層構

造を持 って いる。 このデータ集合体の全体が 、データ交換の単位 にな って お り、通常、 フ

ァイル転送 タイ プのデータ交換 システムを用 いる。従 って、F手 順 によ く適合す るデータ

フォーマ ッ トを持 つ と言え る。尚、 シンタ ックスル ールの詳細 は、ISO9735の 規格

書および国連が発行 してい るUN/EDIFACT関 係の資料を参照 され たい。

(2)レ コー ドとセ グメ ン ト

図4-3よ うに、EDIFACTの データ集合体 には、 レコー ドがないので、 データ ・

セ グメ ン トを レコー ド(可 変長)に 対応 させて転送す る方法 と、非構造 ファイル として転

送す る方法があ る。

①"レ コー ド転送"と す る時は、INTAP-1かJOUG-1の ドキ ュメ ン ト型 を

用い る。

② 非構造形式 ファイルで転送す る時は、FTAM-3の ドキ ュメ ン ト型 を用 い る。

尚、上記①を用 い る時は、 セグメ ン トの最大長 は定義上無限なので、運用時の最大長 を

考慮す る必要が あ る。

設 定 接 続 終 了

'

1交 換 交 換1交 換1
'

''

'

''

'

''

'

''

'

''

'

''

'

''

'

'

1卵Al㎜1川 機能グループのみ 図 まメ・セージのみ1㎜1■,',''""',''ノ,"",'' '

1卵叶 い,← ジ1メ,← ジ メ・セージ1㎜1■

1㎜1■ データセ〃ント1デ ータセグメント1デ ータセグメント1㎜1■

lTAG+単 一 データ・レメント+ 複 合 データ・レメント ド1

＼
コード1・1デ ータ 値 デーク 凶 構 成 データ

エ レメ ン ト :
構成 データ
エ レメ ン ト

/ /
デーク 値 データ 値1

図4-3EDIFACTに よ るデ ー タ交 換 フ ォー マ ッ トの階 層
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(3)ト ラ ンス レータとの関係

EDIFACTで は、EDIFACTト ラ ンス レータを使 うことが前提 であ る。 システ

ム構成 は、CII標 準 と同様な形 にな る。EDIFACTト ラ ンス レー タは、通常、F手

順 との適合性 について特 に考慮 されて いないので、個 々のケ ースにつ いて確認す る必要が

あ る。

(4)そ の他

運用上の利 便性 向上のために、UNBセ グメ ン トのデータ項 目の一部 は、F手 順 に係 わ

るデータと一 致 させ ると都合がよい。その一覧表を参考 として表4-1に 示す。 1

表4-1EDIFACTのUNBセ グメ ン トとF手 順データ項 目の対応 表(参 考)

1

EDIFACTの デ ー タ項 目
F手 順(の デ ータ項 目)と の関係

●

●

セグメント名1デ ー タ項 目名

UNB

INTERCH-
ANGEHE-

A1)ER

SYNTAXIDENTIFIER－

部 賢ス'露購1

F手 順とは関係 しない

SYNTAXIDENTIFIER-

Syntaxversionnumber

(シンタックスバージョン番 号)

同 上

1阿1珊C㎜GES㎜ 皿 －

Senderidentification
(送 信 者 識 別)

送信者のID,

コー ドか名前が用い られ る(注1)

INTERCHANGESENDER-

Identificationcodequalifier

(識 別 コード修 飾 子)

F手 順 と は関 係 しな いが 、INrERCHANGESEN-

DERに コ ー ドを用 い る 時 は 、 その 表 示 が 必要

INTI汲CHANGESENDER-

Routingaddress(経 路 アドレス)
F手 順 とは関係 しない

IM田C㎜GER㏄IPI㎜ 一

ぞe麗 薯翻d～ntification

受信者のID,

コー ドか名前が用い られ る(注1)

IM皿C㎜GER㏄IPI㎜ －

Identificationcodequalifier

(識 別 コード修 飾 子)

F手 順 とは関係 しないが、IMERC㎜GEREC-

IPI㎜ にコー ドを用 いる時はその表示が必要

IMmc㎜GER㏄IPI㎜ －

Routingaddress(経 路 アドレス)

使用す る時 は、通常、経 路を示す ア ドレスと

され る(注2)

DATE/TIMEOFPREPARATION-

Date(メ ヲ七一ジ 作 成 日付)
F手 順とは関係 しない

DATE/TIMEOFPREPARATION-

Time(メ ッセージ 作 成 時 間)

同 上

INTERCHANGECONTROLREFERENCE

(交 換 コントロール参 照 番 号)

一 つのデータ交換 をユニ ー クに識別す るため

に、送信者が付 ける番号(注3)

RECIPIENTSREFERENCEPASSWORD－

ぞe鶏 舗.惜e「ence/田sswo「d

受信側 でチ ェ ックす るパ ス ワー ド(注4)

RECIPIENTSREFERENCEPASSWORD-Recipientlsreference/passwordqualifier以

下 はF手 順 と は 関 係 しな い

;

(注1)Senderidentification,Recipientindentification(送 信 者 識 別,受 信 者 識 別)
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この送信者/受 信者 とは、AP上 の発注者/受 注者ではな く、 メ ッセー ジ群(フ ァイル)

の直接の送信者/受 信者である。セ ンターコー ドとい う言 い方 もあ り、F手 順 の起動側識

別子(応 答側識別子)の コー ドと一致 させ る方法があ る。

(注2)INTERCHANGEREZIPIENT-Routingaddress(経 路アドレス)

この経路 ア ドレスの使用法は、データ交換 当事者 間で ローカルに交換協定 で決め るよ うに

な って い る。従 って、 その意味付 けにっ いてはデータ交換当事者が 自由に決め ることにな

る。

(注3)INTERCM・NGECONTROLRE㎜CE(交 換コントロール参照番号)

この番号 は、物 理的な交換をユニークに識 別す る番号で ある。我が国で は一般的 に、 ファ

イル名 と転送 回数を組み合わせた ものを使用す る。運用方法に もよるが、F手 順 のサイ ク

ル番号を含めた フ ァイル名を用い ること もで きる。サイクル管理を用 いない時 は、全 く別

個 にカウ ン トを行 う必要が ある。

(注4)RECIPI㎜SREFERENCEPASSWORD-Recipient'sreference/password(受 信者パスワード)

このパ スワー ドの機能 は、起動者認証 と同一であ る。従 って起動者パ ス ワー ドと同一の暗

証 をセ ッ トす るか、あ るいは この項 目は使用 しな い。F手 順の ファイルア クセスパスワー

ドとは無関係で ある。

4.5VAN等 へ の対応

F手 順 をサポー トして いるVAN事 業者 のEDIサ ー ビス と呼ばれ るデー タ交換サー ビス

を活用す ることで 、F手 順で も、MHSと 同様 なn:nのEDIメ ッセ ージの交換が可能 に

な る。

F手 順 は、図4-4に 示す ようにEDIユ ーザ とVAN事 業者間のデ ータ交換 に用い られ

る。 この場 合、n:nの ネ ッ トワークであ って も、個 々のユーザ にお いて は、物理的な通信

の相手先 は1カ 所 だけにな り、煩わ しいネ ッ トワー ク管理や宛先管理か ら解放 され る。

メ ッセー ジの最 終的送 り先 は、すべて、標準 フォーマ ッ トのメ ッセージ内部の ビジネ スプ

ロ トコルの レベルで示 され るため、EDIユ ーザか ら見た通信 システム として は、一 カ所の

相手先 との接続で あるが、VAN事 業者か ら見た場合 はnカ 所 との接続 にな っている。 その

ため、PSAP,NSAP,起 動側識別子,応 答側識別子,起 動者パス ワー ド,フ ァイルア

クセスパ スワー ドなどは、全てVAN事 業者か ら指定 された ものを使用す る。

EDIユ ー ザ

(企 業)

薩縫羅場所_→

トランスレ
ータ
FTP

＼ /nシ ステム

VAN事 業 者

F手 順+標 準 フt－マヲト(CII標 準等)H)1サ ービス

～羅 雰 ぽ 。トに変換) / ＼

図4-4EDIユ ーザ とVAN事 業者 間のデータ交換
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第5章 障害管理

F手 順 に関す る障害 は回線 障害を始め様 々な内容が ある。それ ぞれの障害内容 については、送

信側及 び、受信側 にエラー情報 として通知 される。 これ によ り、 ユーザは障害 を認識で きる。

また、 その リカバ リ方法 にっいて は個 々の製 品の ドキュメ ン トを参照 し対応す る ことにな る。例

えば、回線エ ラーの障害等 は、F手 順固有 とい うよ り、通常の通信 回線 エラー と同 じ扱 いとなる。

ここでは、特 にF手 順で規定 してい るフ ァイル成立 管理(フ ァイル転送 の正常転送確認タイ ミ

ングの規定)に 関す る障害時の処置方法 にっ いて述べ る。

5.1障 害発生 とファイル転送状態不一致の発生

F手 順 では、 ファイル転送の正常扱いの タイ ミングは、フ ァイル転送後に相互 に確認す るF

-CLOSEプ リミテ ィブの相互確認時点 としてい る
。 しか し、F-CLOSEプ リミティブ

の相互確認処理 中に障害が発生すると、送信側 と受信側で、同期が とれ ない場合があ るため、

UAPに は、双方 のフ ァイルの転送状態が不一致(例 えば、受信側が 「受信 フ ァイルデータ受

信済み」で、送信側が 「送信 フ ァイルデ ータ送信仕掛か り中」等)に みえ る場合が発生す る。

5.2転 送状態不一致発生時の処置方法

ファイルの転送状態不一致 の二つのケースを表5-1に 示す。

表5-1フ ァイルの転送不一致状 態

ケ ー ス
フ ァイルの転送状態

ファイル送 信側 ファイル受信側

1 送熟磐㌍
(霊鷺 了)

2 送礁磐㌍
(黍箋亨)

以下 に、上表 の二つのケースにつ いて、事後処置方法を示す。

(1)ケ ース1

本ケ ースでは、本質的には必要 なフ ァイルは転送済みであ るが 、運用形態 に応 じて対応す

ることにな るので、次の二つの方法が考 え られ る。

① 送信側の フ ァイル転送状 態を強制的 に 「デ ータ送 信済み(正 常完了)」 に変更す る。 こ

の場合には、再転送の必要 はない。 尚、状態変更 は、UAPか らFAIの 「状 態セ ッ トイ

ンタフェース」等を使用す ることによ り、行 うことがで きる。

② 送 信側及 び、受信側の ファイル転送状態を強制的 に 「データ格納済 み状態」及 び 「受信

準備完了状態」に変更す る。 その後 、再度 ファイル転送を行 う。尚、状態変更 はUAPか

らFAIの 「状 態セ ッ トイ ンタフェース」等を使用 す ることによ り、行 うことがで きる。

注)上 記 の二つの方法 は、受信 フ ァイルの 内容 により以下の通 り使 い分 ける。

・受信 ファイルの内容が正 しい場合

送信側の フ ァイル転送状 態を 「データ転送済み(正 常終了)」 に変更す る。

・受信 ファイルの内容 に誤 りがあ る場合

まず、送信側の ファイル転送状 態を 「データ格納済み状 態」に、受信側 の ファイル転

送状態を 「受信準備完了状態」にそれぞれ変更 し、再度、 フ ァイル転送を実施する。

② ケー ス2

本 ケースで は、必要な ファイル は転送 されていない。送信側の フ ァイル転送状態を強制的

に 「データ格納済み状態」に変更す る。その後、再度 ファイル転送を行 う。
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第6章 既 存 手 順 との 関連

6.1既 存 手順 か らの移 行 概要

EDI規 約モデル(特 に、 レベ ル1～3)に つ いて、既存 手順 か らF手 順 へ の移 行概 要を 示す。

(1)情 報伝 達 規約

既 存手 順、F手 順共 に情報伝達 規約 の全 てを カバ ー して お りカバ ー範 囲 は同等 であ るため、F

手 順製 品の導入 とそれ に必要 なカ ス タマ イズで容易 に移 行で きる。

(2)情 報 表 現規約

【ドキ ュメ ン ト型】

既存 手順 が利 用 されて い る多 くの業界固 有の フォーマ ッ トは、固定 長 レコー ドをベ ー スに設 計

され て い る。 した が って、F手 順 サ ポー トのINTAP-1及 び、JOUG-1の 利 用が最適 で

あ る。 な お、 ほとん どの業界 固有 の フ ォーマ ッ トで 規定 され る1レ コー ドの長 さは2,048

オ クテ ッ ト以下で あ るため、FTAM-3も 利 用で きる。

【既存 手順 の制御電 文上 の情 報】

既存手 順の制御 電文上 の情報 を利用 して い る場合 には、移行 に際 し以 下の対策 が必要で あ る。

一 制御電文上 の情報 を転送 デ ータ内 に移 す。

一 該 当情報 の業務 ア プ リケー シ ョンを改 造す る。

【トラ ンス レー シ ョン】

最新 のEDIで は、標準 フ ォーマ ッ トと企業 内の 固有 フ ォーマ ッ ト(ロ ー カル フ ォーマ ッ トと

も言 う)と の相 互変換 を トラ ンス レー タ と呼ばれ る ツー ルを用 いて行 う(第4.3節 の図4-2

を参 照)。 この変換 プロセ スを トラ ンス レー シ ョンと呼ぶ 。

F手 順 は、 この トラ ンス レー シ ョンプ ロセ スで問題 とな るデー タフ ォーマ ッ トとは独立 に各種

の プ ロ トコルを規定 して い るた め、F手 順 へ の変 更 に伴 う トラ ンス レー シ ョンプ ロセ スへ の影 響

は、 通常 な い。

但 し、 トラ ンス レー シ ョンプ ロセ スで扱 うファイル は、F手 順が 扱 うフ ァイル と同一で あ るた

め 、 トラ ンス レー タで扱 うフ ァイル をF手 順 に合わせ る(ト ラ ンス レー タのAPIの カス タマ イ

ズで可 能)必 要 があ る。

(3)業 務 運 用規約

業務 運用規約 はEDIシ ステムを 円滑 に運 用す るための取 り決 めで あ り、大 部分 はF手 順、既

存 手順 共 に規約 の範 囲外で あ る。 ただ し、EDIシ ステ ムを 円滑 に運用 す るため には、業務 アプ

リケ ー シ ョンの助 けを借 りる場 合が多 く、 ここで は、業務運 用規約 を業 務 ア プ リケー シ ョンで実

現 可能 な範 囲に絞 る。

業 務 アプ リケ ー シ ョンによ って業 務運用規 約 のカバ ー範 囲 は異 な る。 しか し、図6-1に 示す

よ うに、既存 手順製 品 と同等 のAPIを 保証 で きれば、F手 順製 品で も既存 の業務 ア プ リケー シ

ョンを利 用で きるため移行 は容易 であ る。

－AP工(新 規)一 業務 アプ リケ ー シ ョン

AP工(既 存)

F手 順製品 既存手順製品

図6-1F手 順 と既存手1順製品 のAPI
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6.2J手 順 か らの移 行

本節 で は、J手 順か らF手 順 へ移行 す る上 での留意 点 を示す。

(1)物 理 回線

J手 順 では電話網 とデ ー タ回線交換 網(DDX-C)を 利用 で きる。F手 順 で もこれ らの回線

を使 用で きるので移行 は容 易で あ る。

② 手順 サポー ト

J手 順 はBSCコ ンテ ンシ ョンを、F手 順 はOSIを 採用 して お り、両者 の手順 サ ポー トは異

な り、規 約 の細部 に お いて も違 いは 明確 で あ る。 しか し、 これ らの大 部分 はベ ンダ提 供 の製 品

(パ ッケ ー ジ)で サ ポー トして い るため、利用者 は手順 の違 いを特 別 に意 識す る必 要 はな い。 従

って 、ベ ンダ提供 の製 品利用者 の多 くは、特 に手順 の違 いを意識 す る ことな くF手 順 に移行 す る

こ とが で きる。

(3)デ ー タ交換 フォーマ ッ ト

【ドキ ュメ ン ト型】

J手 順 では、JCAフ ォーマ ッ トを は じめ とす る業界 固有の フ ォーマ ッ トが 多 く利 用 されて い

る。JCAフ ォーマ ッ トは固定長 で2,048オ クテ ッ ト以下 なので 、F手ll頂 サ ポー トのFTA

M-3、INTAP-1、JOUG-1の ドキ ュ メ ン ト型が利 用で きる。

【既存手順 の制御電 文上 の情報】

JCAフ ォーマ ッ トで は、一部 の アプ リケー シ ョンデ ー タ(「 デー タ種 類」)がJ手 順制御 電

文上 に存 在す るため、移 行 に際 して以下 の対策 を推奨 す る。

一 デー タ種類 を フ ァイル名 に組 み入 れ、 ファイ ル名 で区別 す る。

一 フ ァイルヘ ッダーを使用 し、 フ ァイル ヘ ッダー上 のrデ ー タ種 類』 で区分す る。

な お、 フ ァイルヘ ッダー は転送 デ ー タの一 部 とい う扱 いに し、先 頭 に付 加 して送 信 ファイルを作

成す る。 この扱 いはJ手 順 と同等で あ る。J手 順 の制御電 文の 内容(日 付等)を 業務 デ ー タと し

て使 用 してい る場合 に は、F手 順 に移行す るため に、制御 電文 の 内容 を転送 デー タの一部 にす る

こ とと、 業務 アプ リケ ー シ ョンの 改造が必 要 にな る。

【トラ ンス レー ション】

フ ォーマ ッ トの変換(転 送デ ー ター → システ ム内帳票 デ ー タ)に は、即 時 に変換 す る方 式(即

時 変換)と フ ァイル に格 納 した後 に変換 す る方式(デ ィ レイ ド変換)の 二 通 りが あ る。 各 々の移

行 方法 を以下 に示 す。

① 即 時変換

J手 順製 品 と変換 ツー ルを組 み合 わせ て(組 み込 んで)実 現 して い るので 、F手 順 製 品に変

換 ツール を組 み合 わせれ ば移 行で きる。 図6-2に 即時変 換の 移行 イメ ー ジを示す 。

〔J手 順〕

帳票/「

1変 一ル1

PI

J 順製品

転送データ

塑
移 行

〉

〔F手 順〕

帳票

1変 換 ・一ル1

API

F手 製品

転送デー タ

図6-2即 時変 換 によ るデー タ交換 フ ォーマ ッ トの移行

一36一



② ディレイ ド変換

J手 順製品で もF手 順製品で もディレイ ド変換で使用す るファイル格納媒体は同一の ものを

利用で きる。変換 ツールはファイルデータを別のファイルデータに変更す るものであ り、ファ

イル格納媒体が同一種類であれば、変換 ツールをなん ら変更することな く利用で きる。

図6-3に ディレイ ド変換の移行イメージを示す。

〔J手 順 〕

ー↓惚変
1

品製馴J

込
票
ノ帳 麩

〉

〔F手 順〕

移行

ル

≠
換変

1

製順時

L

票

ノ帳

圭.
転送 デ ー タ 転送 デー タ

図6-3デ ィレイ ド変換 によ るデ ー タ交 換 フォーマ ッ トの移 行

(4)業 務 アプ リケ ー シ ョン

F手 順で は、 サイ クル管 理、 フ ァイル状 況 問合 せ等 、J手 順 よ り多 くの システ ム運 用機 能を利

用で きる。 ただ し、多 くのF手 順 製品で はJ手1順 と同等 のAPIを 提 供 す るため、利 用者 の業務

ア プ リケー シ ョンを変 更す るこ とな く移 行で きる。 図6-4に 業務 ア プ リケ ー シ ョンの移 行 イメ

ー ジを示す 。

〔J手 順 〕 〔F手 順 〕

同一 アプリケーション

業 務 アアリケーション

API－

移行

〉

－AP工(新 規)== 業務 アプ リケー シ ョン

AP工(既 存)

図6-4J手 順 時 の業 務 ア プ リケ ー シ ョンの移 行

一37一



6.3全 銀手順 か らの移行

本節では、全銀手順か らF手 順への移行上の留意すべき点について述べる。

(1)物 理回線

全銀手順では電話網、データ回線交換網(DDX-C)と 専用線を利用できる。F手 順で もこ

れ らの回線を使用できるので移行 は容易である。

(2)手 順サポー ト

全銀手1頂はBSCコ ンテ ンションを、F手 順はOSIを 採用 してお り、両者の手順サポー トは

異なり、規約の細部において も違いは明確である。 しか し、 これ らの大部分は、ベ ンダ提供の製

品(パ ッケージ)で サポー トして いるため、利用者 は手順の違いを特別に意識する必要はない。

したが って、ベ ンダ提供の製品利用者の多 くは特 に手順の違いを意識することなくF手 順に移行

す ることがで きる。

(3)デ ータ交換 フォーマ ット

【ドキュメン ト型】

全銀手順ではEIAJフ ォーマ ッ トや 「全銀協パ ソコン用 フォーマ ッ ト」をはじめとする業界

固有の フォーマ ットが多 く利用されている。業界固有の フォーマ ッ トの多 くは固定長で、256

オクテ ット以下の固定長 レコー ドに割 り当て られてお り、可変長 レコー ドが用い られている場合

で も2,048オ クテ ット以下であるので、F手1頂 サポー トのFTAM-3、INTAP-1、

JOUG-1の ドキュメン ト型が利用で きる。

【既存手順の制御電文上の情報】

受発注処理などのEDIの 業界標準 として用い られている全銀手順の使い方で は、業務アプリ

ケーションに係わるデータを制御電文を用いて転送 している例はないので、 この件に関する考慮

は通常不要である。

但 し、個別取決めで、制御電文を用 いて業務 アプ リケーションのデータを転送 している場合に

は(通 常、全銀パ ッケージのカスタマイズを しないとで きない方法である)、 個々のケースにお

いて特別の考慮を必要 とする。

【トランスレーション】

フォーマッ トの変換(転 送データー →システム内帳票データ)に は、即時に変換する方式(即

時変換)と ファイルに格納 した後に変換す る方式(デ ィレイ ド変換)の 二通 りがある。各々の移

行方法を以下に示す。

① 即時変換

F手 順製品と変換 ツールを組み合わせて(組 み込んで)実 現 しているので、F手 順製品に変

換 ツールを組み合わせれば移行で きる。図6-5に 即時変換の移行イメージを示す。

〔全銀手順〕

1

帳票/「

変換 ・一ル1

PI

全銀 順製品

転送データ

麩
移行

〉

〔F手 順 〕

1

帳票 ヨ

変換ツ ル1

API

F手 順 品

転送データ

図6-5即 時変 換 に よ るデ ー タ交換 フ ォーマ ッ トの移 行
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② ディ レイ ド変換

全銀手順製品で もF手 順製品でもデ ィレイ ド変換で使用するファイル格納媒体は、同一の も

のを利用で きる。変換 ツールはファイルデータを別のファイルデータに変更するものであり、

ファイル格納媒体が同一種類であれば、変換ツールをなん ら変更す ることな く利用できる。図

6-6に ディレイ ド変換の移行イメージを示す。

〔全銀手順〕

ール
一

掬変
1

品製順銀全

L

票帳

)

麩

〉

〔F手 順〕

移行

1

品製時

△

票

ノ帳

ル
一

惚変
i

ノ＼

転送 デ ー タ 転 送 デ ー タ

図6-6デ ィ レイ ド変 換 によ るデータ交 換 フォーマ ッ トの移 行

(4)業 務 アプ リケ ー シ ョン

F手 順で は、 フ ァイ ル状況 問合せ等 、全銀 手1頂よ り多 くの システム運 用機能 を利用で きる。

ただ し、多 くのF手 順製 品で も全銀手jl頂と同等 のAPIを 提供 す るた め、利用 者の業務 ア プ リケ

ー シ ョンを変更す るこ とな く移 行で きる。 図6-7に 業 務 アプ リケー シ ョンの移行 イメー ジを示

す。

〔全銀手1順〕 〔F手 順 〕

同一 アプリケーション

－API－

移 行

一・AP工(新規)一

図6-7全 銀 手順時 の業務 ア プ リケ ー シ ョンの移行

(5)特 記事項

「全銀協」においては、企業 ・銀行相互間の 「全銀手順」の変更にっいて、現在正式な検討は

されていない。
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第7章 標準 ・縮小プ ロフ ィル間の接続 ・運用性

F手 順で は、機能 のサポー トレベル として、標 準 プロフィル と縮小 プロフィルの二つの プ

ロフィル(レ ベル)を 設定 している。縮小 プロフィル は、標準 プロフィルの完全なサ ブセ ッ

トとな って いる。ベ ンダか ら提供 され る製品では、 どの プロフィルをサポー トしているかが

明示 され る。

標準 プロフィルを実装 した システム と縮小プ ロフィルを実装 したシステム間で も、フ ァイ

ル転送 は可能であ るが 、一部 の機能 にっ いて は制限を受 ける ことが ある。標準 プロフィルで

は、必須項 目のためサポー トされてお り、縮小 プロフ ィルで はオプ ション項 目のため、未サ

ポー トの場合 に於 ける、両 システム間の接続 ・運用性 に関す る処理結果を表7-1に 示す。

表7-1組 み合せ と接続性

組 み 合 せ
機能項目 接続 ・運用性(処 理結果)

標準 プロフィル側 縮小 プロフィル側

(サ ポ ー ト) (未 サ ポ ー ト)

マルチファイル 転 送 起動側 送信 応答側 受信 一般 に、先頭 のファイル以外 も送

信 ・受 信 で き るケース が 多 いが 、 特

定の製品で は送信 ・受信できない

こと もあ るので、事前 に確認が必

受信 送信 要であ る。

尚、当該機能は起動側の機能に依

存する為、本組み合わせ以外は発

生 しな い。

代表名による 起動側 受信 応答側 送信 応答側で は、要求 されたフ ァイル

ファイル読 出 し 名を認識できず、双方のUAPに

NGの 旨のエラーコードが 渡 され る。

尚、当該機能は起動側の受信機能

に依存する為、本組み合わせ以外

は発生 しない。

ゼロ件データ転送 起動側 送信 応答側 受信 ゼ ロ件データは受信で きるが、製品

(エラーにする 機能) によ っては、エラー識別子が受信

側 で無視 され る場合があ る。

受信 送信 当該機能は送信側の機能に依存す

る為、左記の組み合わせば発生 し

な い。

応答側 送信 起動側 受信 ゼ ロ件データ は受信で きるが、製 品

によ って は、エ ラー識別子が受信

側で無視 され る場合が ある。

受信 送信 当該機能は送信側の機能に依存す

る為、左記 の組み合 わせば発生 し

な い 。
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機能項目
組み合せ

接続 ・運用性(処 理結果)
標準 プロフィル側

(サポー ト)

縮小 プロフィル側

(未サポー ト)

データ転送の

強制中断

起動側 送信 応答側 受信 標準プ ロフィル側(サ ポー ト側)

の指示 により転送 の中断 は可 能で

ある。 しか し、未 サポー ト側 の フ

ァイル管理 ステータスが リセ ッ ト

され ない可能性が あ る。

応答側 受信 起動側 送信

サイクル管理の

利用

起動側 送信 応答側 受信 応答側 で、サイ クル管理 された フ

ァイル名 を認識で きず、双方のU

APに 、その 旨のエラーコードが渡 され

る。

受信 送信

応答側 送信 起動側 受信 当該機能は起動側の機能に依存す

る為、左記の組み合わせでは 「サ

イクル管理なし」で転送される。受信 送信

転送許可時間 起動側 送信 応答側 受信 当該機能は、起動側 に依存す るた

め、正常 に転送 され る。
受信 送信

応答側 送信 起動側 受信 起動側の要求が、応答側で設定 し

た時間帯内の場合 には、問題 な く

接続で きる。尚、 その他の場合 に

は、双方のUAPに 、NGの 旨の

エラーコードが渡 される。

受信 送信

送信 ・受信

ファイル状況確認

起動側 送信 応答側 受信 当該機能 は、特定 のファイルの転送 に

て実現す るため、未 サポートの縮小プロ

フ初 側 では このファイルを認識 できず

、双方 のUAPに 、NGの 旨のエラ

ーコードが渡 され る
。

受信 送信

応答側 送信 起動側 受信 当該機能は起動側の機能に依存す

る為、左記の組み合わせば発生し

ない。受信 送信
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第8章 利用者向けQ&A－ 覧

本章では、利用者がF手 順を導入 ・利用す る上で、想定 されるQ&Aに ついて記

述す る。

〔総論1〕

質問F手 順採用時のメ リッ トは何ですか?

主 旨F手 順採用時の メ リッ トを導入 時、運用時 などに分 けて教えて くだ さい。

回答

1.導 入時のメ リッ ト

①F手 順 は、国際標準 であ るOSI-FTAMを 採用 してい るため、通信 レベルの相

互運用性が確保 されてい るので、導入投資負担の軽減 と、打合せ,接 続試験等の作

業負荷 の軽減が図れます。

②F手 順 は、ユーザ/ベ ンダが連携 し、主要な適用業務をEDIと して開発 された通

信 プロ トコルです。 よって、 このF手 順を導入す ることによ りEDI環 境 を容易に

構築す ることができます。詳細 にっいては 〔総論2〕 を参照 して下 さい。(通 産

省で も業界 ・業種で横断的 にEDI環 境 を実現す る通信 プロ トコルの1っ としてF

手順を推奨 しています。)

2.運 用時のメ リッ ト

①F手 順では、交換 し合 うデータフォーマ ッ トの規定は して お りません。よ って、既

存 の完成されたEDIデ ータをその まま利用す ることがで き、 これ によ り運用時の

データ変換等が不要で あ り、効率化が図れます。

②ISDNの 高速回線 を利用す る ことにより、転送時間が短縮 し、通信費の削減,計

算機 リソースの有効利用が 図れ ます。

③回線品質の良 いISDN回 線 を利用す ることによ り、回線品質 に係 わる トラブルな

どが減少 し、運用負荷の削減が 図れ ます。

④F手 順 は既存業界手順の問題解決 を図 った通信プ ロ トコルです。既存業界手順でサ

ポー トされていなか った相手 システムの 「フ ァイル状況確認」機能な どが利用で き、

運用の効率化が図れ ます。詳細 は 〔総論3〕 を参照 して下 さい。

3.移 行時のメ リッ ト

F手 順 は既存業界手順 と同等の運用がで きるよ う開発 されて いるため、既存業界手

順か らF手 順へ容易 に移行で きます。
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〔総論2〕

質 問F手 順の主要な適用業務をEDIと していますが、 どの ような点 でEDIに 適

してい るので しょうか?

回答

F手 順 は通常の フ ァイル転送業務 にも使用で きるのですが、EDIで の使用を考慮 し

た手順 とな って います。EDIは 、多数の取 引先 と契約 ・債権 ・債務 に関す る大量なデ

ータを頻度高 く交換す ることか ら
、次のよ うな要件が通信処理 に要求 されます。

(1)取引先が使用す る計算機に左右 されない こと。

・F手 順 はOSIに 準拠 していますので、異機種の計算機 との通信が可 能です。

(2)フ ァイルの二重交換や伝送 中のデータの紛失 ・殴損が発生 しないこと。万一 発生 した

場合には確実 に検知で き、容易 に リカバ リが可能な こと

・ファイルの二重交換にっ いて は、F手 順 には二重交換防止機能があ るので、対応可

能です。デ ータの紛失 ・殿損 については、F手 順 はOSIの 下位層 の機能 によ り、

検知 や再送 などが行われますので、 リカバ リが可能です。

(3)セキ ュ リティを重視す るこ と

・F手 順で は、起動側 ・応答側識別子 を使用 した認証や、 ファイル毎のパ ス ワー ドの

使用 によるアクセス制御を可能 としています 。

(4)通信処理費用が経済的であること。

・F手 順 は使用す る回線 には依存 しないので、ISDNな どの高速 回線が使用で き、

既存 の手順 と比べ経済的です。

(5)同種の ファイルの転送が容易な こと。

・F手 順では、同一のファイルIDを 持つ ファイルを複数 回送信す る ことを可能 とす

るため、サイ クル管理機能をサ ポー トしています。

(6)情報転送を速 やかに行 うことを可能 に した り、受信 した情報 を速やか に経営情報 とし

て活用す るために、交換データ作成処理 とデータ送信処理のJOBの 連動や交換デー

タ受信処理 とデータ受付処理のJOBが 連動で きること。

・F手 順 には送信 時の 自動取上げや受信 時の ジョブ連動 ,転 送終了後の フ ァイル処理

連動機能が あ るので、 この機能が実装 されて いる製品で あれば対応可能です。
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〔総論3〕

質 問F手 順 は、既存業界手順の持つ 、機能面、運用管理面の問題解決を図 った(概

説書 「第2章F手 順の概要」)と の ことですが、具体的な項 目と対応 を整理

して教えて下 さい。

回答

既存の業界手順では、機能 ・運用管理面等が各ベンダから提供される製品毎に依存し、

それぞれ異なっていましたが、F手 順ではこれ ら機能 ・運用管理面を共通化し相互運用

性を高めています。

具体的には以下の表の項目が挙げられます。より詳細な機能などの比較については 〔

導入3〕 を参照 して下さい。

一

比較項目 全銀,J手 順 F手 順 具体的なメ リッ ト

機能面

回線種別

　　

公 衆網2400b/s

DDX-C9600b/s

　

公 衆 網2400b/s

DDX-C,P48Kb/s

INS-C,P64Kb/s

高速通信が可能

最 大 レコード 制限有り 制限無し 大量データ転送が可能

データ・タイプ テキス ト形式対象 テキスト,イメージ他 図 形,イメージが 扱 え る

国際間接続 難 しい 容易 海外取引に対応可能

運用面

転送状態問

合せ

無し

　

有り 転送進捗管理が可能

ファイル状

況確認

無し 有り 事前に準備状況が確

認可能

JOB連 動 無し 有り 業務アプリとの連動

が容易になる

処理履歴管

理

無し 有り 大量ファイルの転送

履歴管理が可能
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〔運用1〕

質問F手 順の相互運用性はどの様に確保 ・保証されるのでしょうか?

主 旨 相互運用性 の具体 的中身は何で しょう?EDI規 約 とはどうい う関係が ある

ので しょうか?ま た、相互運用性を保証す るもの は、具体的 に何 で しょうか?

回答

「相互運用性が ある」 とは、相互接続のための通信手順だ けで はな く、 ローカル処理

も含 めて業 務の運用性が システ ム間で確保で きてい ることを示 します。例えばF手 順 で

は、サイ クルIDの 管理 はF手 順製品の中で実現 して も、或 いは、ユーザアプ リケー シ

ョンプログラム内で実現 して もよいのですが、業務を遂行す る上で、 システム間で の取

決めが守 られてい る必要が あ ります。

F手 順で は、相互運用性 のベ ースとなる相互接続をFTAMで 実現 してい ますが 、F

TAMに ついては、INTAPに て実施 されてい る適合性試験及 びINTAPが 中心 と

な って進めてい る相互運用性試験 にて接続性の確保 ・保証 を行 っています。

一方、業務 レベルの相互運用性 について は、ベ ンダの組合 せ毎 に確認す る必要が あ り

ます。相互運用性 の確認 は、ユ ーザ システムを利用 して確認 する場合 と、ベ ンダ同士が

事前に確認す る場 合が考 え られますが、今後 どの よ うに進 めてい くか(ユ ーザへ一 任,

ベ ンダに一任,JIPDECで 音頭を取 って確認等)に つ いて検討す る予定でい ます。

〔運用2〕

質問CIIシ ンタ ックスル ールとF手 順 でEDIを 実施す る時には、オ ブ ジェク ト

登録 と標準企業 コー ド登録の2つ が必要 なのですか?も し、必要 な らば、理 由

を教えて くだ さい。

主 旨 接続相手を識別す るために、2っ も必要 なのですか?統 合すれば、管理面,費

用面 と もにユ ーザ にとってあ りがたい と思 われ るのですが....

回答

F手 順 では、F手 順 シス テムを識別す るために 「起動側識別子」 「応答側識別子」 を

定 義 してお り、各 々にオ ブジェク ト識別子を使用す ることを推奨 していますが、 「起動

側識別子」 「応答側識別子」 と して、標準企業 コー ドを使用す ること自体 に問題 はあ り

ません。
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〔運用3〕

質 問 トランス レータとF手 順の関係 はどうな ってい るので しょうか?

別 々のベ ンダか ら購入 して も問題無いので しょうか?

回答

トラ ンス レータとF手 順 は機能的 に明確 に分類 されてお り独立 して います。従 って、

ベ ンダの製品形態によって は、 トラ ンス レータのみ、或いはF手 順 のみ商品 として出荷

され ることも考え られます。実 際に別 々のベ ンダより購入す る際にはF手 順 と トラ ンス

レータのイ ンタフェースに十分注意す る必要が あ ります。

〔運用4〕

質問VAN利 用時は利用者か らの発信が原則になっていると思いますが、F手 順利

用ガイ ドでは、利用事例 「第3章 代表的な機能の利用方法」でVANか らの

発信があります。そのような運用をしている事例はあるのですか?

回答

VAN利 用時に利用者か らの発信を原則 と しているVANサ ー ビスが多 いの は事実 で

す。 しか し、個々のVANサ ー ビスで は、他のVANサ ー ビス との差別化 を図 るため利

用 者のニーズに応 じたサー ビスを提供 して います。

VAN発 信の一例 と して、深夜の店舗 への受発注データの送受信が あ ります。 チェー

ン店 の多 くは深夜 は無人 にな りますので、サ ー ビス利用者の便宜を 図 るために、次の条

件 を満 たす場合にVANが 発信 して受発 注デ ータの送受信 を行 います。

一 利用者の システムが受信機能を備えて いること

一 利用者の稼働スケ ジュール
、通信回線、デ ィスク容量 など、運用上支障が発生

しないシステム/資 源が用意 されて いること

利用事 例(「 利用 ガイ ド」第3章3.3送 信 ・受信 ファイル状況確 認)に っ いて は、

某VANサ ー ビスの例を参考 として示 して います。某VANサ ー ビス は、比較的利用頻

度の低い顧客 に対 し、以下 の運用 を行 っています。

(1)データができ次第、FAXで 状況 を通知す る。

② 顧客 はFAXを 見て、 データの受信要求 を行 う。

上記の例は必ず しも受発注業務 に限 ってはいませんが、FAXで の状況通知を 「フ ァ

イル準備状況通知」に置 き換 えれば、VANか らの発信 による運用例 にな ると思います。
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〔運用5〕

質問F手 順 でのセキ ュ リティ関連 の仕掛 けはどうな って いるので しょうか?

回答

F手 順で はOSI/FTAMを ベースと してい るためFTAM標 準で起動側識別子,

応答側識別子,起 動者パスワー ド,フ ァイル アクセスパス ワー ドを設 けて います。特 に、

応答側識別子はINTAP標 準 においてオ プシ ョン扱い とな って いますが、F手 順で は

セキ ュ リテ ィ強化 のため標準サ ポー トとしま した。

起動,応 答側識 別子 は相互の相手の確認 に、起動者パ スワー ド及 び応答側パ スワー ド

は相手の認証に、 ファイルアクセスパ スワー ドは不正 なフ ァイル転送を防止す るため に

利用 され3階 層 のセキ ュ リテ ィ レベル とな っています。

〔運 用6〕

質問 運用環境 に関 して

F手 順 の環境整備に対 しては、ユーザ定義環境,フ ァイル定義 ・送受 信定義等

に関す る操作環境が 必要であ り、そのための共通 的なガ 「ドの整備計 画にっ い

て は、 どの様 にな っていますか?

回答

F手 順を導入す る際 に、検討、決定 しなければな らない項 目は、利用 ガイ ドにま とめ

られ ています。F手 順を導入す るときに利用者側で決定 しなけれ ばいけない事、 また、

既存手順か ら移行す る際に考慮 しなけれ ばな らない事項等 にっ いて も示 されて います。

な お、実際の システムでの定義方法 につ いては、各ベ ンダの製品毎 に異な るので、各

ベ ンダか ら出 されたマニ ュアルを参照 して下 さい。
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〔導入1〕

質問F手 順の導入 時に前提 となる知識 のポイ ン トを明示 して ください。

即 ち、OSIの 概念や、FTAMに 関す る知識が どの レベ ルまで必要 で しょう

か?最 低必要な項 目とその内容 を、整理 して明示 して ください。

回答

鍔 鍵 薯縷 考に運用に関

⊂司需 ま
OSI/FTAM

全銀手順orJ手 順

i協P有i

考に運用に関
『

－UPI一

:

FTAM
編 まま

M

〉

F手 順

F手 順 は上図のよ うに、既存手順を参考 にFTAMの 上位の運用 に関す る規定 を定義

した ものです。

F手 順の製品を購入 して運用す る場合、UPI(ベ ンダによ り異な る)で 提供す る機

能が どのよ うな ものか理解すれば導入が容易です。即ち、ベ ンダが提供す るマニ ュアル

や取扱説明書 の内容を理解す ることによ り導入で きます。 この ことか ら、特別 にOSI

やFTAMに ついての知識がな くとも導 入は可能 です。

なお、 よ り高度な システ ム構築を 目指 され る場合 は、OSIやFTAMに 関す るご理

解を深 める必要があ ると言えます。 これ らにっ いて は、 日本規格協会(03-3583-8002)よ

り発行 されて いる解説書等の ご利用を推奨致 します。

・OSI実 装規約JISX5003参 考(別 冊)SOO4(1)FTAM実 装規 約

SOO4(2)FTAM実 装規 約 一補遺

・JISハ ン ドブ ック 情報処理OSI編

〔導入2〕

質問F手 順は既存手順(全 銀手順またはJ手 順など)と 併設 して運用 したり、相互

にデータ転送することは可能ですか?

回答

F手 順は既存手順(全 銀手順またはJ手 順)と 相互にデータ転送す る ことはで きませ

ん。同一マ シン上 に、複数 の手順(F手 順,全 銀手順,J手 順)を 搭載 して、通信相 手

毎に手順を使い分 ける ことで、既存手順 との共存 は可能です。 また、データ内容 その も

のは、全銀手順またはJ手 順で使用 してい る内容 をF手 順で も転送 す ることが可能です。
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〔導入3〕

質 問 全銀手順 、F手 順及びH手 順各 々の特徴 は何 で しょうか、 また、 どの様に使 い

分 けるので しょうか?

主 旨EDI環 境を構築す る上 で、F手 順 を利用す る場合 とH手 順 を利用す る場合に

おいて、サ ー ビス面で どの様な違 いがあるので しょうか?ま た、 その違いを

うま く使 い分 ける方法が あるので しょうか?

回答

(1)特徴 にっ いては、 「付録B全 銀手順/F手 順/H手 順 機能比較表(産 業情報化推

進セ ンター調査)」 を参照 して ください。

②使 い分 けについては、付録Bの 内容 を参考 に使 い分 けて い くこととな ります。 なお、

一般的 には接続相手 に依存す るケースが多 く、 自由に選択す ることは難 しい と考え ら

れます。

〔導入4〕

質問F手 順導入時にはどのようなテス トを行えばよいのですか?

回答

導入 時の標準テ ス トとい うもの はあ りません。テス ト内容 は、既存手順の導入 時 と同

様 に、各々の顧客での運用 に合わせた もので良 く、特別 なテス トの必要性 はあ りません。

即 ち、主に、次の ステ ップでの導入テス トを行えばよい と考え ます。

①新規回線の場合、通信事業者による回線開通確認

②相手計算機と接続し、相互の通信回線設定の確認

③F手 順でファイル転送処理を実行 し、ファイル転送設定の確認

④前の処理で成功した転送ファイルを送信側に送り返してデータ内容を確認

尚、ベ ンダ提供の各製品の他社製品 との接続実績等にっ いて は、必要 に応 じて、該 当

ベ ンダに問い合わせ ることによ り確認する ことがで きます。
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〔導入5〕

質問 使用す る回線 を決め るポイ ン トは何ですか?

ISDN回 線交換以外のサポー トは、ベ ンダにより異 なるので しょうか?

回答

OSIの 基本的な考 え方 は下位層の統 一的な規定で あ り、上位層 は、複数アプ リケー

シ ョンの規定が独立 してい ることです。っ ま り、FTAMに よ る接続 は、下位層 で規定

す る各種 ネ ッ トワークの プロ トコルを自由に使 って通信が可能です。各種製品 もこの考

え方に従 って開発 して いるため上位層の プロ トコルは、各種ネ ッ トワー クを利用で きる

よ うにな ってい るのが一般的です。

よって、ISDN以 外の回線 も利用で きると思われますが、各ベ ンダの製品のサ ポー

ト範囲を確認す ることが必要です。(産 業情報化推進 セ ンターF手 順事務局で は、F

手順製品を出荷 したベ ンダに対 し、公開セ ミナーな どの製品紹介の場を提供 して い く予

定です。)

回線を決めるポイ ン トは、種 々あ りますが、信頼性 ・経済性の観点か ら、次 の点を考

慮 し、決定す る必要があ ります。

・転 送 速度

・ラ ンニ ング ・コス ト

・デ ー タ量

・接 続 相 手先 の 数

・転送頻度

・運用時間帯

・その他

また、参考例 としてF手 順(一 括 データ伝送系)に 適す る下位層 のネ ッ トワー クサー

ビス毎 の適用領域 について示 します。

高

通

信

密

度

(
情

報

量

)

低

トツ

(
U

ネ

O

Q
)

5

N

-

1S

ト

N

ツ

4

ー

ネ

6

一括伝送系

4.8K9.6K64384K1.5M6… …15通 信速 度(b/s)

下 位 層 ネ ッ トワ ー クサ ー ビス毎 の 適 用 領域(例)
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〔導入6〕

質問F手 順,H手 順 との比較及び採用に際 しての評価選択方法等ガイ ドを教えて下

さ い 。

回答

F手 順 はOSIのFTAMを 、H手 順はOSIのMHSを それ ぞれベ ースと して いま

す。 そのた あ、F手 順 とH手 順 との間の主たる違い は、FTAMとMHSと の間の機能

の違 いに起因 して います。 まず、それ らの機能の違 いにつ いて次表 に示 します。 よ り詳

細 な機能 などの比較 にっ いて は 〔導入3〕 を参照 して下 さい。

機 能1比 較 説 明　

● 転送デ ータ量(一 括) FTAMの 場合 は、転送 データ ・サイズの制限がないため、

大量デー タの一括転送 に適 し、マルチ メデ ィア に対応 してい

ます 。

MHSの 場合 は、INTAP実 装規 約にて最大転送データ

・サイズは32Kバ イ トと規定 されています
。32Kバ イ ト

というデータ量 は、約10ペ ー ジ程度 の単純 なテキス トなど

より少 ないペ ージ数のデ ータに相 当 します。す なわ ち、MH

Sは 中程度の容量のデ ータ転送 に適 しています。(た だ し、

今後 、最大転送データ ・サイズは拡大 され る予定です。)

データ転送の形式 FTAMは データ転送を即時処理 にて行 います。従 って、

FTAMで は相手にデータが転送されたかどうかを即時に確

認す る事がで きます。

●
MHSは デ ータ転送を蓄積交換 にて行 います。従 って、M

HSで は自社 に都合の よいスケ ジュールで、 データの送受信

を行 うことがで きます。

F手 順 とH手 順にて規定されている各種機能については、両手順の間に余り違いはあ

りません。 ただ し、F手 順 には規定が有 り、H手 順 には規定がな い機能 と して、

・送信 ・受信 フ ァイル状況機能

・データ転送の強制中断機能(転 送管理機能)

・関連 ジョブ(ト ランス レータ等)の 自動起動機能(運 用 管理機 能)

・再送機能(障 害管理機能)

が あ ります。

F手 順で も、H手 順で も、製 品 レベルで は、各手順の仕様 として規定 に されていない

各種追加機能があ ると考え られます。従 って、手順の選択 にっ いては、上記の違 いの他

に、検討対 象 とな る製品の違 いにつ いての調査が必要 となるケースが考 え られ ます。
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〔導入7〕

質 問 全銀手順をISDNが 利用で きるよ うに改良すれ ば、F手 順 との違いはどの様

になりますか。

主 旨F手 順を導入 しようとす ると、OSIの 知識 も必要 で、費用 もかか ると思いま

すが、全銀手順をISDNを 利用で きるよ うに改良 すれば、F手 順 に近い もの

になる と思いますが。

また、全銀手順 をISDNを 利用 できるよ うに改良す る計画 はないですか?

回答

F手 順 はOSI/FTAMを ベースに して運用 性を考慮 して開発 した ものです。従 っ

て、F手 順はISDN等 高速回線を利用す る事だ けを考慮 して設計 しているわ けではあ

りません。現在、全銀手順 にお いて はTA経 由によ りISDNへ の接続が可能ですが、

仮 に全銀手順をISDN対 応 に改良 した場合、運用性 にっ いて はなん ら変化が ないと思

い ます。

両者 の大 きな違いは、F手 順がOSI/FTAMの 接続性 に加 えて、運用性 までを考

慮 した仕様 となっていることです。

また、全銀手順におけるISDN利 用 の現状 ・計画 について は、現在TAを 介 してI

SDNを 利用す る方式が全銀標準仕様上手 当て されて いますが、ISDNの 普及が進む

な どの環境の変化を勘案 し、全銀手順の高速化ニ ーズへの対応 にっ いて検討す る ことと

しています。(平 成6年1月 現在)

〔移行1〕

質問F手 順 はOSI-FTAMベ ースと言われてい ますが、既にFTAM製 品が導

入 されてい る場合、F手 順を導入す るとFTAM部 分が二重投資 とな りません

か?

回答

F手 順の製品体系 による、2重 投資の可能性 は、各 ベ ンダ によ り異 な ります。現段 階

で全ベ ンダの調査は行 ってお らず、詳細 な確認 は、各ベ ンダに直接お問い合わせ下 さい。

ただ し、現段階で既にF手 順製品を リリース して いる幾つか のベ ンダでは、既存のFT

AM製 品にプラス αの形 でF手 順サポー トを行 い、従来のFTAM製 品をバ ー ジョンア

ップすればF手 順 も使用 できるようにな ってお ります。

実装規約 との差異での問題 は、FTAM製 品 とF手 順製 品を接続 した場合発生 します。

しか し、F手 順の製品体系が 、上記の ようなプラス αの形 にな っている場合 は、FTA

Mの 機能 しか使われなければ、他 のFTAM製 品 との接続 が可能 とな ります。
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〔計画 1〕

質問 接続実績 実験結果,各 ベンダのサポー ト機種などは公開されるのですか?

主旨 実際に導入を検討する際に目安となるのは接続実績などではないですか?こ れ

らに対 して統一 した見解を持つ必要はありませんか?

回答

F手 順を導入する際の1っ の検討材料として、他社製品との接続実績,実 験結果また

はサ ポー ト機種を把握す ることは大切です。 これ らの情報 については、必要 に応 じて、

該 当ベ ンダに問 い合わせ ることによ り確認す ることがで きます。

●
なお、

紹介致 します。

相互接続実験の結果として公開されているものもありますので、以下のとおり

①EDICOM'92(平 成4年6月 実施)

国内8社(富 士 通,日 立,NEC,三 菱,東 芝,日 本IBM,日 本 ユ ニ シス,沖 電

気) により、二重交換防止 など一部相互運用性確認を含めた、 ワークステー シ ョン

・オ フコンによ る相互接続のデモ ンス トレー ションを、ISDN回 線を利用 して実

施 。

②INE' 93(平 成5年10月 実施)

国 内4社(三 菱,東 芝,日 本IBM,日 本 ユニ シス)に よ り、EDICOM'92

と同機能で相互接続 のデモ ンス トレー ションを、LAN及 びDDX-Pを 利用 して

実施。

●
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〔計画2〕

質問F手 順の規約 はバー ジ ョン2.

画 は有 るので しょうか?

1で 完成ですか?或 いは、今後改定される計

主 旨 バ ージ ョン2.1のF手 順機能書(開 発者 向け)を 現在利用 して いますが、今

後仕様の変更はあるので しょうか?も し、変更が ある場合 は、 また ドキ ュメ

ン トを購入す る必要が あるので しょうか?

回答

F手 順の仕様書 は、機能面 の変更が あ った場合、バ ージ ョンを更新 し,小 規模な変更

及 び記述方法の変更などの場合 は リビジ ョンを更新 して いきます。今後 も、EDIの サ

ー ビス拡大 に伴 い、FTAMの 別機能を利用す る必要性が発生 した場合、或 いはOSI

-TPな ど他のOSIプ ロフィル との連 動が必要 にな った場合 に、新手順検討委員会 な

どの"場"で の審議を通 して、機能 ア ップを図 って行 く予定です。

〔管理1〕

質問 著作権

F手 順の著作権は誰が持 っているのですか?

JIS実 装規約との違いはあるのですか?

海外の企業がF手 順製品を開発す る上で、制約はあるのですか?

回答

F手 順 は、OSI-FTAMを ベース とす るEDI向 け通信手順 の普及を 目的 に作成

された ものであ り、仕様 はJIS実 装規約 と同様 に、無償公開 され ています。 また、 ド

キ ュメ ン トの著作権及び出版権 はJIPDECに あります。

海外の企業がF手 順製品を開発す る上 で、制約 は特にあ りません。 国内の製品 と同様

の取扱いにな ります。また、F手 順の通信 プロ トコルであ るOSI-FTAM(V1&

V2)製 品は、基本的に認定機 関が認定 したOSI製 品試験所(INTAP,TTC)

の規格適合性試験 をパス した ものでなけれ ばな りません。

一54一



〔市場1〕

質問 公的補助又は優遇措置に関して

F手 順の導入に当たっては、新たに基本環境の導入 ・整備等費用負担が大きく、

F手 順化促進のためには、現状の優遇措置と更に考えられる魅力的な優遇措置

が必要と思われます。その辺りの可能性に関してお尋ねします。

回答

現在、企業 ・団体がOSI対 応装置を導入 した場合の 「魅力的な優遇措 置」 と して、

以下 の施策が実施 されています。

1.適 用対象者:

青色 申告 を提出す る法人 または団体

2.税 制優遇 処置:

平成4年4月1日 ～平成6年3月31日 までの間に対象設備 を取得 した場合 、

次のいつれかの優遇処置が受 け られ る。

(1)取 得価 額の7%相 当額の税額控除

② 取得価額 の初年度30%相 当額の特別償却

3.対 象設備:

取得価額が20万 円以上 の下記機器(リ ース,レ ンタル は対象外)

(1)端 末装 置

(OSI端 末 ・ISDN端 末 ・マルチメディア端末 ・画像伝送装 置)。

(2)サ ーバ装置

(3)ル ータ装置

(4)ゲ ー トウェイ装置

(5)通 信制御装置

詳細問い合せ先:㈲ 日本電子工業振興協会
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付録OSlア ドレス体系概要

OSIの ネ ッ トワークア ドレス(NSAPア ドレス)の 体系 にっいては、ISOが 基

本標準を制定 してお り、ISO加 盟機 関等(日 本の場合 はJIS)で 、 その詳細化(「

OSIア ドレス体系実装規約」の作成)が 行なわれてい る。以下 にその概要 を示す。

1.適 用範囲

OSIア ドレス実装規約が対象 と している通信形態 は次 の通 りであ る。

(1)電 話網

(2)パ ケ ッ ト交換網(DDX-P)

(3)回 線交換網(DDX-C)

(4)ISDN

(5)PBX網

(6)専 用線網

(7)LAN

⑧ 上記の(1)～(7)の相互接続

2.ネ ッ トワー クア ドレス形 式

OSIの ア ドレス と して の 、NSAPア ドレス(N－アドレス)、TSAPア ドレス(T－アドレス)、SSAPア ドレス(S－ア

ドレス)、お よびPSAPア ドレス(P－アドレス)は、 次 の 関係 に あ る。

T－アドレス ニN－ アドレス+T－ セレクタ

S－アドレス=N－ アドレス+T－ セレクタ+S－ セレクタ

P－アドレス=N－ アドレス+T－ セレクタ+S－ セレクタ+P－ セレクタ

ネ ッ トワー クア ドレス(N－ アドレス)の 一 般 形 式 を図1に 示 す 。

この うち 、AFIとIDIは 、ISOお よ びITU-TS(旧CCITT)で 、 そ

の値 の管 理 が行 なわ れて い るが 、DSPに っ い て は、ISOやITU-TS(旧CC

ITT)等 の 国際 組織 で の 管 理 は行 な わ れず 、 この部 分 の 標 準 化 や値 の管 理 は、IS

Oへ の加 盟機 関 ・登録 機 関 や ユ ーザ(例 え ば 、各 ネ ッ トワ ー クの ネ ッ トワー ク管 理者

)に 任 され て い ます。

←一ーーーーーーー ーネ ッ トワークア ドレス ー →

IDP:先 頭領域部

AFI:機 関および書式識別子

IDI:先 頭領域識別子

DSP:領 域 固有部

図1ネ ッ トワ ー クア ドレスの 構 造
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3.X.121形 式

X・121形 式 は 、 公衆 デ ー タ網(DDX-Pな ど)に 接 続 され た シス テ ム に適 用 され

て い る ア ドレス 形 式 で あ る。

AFI IDI DSP

,137"
DNIcl加 入 番 号 エ リアID エンドシステムID NSAPセ レクタ

2桁 最大14桁 1～5オ クテヲト 6オ クテヲト 1オ クテット

①AFI(AuthorityandFormatldentifier)

AFIは 十進値37と す る。 これ は、IDI値 がITU-T(旧CCITT)

勧告X・121に 従 ってお り、DSPの 構文が二進数であることを示す。

②IDI(lnitia1DomainIdentifier)

IDIはX・121国 際番号 とす る。X・121国 際番号 はDNIC(DataNetwork

Identification(;Ode)と 加入番号か ら構成 され る。

X・121国 際番号が最大長に満 たない場合には、 エ ンコー ドの際 に先頭に0パ デ ィ

ングを行 ってIDIを 固定長(十 進数14桁)に す る。

IDI値 によ りDSP値 を付与す るオ ーソ リテ ィを識別す る。

③DSP(DomainSpecificPart)

DSPは 次 の3つ の フィール ドか ら構成す る。DSPは 省略で きない。

・エ リアID

エ リアの識別子であ り、一つの(IDIと して示 されて いる)国 際番号配下

で一意 にす る。エ リアをどの よ うに定義 し、管理す るか は任意 とす る。

エ リアIDは 二進数で長さは1～5オ クテ ッ トの可変長 とす る。 この長 さは、

エ リアの定義 と管理方法によ って選択す る。特 に管理上 の要件がなければ、エ

リアIDの 長 さ として は2オ クテ ッ トを推奨 す る。

備考)一 つの国際番号配下 に複数のエ リアが 存在す るネ ッ トワーク構成 におい

ては、各 エ リアID長 は異 な って いて もよい。

・エ ン ドシステムID

エ ン ドシステムの識別子であ り、一つのエ リアID配 下で一意 にす る。

エ ン ドシステムIDの 値 は任意 であ るが、LANに おいてはMACア ドレス と

一致 させて もよい。 ただ し、 この方法 は一意性 を保証す る目的でのみ使用すべ

きであ り、ルーテ ィングのために使用 して はな らない。

エ ン ドシステムIDは 二進数で長 さ は6オ クテ ッ トの固定長 とす る。

・NSAPセ レクタ

ネ ッ トワークサー ビスアクセス点集合の識別子であ り、一 つのエ ン ドシステ

ムの中で一意 にす る。

NSAPセ レクタの値 は任意であ るが、0は 使用 してはな らない。

NASPセ レクタは二進数で長 さは1オ クテ ッ ト固定長 とす る。
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4.E.163形 式

E.163形 式 は、公衆電話網に接続 された システムに適用 されているア ドレス形式で

ある。

AFI IDI DSP

"43"
国 コー ド1加 入 番 号 エ リアID エンドシステムm NSAPセ レクタ

2桁 最大12桁 1～6オ クテット 6オ クテ ヲト 1オ クテヲト

①AFI(AuthorityandFormatIdentifier)

AFIは 十 進値43と す る。 これ は、IDI値 がITU-T(旧CCITT)

勧 告E・163に 従 って お り、DSPの 構 文 が 二 進数 で あ る こ とを 示 す 。

②IDI(lnitialDomainIdentifier)

IDIはE.163国 際 番号 とす る。E.163国 際 番号 は 国 コ ー ドと加 入

番号 か ら構 成 され る。

E.163国 際 番号 が 最 大 長 に満 た な い場合 に は、エ ンコ ー ドの 際 に先 頭 に0

パ デ ィ ングを行 ってIDIを 固 定 長(十 進数12桁)に す る。

IDI値 に よ りDSP値 を付 与 す るオ ー ソ リテ ィを識 別 す る。

③DSP(DomainSpecificPart)

利 用 方 法 につ いて はデ ー タ長 を 除 きX・121と 同 じで あ る。

5.E.164形 式

E.164形 式 は、 公衆ISDNに 接 続 され た システ ムに適 用 され て い る ア ドレス形

式 で あ る。

AFI IDI DSP

"45`†
国 コー ド1加 入 番 号 エ リアID エンドシステムID NSAPセ レクタ

2桁 最大15桁 1～4オ クテット 6オ クテヲト 1オ クテヲト

①AFI(AuthorityandFormatldentifier)

AFIは 十 進 値45と す る。 これ は 、IDI値 がITU-T(旧CCITT)

勧 告E.164に 従 って お り、DSPの 構 文 で あ る ことを示 す 。

②IDI(lnitialDomainldentifier)

IDIは 、E.164国 際 番号 とす る。E.164国 際 番号 は 国 コー ドと加入

番号 か ら構 成 され る。

E.164国 際 番号 が 最 大 長 に満 たな い 場 合 に は、 エ ン コー ドの 際 に先 頭 に0パ

デ ィ ングを行 って最 大 長(十 進 数15桁)に した上 で 、加 入 番 号 の 最後 に値11

11の 半 オ クテ ッ ト(16進 数 でF)を パ デ ィ ング し、IDIを 固 定 長(十 進 数

16桁)に す る。

IDI値 に よ りDSP値 を付 与 す るオ ー ソ リテ ィを識 別 す る。

③DSP(DomainSpecificPart)

利 用 方 法 につ いて はデ ー タ長 を 除 きX.121と 同 じで あ る。
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6.DCC形 式

DCC形 式 は、任意のOSIネ ッ トワークに対 して適用す ることが 出来 る。

AFI IDI DSP

39 392 JDI エ リアID エンドシステムID NSAPセ レクタ

2桁 3桁 3オクテヲト 1～7オ クテヲト 6オ クテヲト 1オ クテヲト

①AFI(AuthorityandFormatldentifier)

AFIは 十 進 値39と す る。 これ は、IDI値 が デ ー タ国 コー ド(DCC)

で あ り、DSPの 構 文 が 二 進 数 で あ る ことを示 す 。

②IDI(lnitialDomainldentifier)

IDIは デ ー タ国 コー ド(DCC)で あ り、 値 は十 進392(日 本 を示 す)で

あ る。 エ ン コー ドの 際 にIDIの 最 後 に値1111の 半 オ クテ ッ ト(16進 数 で

F)を パ デ ィ ング し、IDIを 固定 長(十 進数4桁)に す る。

IDI値 に よ りDSP値 を 付 与 す るオ ー ソ リテ ィ を識 別 す る。

③DSP(DomainSpecificPart)

DSPは 次 の4つ の フィ ール ドか ら構 成 す る。DSPは 省 略 で きな い。

・JDI(JapaneseDomainldentifier)

JDIは 、 日本 国 内で 一 意 に管 理 され て い る ドメイ ン識 別 子 とす る。 一 般

的 に は、JDIは ユ ーザ 組 織 を示 す 。

・エ リアID

エ リアの 識 別子 で あ り一 つ のJDI配 下 で一 意 にす る。 エ リア を どの よ う

に定 義 し、 管 理 す るか は任意 とす る。

エ リアIDは 二進 数 で 長 さ は1～7オ クテ ッ トの 可 変 長 とす る。 この長 さ は、

エ リアの 定 義 と管理 方 法 に よ って選 択 す る。 特 に管 理上 の 要 件 が な け れ ば、 エ

リアIDの 長 さ と して は2オ クテ ッ トを 推奨 す る。

・エ ン ドシステ ムID

エ ン ドシス テ ムの識 別 子 で あ り、一 つ の エ リアID配 下 で 一 意 にす る。

エ ン ドシス テ ムIDの 値 は任 意 で あ るが 、LANに お いて はMACア ドレス と

一 致 させ て もよ い。 た だ し、 この方 法 は一 意性 を保 障 す る 目的 で の み 使 用 すべ

きで あ り、ル ーテ ィ ング のた め に使 用 して はな らな い。 エ ン ドシス テ ムIDは

二 進数 で長 さ は6オ クテ ッ トの 固定 長 とす る。

・NSAPセ レク タ

ネ ッ トワー クサ ー ビス ア クセ ス点 集合 の識 別 子 で あ り、 一 つ の エ ン ドシス テ

ム の 中 で一 意 にす る。

NSAPセ レク タ は二 進 数 で 長 さは1オ クテ ッ ト固 定 長 と し、 値 は任 意 で あ る

が0は 使 用 して はな らな い。

二 つ の 「エ リア」 を 一 つ の専 用 線(公 衆 網 を 使 わ な い)に よ り接 続 す る こ とに よ

り、 ネ ッ トワー ク ア ドレス をDCC形 式 に統 一 す る例 を図2に 示 す 。
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【事例説明】

東京本店/大 阪支店 のネ ッ トワー ク(LAN)と も、独 自にネ ッ トワーク形態/

経路情報 を管理 し、各 々を 「エ リア」 とす る。

エ リアA〔 東京本店〕

LAN・

ES

口
Esl

口
ル ー タ lES ES

口1 1口
1

ルータ1

1
1 出口

Eslル ータIES

ブ リッ ジ
LAN

ブ リッジ甲ll甲

良 良 良

(注)ESはWS/PCな どのノー ドを示す。

B 良
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図2エ リアの例

【補 足】NSAPと オ ブジェク ト識別子 との関係 は?

オブジェク ト識別子 は、例 えば抽象構文名、転送構文名 、AE(ア プリケーションエンティティ)

タイ トル、あ るいはOSI管 理 にお けるオ ブジェク ト名等 、名前に係わ る もので あ り

NSAPと の関係 はない。

また、 日本国内において は、JIPDEC及 びTTCが 、国内の各組織 ・企業 に番号

(組織番号)の 割 当てを行 なってお りこの組織番号 をNSAPに 適用す ることが で き

る。

一方
、組織番号 は、ユーザが独 自にアプ リケー シ ョンを作成 した り、独 自の管理対

象(OSI管 理での管理対象)を 設定 した場 合、それ らの名前付けに(ユ ーザ固有の

オ ブジク ト識別子の値 と して)適 用す ることがで きます。

す なわち、 「一 つの組織番号を、NSAPと オ ブ ジェク ト識別子の両方 に適用で きる

」 とい う関係が、NSAPと オ ブジェク ト識別子 の間にあ る。
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付録B全 銀手順/F手 順/H手 順機能比較(産 業情報化推進センター調査)

EDI環 境 の実現 に必要 な"情 報伝達規約(レ ベル1)"と して、現在 国内で制定 されて

い る全銀手順(以 下、Z手 順)、F手 順及 びH手 順の三つ の通信手順 につ いて、その主 な機

能を以下 に比較す る。

1.デ ータ送 ・受信 基本機能

F手 順 は、大量 のデ ータを有す るフ ァイルの送 ・受信 を 目的 と して開発 された通信手順

で あ り、 「仮想 ファイル」の概念を持つOSI-FTAMを ベース と してい る。 このFT

AMは 、 ファイルア クセ ス方式 にっ いて 「シーケ ンシャルア クセス」 タイプか、 「ランダ

ムア クセ ス」 タイプか を規定す るだけで あ り、データ内容の属性 について は規定 していな

い(ニ デ ータフ リー)。 従 って、テキス トデータのみな らず、今後のEDIの 実現 に必要

な大量の非テキ ス トデータ(プ ログラム、イメー ジデー タやCADデ ータ)も 取扱い可能

であ る。

一方、OSI-MHSを ベ ースとす るH手 順は、 「テキ ス トメ ッセ ージ」をホス ト(or

VANセ ンター)経 由で送信相手 に送 り、受信側の利用者が到達 した メ ッセ ージを直 ちに"

目視確認"出 来 る ことを前提 としてい るため、送信 データ長 などに制約があ る。

換言す れば、F手 順 はマ シン間のデータ転送をその 目的 として いるの に対 し、H手 順 は

人間同士 の文字伝達(=テ キス ト通信)を 目的 として いる点 に、基本的 な違いがある。

また、Z手 順 のベースであ るBSCは 、低速データ転送 に利用 されて お り、大量 データ

の高速データ転送 には、HDLC(SDLC相 当)を 利用す る ことが推奨 されている。(

表1を 参照)

【注】 「テキス トメ ッセー ジ」は、通常文字 ・記号 など 目視可能 な形式で表現 され、AS

CIIコ ー ド、JIS(漢 字)コ ー ドあるいはEBCDICコ ー ドなど、さまざま

な コー ドによ り 「符号化」 されてい る。実際上、送信側 と受信側 のシステム内で使

用す るコー ド体系が違 う場合が多 い ことか ら、H手 順で も機能上 は、"ト ラ ンスペ

ア レン ト"(透 過)な 伝送 を保障 してお り、結果 と して非 テキス トデータ(バ イナ

リ)の 転送 も可能であ る。 しか し、 これ は例外 的な利用方法 といえる。

表1伝 送効率と再送比率(参 考値)

電話網 専用線 ディジタ房 一タ交換

伝送効率
ベーシヲク手 順(BSC等) 0.8 0.8 0.8

HDLC 0.9 0.9 0.9

再送比率
ベーシヲク手 順(BSC等) 0.2 0.15 0.15

HDLC 0.05 0.05 0.05

2.マ ルチフ ァイル転送

回線接続 ・切断の繰 り返 しを回避 し、大量データの一括転送を実現す るため、Z/F/

H全 ての手順で この機能 を仕様化 して い る。

3.ゼ ロ件デ ータ転送及びゼ ロ件通知機能

相手 システムか ら特定 ファイル に対す る送信要求(取 り出 し)が 発生 した時、まだ当該

フ ァイルにデータが格納 されて いない場合、 「データな し」 などのエラー(or警 告 メ ッセ

ージ)が 送 出され る。(Z/F/H手 順 で仕様化 して いる。)
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また、定時刻 にファイルを送 信す る処理が あ る場合、送 るべ きデータがない時 に、F手

順では、相手 システムのジ ョブの起動 タイ ミングを保障す るため、意図的に 「デー タな し」

の 「通知情報」を送出す る機能があ る。 この機 能 は、EDIの 運用管理上必要性が高い。

Z/H手 順 はこの機能を仕様化 していない。

4.デ ータ転送 の強制中断

この機能 は、例えば、大量 フ ァイルの伝送中 に転送優先度 の高 いフ ァイルの送信が必要

となる等の事象が発生 し、途 中で送信 を中断す る時 に利用 す る機能で ある。大量 データの

送 ・受信 を前提 とす るF手 順で は、 この機能 は必須であ り仕様化 して いるが、比較 的少量

データの送信を前提す るZ/H手 順で は、仕様化 して いない。

5.デ ータ圧縮機能

全 ての手順(Z/F/H手 順)で 仕 様化 して い るが、大量 データの転 送を想定 してい る

F手 順で、特に有効な機能 といえ る。

6.サ イクル管理

"同 一 フ ァイルID"(or"同 一 メ ッセー ジID")の ファイル(orメ ッー ジ)を 複

数回送信す ることは、EDIに 於 ける交換デー タの管理上必 要な機能で あり、Z/F/H

手順で仕様化 している。

7.検 索機能(到 着メールー覧取 り出 し機能)

H手 順では、個人間メ ッセー ジ等 の非定常的 に発生す る情 報 も扱 うことか ら、メールボ

ックスか ら自分あてのEDIメ ッセー ジを取 り出す ために、 「メール一 覧表」を検索 し、

到着 メ ッセー ジの中か ら 「取 り出 しメ ッセー ジ」 を選択す る機能を仕様化 して いる。

Z/F手 順では、定常的 に発生す る情報 を扱 うことか ら、 当事者間で予あ取 り決めた フ

ァイル名で ファイルの取 り出 しを行い、セキ ュ リテ ィを確保 しているため、 この機能 は仕

様化 して いない。

8.二 重交換 防止

EDIデ ータの重複転送を避 けるた めに必要 な機能であ り、Z/F/H手 順 とも仕様化

してい る。

9.転 送許可時間指定

転送許可時間を指定 し相手計算機の運転スケ ジュールに合わせてフ ァイルを転送す るた

めに必要 な機能である。Z/F手 順で は仕様化 してい るが、 メール システム(MHSベ ー

ス)と の共存を前提 とす るH手 順で は仕様化 して いない。

10.転 送状態問合せ

転送作業管理 において ファイルの送受信状況を把握す るために必要 な機能で ある。F/

H手 順で は仕様化 して いるが、Z手 順 では仕様化 していない。

11.処 理履歴管理

ファイル(orメ ッセー ジ)の 転送作業の履歴管理上、多数の ファイルの送 ・受信 には

必要である。F/H手 順で は仕様化 してい るが、Z手 順 では仕様化 していない6

12.送 ・受信 ファイル状況確認

フ ァイルを送 る場合 の条件 として、受信側の ファイル環境 が整 って いること、及 び送信

側 にファイルデータが格納済で ある ことが必要であ る。 この種の関連情報(準 備状況)を

通知す るためには、 ファイル本体を送 ること以外の通信手段の提供が必要であ る。H手 順

はMHSを ベース としているため、 メール機能(MHS)に よ り、 この情報を送 ることが
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で きるが、F手 順 は、独 自に仕様化 した 「フ ァイル状況通信 フ ァイル」を利用す ることに

よ り、 この機能を実現 してい る。Z手 順 は この機能が ないので、非定型なフ ァイルの送受

信 を行 う場合、 フ ァイルの送信前 に事前 に相手 との電話 などによる確認が必要 とな る。

13.関 連 ジ ョブとの 自動連動

ファイルの送信 の前処理あ るいは受信 の後処理 と して行 う 「フ ォーマ ッ ト変換」または

「コー ド変換」処理の ジョブと 「送受信」処理の ジ ョブを連動す るために必要 な機能 であ

る。

F手 順で は、仕様化 して いるが、Z/H手 順で は仕 様化 して いない。

14.プ ライオ リテ ィ制御

送信 す る複数の ファイルの 中には優先的に送 るべ きデー タが含 まれてい る場合があ る。

このため、 プライオ リテ ィの設定 によ り送信順序の制御機能が必要 となる。EDIへ の適

用を強 く意識 した通信手順で あるF手 順だけで仕様化 してい る。

15.メ ッセージ到着 通知

H手 順では間接 的(セ ンター経 由)に メッセージを送 るため、 自分宛にメールが届 いて

いるか どうか は、 「到着 メール一覧表の取 り出 し」な どにより、セ ンターに問合せない と

分か らない。そ こで、急 いで相手 にメ ッセー ジを届 けたい場合 は、受信を督促す るために

この機能が仕様化 してい る。

直接相手 にフ ァイルを送 る ことを前提 とす るZ/F手 順 には、 この機能は不要であ る。

16.起 動 側 ・応答側 識別/利 用者パ スワー ド

フ ァイル送信相 手を特定す るため、 いずれの手順で も相手識別IDは 必要で ある。 また、

起動者を限定す るために 「利用者パ スワー ド」が必要 であ る。全ての手順 で仕様化 してい

る。

17.フ ァイルアクセス制御(ア クセスパ スワー ドの利用)

ファイル転送を前提 とす るZ手 順及 びF手 順以外 にはない機能で ある。相手 システムに

格納 されたフ ァイルを限定 され た人が"取 り出ず 機能 と して使われ る。

18.障 害/再 送処理

回線障害の発生 とそれに対す る措置 として、送信が完了 していないフ ァイルの再送機能

は全ての手順で仕様化 してい る。

19.ロ グ情報取得

障害発生箇所を探索 す る上で 、障害発生 に関す る情報を取得す る ことは必要 な機能であ

り、Z手 順以外の手順 で仕様化 している。

20.リ カバ リー転送

回線障害発生時で も、利用者 に意識 させずに"ト ラブル発生 レコー ド"か ら自動的 にデ

ータの転送を再開す る機能 は、OSIプ ロファイルのFTAM及 びMHSを 利用 してい る

F/H手 順 でのみ仕様化 して お り、Z手 順などの既存の手順 にはなか った高度 な機能 であ

る。

【特記事項】FAIの 制定

Z/H手 順 にないF手 順の最 も大 きな特徴はUAPと の論理イ ンタフェースと してサー

ビスプ リミティヴ(FAI)を 仕様化 してい る点 にあ る。 今後の 「オ ープ ン化」動向の中

で、将来的にこのFAIは 言語(COBOL,Cな ど)仕 様 として、API(ア プ リケ一
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シ ョンプログラムイ ンタフ ェース)化 を実現す ることが可能 である。(MS-DOS/Windows関

数 言語環境 においては既 にデ ィフ ァク ト標準が制定 されてい る。)

【関連資料】

別紙1.全 銀手順/F手 順/H手 順 ・機能仕様比較表

別紙2.全 銀手順/F手 順/H手 順 ・機能詳細比較表

別紙3.BSC/FTAM/MHSのEDI機 能比較

【参考 資料】

①流通情報オ ンライ ン ・デ ータ交換 システム ・標 準通信手順 ・H手 順概説書(平 成5年)

②H手 順(JCA-H手 順)ガ イ ドブ ック(Ver.1)(平 成5年7月)

③ 全銀協標準通信 プロ トコル(ベ ー シ ック手順)(昭 和58年10月)

④全銀協パーソナル ・コンピュータ用 ・標準通信 プロ トコル(ベ ーシ ック手順)

(昭和59年1月)以 上
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全銀手順/F手順/H手順 機能仕様比較表
(男1摘氏1)

区 分 機 能 項 目
Z
手
銀

F
手
順

H
手
順
備 考

情

報

転

送

規

約

転

送

管

理

・フ ァイ ル(orメ ッセージ)送受 信 基 本機 能 ○ ○ ○

・複 数 フ ァイ ル(orメ ッセージ)一 括送 ・受 信 ○ ○ ○

・ゼロ件データ転送(一 方 的通知) × ○ ○

・代表名 によるフ ァイル読 み出 し 一 ○ 一

・デ ータ転送 の強制 中断 × ○ ×

・デ ー タ圧 縮 ○ △ △

運

用

管

理

検索機能(取 り出しデータの選択) 一 一 ○

二重交換防止&強 制二重交換処置 ○ ○ ○

転送許可時間指定 ○ ○ 一

転送状態問い合わせ × ○ ○

処理履歴管理機能(転 送 ログ,含 タイムスタンカ × ○ ○

送 ・受信 ファイル状況確認 × △ △

メディア変換(PC⇒FAX) × × ×

十
↑

リ

イセ

ユ
ー

ア

・起動者の認証(起 動者 パスワー ドの利用) ○ ○ ○

・フ ァイル アク セ ス制御(パ スワードの 利 用) ○ ○ 一

障
害
管
理

障害検知/再 送機能 ○ ○ ○

障害発生情報のログ取得 × △ ○

リカバ リー転送(再 送信不要) × △ △

業
務
処
理
規
約

サイクル管理 ○ ○ ○

一般端末か らのホス トジ ョブの起動 × ○ ×

関連 ジ ョブ(トランスレータなど)との 自動 連 動 × △ ×

転送順序のプライオリティ制御 × △ 一

警報機能(メ ッセージ到着通知)
一 一 △

通
信
運
用
規
約

転送要求発行 イ ンタフェース × ○ × FAI→API

結果取得イ ンタフ ェース × ○ × 〃

転送制御情報 アクセスイ ンタフェー ス × ○ × 〃

転送状態セ ッ トイ ンタフ ェース × ○ × 〃

(凡例)Ol規 定有 り(必 須), △:規 定 有 り(オ プション),
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全銀手順/H手順/F手順の機能詳細比較表(1)
(別紙2)

勘 全癖順(機輪 ・ －F:手 郭『〔標準プロ魏{ール}売 」→:.手∵打直 四(P]:十P7)門
.

{1)通 信制御電文(開 局/閉 局制御) {1)ア ソ シエ ー ション確立/開 放プ リミテ ィブ n)ホ ス ト接続/切 断 コマ ン ド

① 開局要求電文 ①F－ 川mALIZE㈹) ①MsBmd/OPEN.Request

縮 ② 開局回答電文 ②F-IMTIALIZE(RP) ② 闇sBlndResult/OPEN.Comflmatlon

屯 ③ 閉局要求電文 ③F－ 正剛INATE(RQ) ③ ㎜sUnblnd/CLOSE.Request

④ 開局回答電文 ④F－ 正1巡INATE僻) ④Result!CLOSE.C㎝flrmatl。n

文
⑤ モー ド変更要求電文

⑥ モード変更回答電文

⑤ 該当 な し(F-READ/F－ 糸lTEに 対応)

⑥ 該当 な し

⑤ 該当なし

⑥ 該当なし

⑦ 該当なし ⑦F-P－ 旭ORT(障 害発生応 答) ⑦ 該当なし
■

⑧ 該当なし ⑧F-U-ABORT(障 害発生通 知) ⑧ 該当なし

② ファイル制御電文(フ ァイル送受信制御) ② ファイル送受信制御 プ リミデ ィブ (2}メ ッセー ジ送受 信制御 コマ ン ド

コ ① 開始要求電文 ①F-BEGIN-GROUP/F-S旺CT ①MesssageSubmlsslonorLlst

F-OPEN!F-END-GROUP(RO) orFetch(取 り出 し)

マ ② 開始回答電文 ②F-BEGIN-6ROUP!F-SEU…CT ②Resu|torLtstResult

F-OP副/F-E冊 －GROUP(RP) orFetchResult

ン ③ 終了要求電文 ③F-BEGIN－ 蜘UP!F-SELECT ③MSUnbmd(切 断)

F-CLOSE/F－ 団D-GROUP(RO)

ド ④ 終了回答電文 ④F-BEGlN-GROUP/F-SELECT ④Result

F-CLOSE!F-END-GROUP(RP)

種 ⑤ 再送要求電文(回 線障害対応) ⑤F-RECOVER(オ プ シ ョ ン):FERPM ⑤ 該当なし

別
㈲ テキ ス ト電文

①1レ ー ド!1テキ ス ト ・げ ロック伝送

㈲ デー タ送受 信制御プ リミティブ

①1F-READ(デ ータ読 出動作開始要求)

(3}該 当な し

②1レ コ ー ド!{デ キ ス ト・・mブ ロ ッ ク伝 送 ②'F-WRlTE(デ ータ書 き込み動作開始要求)

③mレ ー ド/1テ キス ト1ブ ロック伝送 ③'F-DATA-END(デ ータ 転 送 完 了 通 知)

④mレ コー ド/nデ キス トpブ0ッ ク伝送 ④'F-TR州SF日{-END(読 出書込終 了通 知)

m通 信制御情報 (1)通 信制 御情報 ω 通信制御情報

パ
① 電文区分(要 求/回 答)

② 処理結果

① プ リミティブ種別

② 診 断 コー ド/診 断メ ッセー ジ

① プ リミテ ィブ種別

② 診 断 コー ド

③ 相 手/当 方セ ンター確認 コー ド ③ 起動側/応 答側識別子 ③ 発信者OR名/受 信者OR名

一 ④ 通信年月日時分秒 ④ 存在しない ④ 受付番号/受付時間

フ ⑤ パ スワー ド(6B) ⑤ 起 動者 パスワー ド(8B) ⑤ パス ワー ド(=OR名??)

⑥ アプ リケー ションlD ⑥ 存在しない ⑥ 存在しない

(フ7伍伝送/フヨフ伝送〃 フ七一ジ伝送 の区分)

メ ⑦ モー ド ⑦ プ リ ミテ ィブ種 別(F-R臥D!F－ 鼎ITE) ⑦ プ リミテ ィブ種別(P1+PD

(通信制御権とデータ送受信の区分)

夕
⑧ 拡張エリア(任 意使用不可)

② ファイル制御情報

⑧ 私用エリア(任 意使用可)

② ファイル制御情報

⑧ 私用エリア(任 意使用可)

② メッセージ制御情報

① 電文区分(要 求/回 答) ① プリミティブ種別 ① プリミティブ種別

情
② 処理結果

③ ファイル名

② 診断 コー ド/診 断 メッセージ

③ フ ァイル名

② 診 断 コー ド

③ デー タ種類/交 換フザマ,卜/サイク61D

④ フ ァイ ルアクセスキー ④ フ ァイルア クセスパスワー ド ④ 存在しない

報
⑤ テキ ス ト長

⑥ レコー ド数

⑤ 存在しない

⑥ 存在しない

⑤ 存在しない

⑥ 存在しない

⑦ レコー ドID(固 定長 ・可変長 の区分) ⑦ ドキ ュメ ン トタイプのパ ラメータ ⑦ ドキ ュメ ン トタイプのパ ラメータ

⑧ レコー ド長 ⑧ ドキ ュメ ン トタイプのパ ラメータ ⑧ ドキ ュメ ン トタイプのパ ラメー タ

⑨ 再送指定区分(再 送範囲の指定) ⑨ 存在しない(自 動再送) ⑨ 存在しない(リ カバリ有り)

⑩ デー タ圧 縮ID(デ ータ圧縮 の有 無) ⑩ 転送構文の指定による ⑩ 存在しない

⑪ ファイル補助情報拡張エリア ⑪ フ ァイル属性 内私用グ ループ ⑪ 私用エリア(任 意使用可)

(任意使用不可) (任意使用可) ⑫EDl規 格

③ テキスト制御情報 (3)該 当 な し ⑬ 漢字識別

① 情報区分(制 御電文/デ ータ電文) ③ 該当なし

② テキ ス トシー ケ ンス1も

③ テキ ス ト長(TTC州 レコー ド)
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全銀手順/F手順/H手順の比較表(2)

区分 全鋤購 準輸 ド・与 ・順(標準プ叩 け㌧・ H手 順(P1+P茎)一

(1)制 定年 月 日=19閏 年 (1)制 定年 月 日:1991年(V1),1993年(V2) (1)制 定年 月 日=1992年(V1)

(2)回 線種別と伝送速度 (2)回 線種別と伝送速度 (2)回 線種別と伝送速度

①DDX-C9.6K恥 ① 府 ネット斑(回 線交換:必 須) ① 腿 ネット64/閥 ネ7ト1500

② 公衆網24}恥 ②b8ネ ット150蝿 話網/LAN/専 用線 ② 電話網/LAN/専 用線

(3)プoト コル (3)プ ロ トコル (3)プ ロ トコル

① 物理層=v24,x21bis ① 物理層:L430/L431 ① 物理層:1.430/L431

② デー列 乃層=B箪)(半 二重) ② データリカ層:㎜ ② デー列ンク層:㎜

③ ネットワーク層=Bi£(コ 万ンノヨン方式) ③ ネットワーク層:1皿B(X25) ③ ネットワーク層:1㎜08(X25)

④ トランぴ一}層:脱(EIB方 式) ④ トランス秦ト層:1㎜3(X224) ④ トランスポート層:IS㎜3(X224)

⑤ セ7ション層:全 銀 協手 順 独 自仕様 ⑤ セうンヨン層:1皿27(X225) ⑤ セ7ション層:1㎜(X225)

機
⑥ ブレセンテーンヨン層:全 銀 協手 順独 自仕様

(4)デ ータ転送 属性

⑥ ルセノテーション層:ISO観

(4)デ ー タ転送 属性

⑥ ルセンテツ ヨン層:ISO甑

(4)デ ータ転 送属 性

① デ ータ フ ォー マ ッ ト:オ プ シ ョン有 り ① デー タフ ォーマ ッ ト:規 定 無 し ① デー タ フ ォーマ ッ ト:オ プ シ ∋ン有 り

能
② レコー ドの識別:可 能

③ レコー ド長:固 定/可 変長

② レコー ドの識 別:可 能

③ レコー ド長:固 定/可 変 長

② レコー ドの識 別1規 定外

③ レコー ド長:規 定外

④ 最大 レコー ド長:65,535B ④ 最大レコー ド長:制 限なし ④ 最大レコー ド長:32KB

仕
⑤ 最大 転送 件数:1ぴ777,215件

⑥ 制御 コード:JIS〃 フトJIS

⑤ 最大 転送件数:制 限 な し

⑥ 制御 コード:ド も 〃 桝 プによる.

⑤ 最大 転送 件数:制 限無 し

⑥ 制御 コード:ド もメン}タイプによる.

⑦0件 データファイル転送:送 信不可 ⑦0件 データファイル転送:送 信可能 ⑦0件 データファイル転送:送 信不可

様
⑧ マルチファイル転送:可 能(制 限無)

⑨ 転送データの透明性:有 り

⑧ マルチファイル転送:最 大10件

⑨ 転送データの透明性:有 リ

⑧ マルチファイル転送:可 能(制 限無)

⑨ 転送データの透明性:有 り

⑩ データ圧縮=有 り ⑩ デ ータ圧縮=有 り ⑩ データ圧縮:有 り

等
⑪ 伝送 プoッ ク長

:公 衆網(256B),㎜ －C(2048B)

⑪ 伝送ブロック長:規 定外 ⑪ 伝送ブロック長:規 定不要

(5)フ ァイ ル ア クセス に対 す る資格 チ ェッ ク (5)フ ァイ ルア クセス に対 する資格 チ ェ ック (5)メ ッセ ー ジテ キス トに対 す る資 格 チ ェッ ク

① 識別:規 定有り ① 識別:規 定有り ① 識別:規 定有 リ

② 許可動作:規 定有り ② 許可動作:規 定有り ② 許可動作:規 定なし

③ 許可アクセス1規 定有り ③ 許可アクセス:規 定有リ ③ 許可アクセス:規 定なし

(6)既 存 ファイル存在時のファイル生成方法 (6)既 存ファイル存在時のファイル生成方法 (6)既 存メッセージ存在時のファイル生成方法

:フ ァイル名 にサ イ クル番 号 を付与 し、 :フ ァイル名 にサイ クル番 号 を付与 し、 :メ ッセー ジに番号 を付 与 し、 同一 フ ァイ

同一 フ ァイルの 重複 転送 を防 いで いる。 同一 フ ァイ ルの重複転送 を防 いで い る。 ルの重複転送を防いでいる。

(7)再 送 シーケ ンス ・再送 範囲 指定 (7)再 送 (7)再 送 シー ケ ン ス ・再 送 範囲指 定

:フ ァイル制御電文の再送要求(再 送範囲 :マルチファイル転送に於ける障害発生 機能なし(自 動リカバリ利用)

指定有り)に よりテキスト単位に再送す 時、直 前の フ ァイ ルか ら自動 再送す る。

る 。 (自 動 リカバリ利用)

(8)強 制中断:規 定なし (8)強 制中断:規 定有り (8)強 制中断:規 定なし

(9)二 重転送防止=規 定有り (9)二 重転送防止=規 定有り (9)二 重転送防止:規 定有り

(10)転送許可時間指定=規 定有り (10)転送許可時間指定:規 定有り (10)転送許可時間指定:規 定なし

(11)転送履歴ログ取得:規 定なし (11)転送履歴ログ取得:規 定有り (11)転送履歴ログ取得=規 定有り

(12)データ転送状況問合せ:規 定なし (12)データ転送状況問合せ:規 定有り (12)データ転送状況問合せ:規 定有リ

(13)関 連 ジ ョブ との連 動:規 定な し (13)関 連 ジ ョブとの連動:規 定有 り (13)関 連 ジ ョブと の連 動:規 定な し

(14)転送順序の優先順位指定:規 定不要 (14)転送順序の優先順位指定:規 定有り (14)転送順序の優先順位指定:規 定不要

(15)フ ァイル破 棄基準:規 定な し (15)フ ァイル破棄基 準:規 定 な し (15)フ ァイル破 棄基準:規 定 な し

(16)エ ラー ログ取得:規 定な し (16)エ ラー ログ取 得:規 定有 り (16)エ ラー ログ取得:規 定な し

(17)一般端末からの転送指示:規 定不要 (17)一般端末からの転送指示:規 定有リ (17)一般端末からの転送指示=規 定不要

(18)フ ァイル属 性検 索 ・変 更:規 定な し (18)フ ァイル属性検 索 ・変更:規 定 な し (18)フ ァイル属 性検 索 ・変更:規 定な し

(19)打診発信:規 定なし (19)打 診発 信.規 定 な し (19)打診発信=P向 娩 皿issi㎝

(20)転送完結判断基準:規 定有り (20)転送完結判断基準:規 定有り (20)転送完結判断基準:規 定有り

(21)日時指定配送取消:規 定不要 (21)日時指定配送取消:規 定不要 (21)日時指定配送取消.規 定有り

(㎞ ∋1蹴erre〔1朕 ∋li⑰/

(2)到 着件数カウント:規 定不要 (22)到着件数カウント=規 定不要 (22)到着件数カウント:-ize

(23)資 格証 明(ID)変 更=規 定な し (23)資格証明ぱD)変更:規 定なし (23)資 格証 明(ID)変 更:Regist㏄ →S

(頒)条件検索 ・選択機能=規 定不要 (別)条件検索・選択機能:規 定不要 (泌)条件検索 ・選択機能:規 定有り

(25)検索条件登録=規 定不要 (25)検索条件登録:規 定不要 (25)検 索条 件登 録:Regls毎 →B

(26)警報機能(到 着通知}:規 定なし (26)警報機能(到 着通知):規 定なし (26)警報機能(到 着通知):規 定有り
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BSC/FTAM/MHSのEDl機 能比較
(別紙3)

No 機 能 項 目 BSC 町制 MHS

① 高速回線の利用
FTAMとMHSは 、ISDNの 回線 交換サー ビスを利用す ることにより、データを高 × ○ ○

速に送ることが可能である。一般に、BSC手 順(於:公 衆電話回線)で 使われている伝

達速度の20倍 ～30倍 程度の伝送速度でデータを送信することが出来る。

② パソコン端末サポー トの容易性

簡易な通信手順であるBSC手 順は、携帯用16ビ ットパソコン端末でも十分利用出来 ○ × ×

る。一方、MHSとFTAMは 、OSIに 準 拠す る必要が あ り、現行では高機能なパ ソコ

ン環境がないと、通信手順としてのサポー トが難しい面がある。

③ 蓄積交換機能(受 信側有利)
MHSユ ーザは、接続する相手(セ ンター)が 常に固定でり、データを送 りたい相手 と △ × ○

直接接続する必要がない。また、受信側も都合の良い時に、データを取 り出すことができ

る。 しか し、 トラ ピック集 中時 に保留が長 くなる。BSC手 順 の運用 も同様 であ る。

④ 即時処理機能(送 信側有利)
FTAMの 場合は、データを送 りたい相手とその都度、回線接続を行い、データ転送処 △ ○ ×

理を実行する。したがって、相手にデータが伝送出来たかどうか、即時に確認することが

出来る。BSC手 順では 「データ通信(ホ ス ト&端 末間通信)」 を基本とする。 ●
⑤ 大量データの一括転送
MHSは 、中程度の容量のデータ転送に適している。現行のMH.SのINTAP実 装規 × ○ ×

約で は、送信で きるデータの最大許容量 は32Kバ イ トであ る。これ は約10ペ ー ジ程度

の単純なテキス ト、に相当する。FTAMの 場合は、サイズの制限がない。BSC手 順 も

基本的にテキス トデータを対象とし、一括大量データ転送には不向きである。

⑥ 検索 ・選択取リ出し
MHSは 、 メール ボックスの中の多 くの到着メールの中か ら、検索機能 により、必要 な △ × ○
データを選択して取り出すことが出来る。他の手順には規程がない。

⑦ セキュリティ対応
MHSを 使用する場合は、メッセージの発信者と受信者は、事前にデータの送 ・受信に △ ○ ×

関する了解事項を取り交わさな くても、通信を行うことが出来る。FTAM及 びBSCは

事前に登録された相手にのみ、データを送ることを前提としている。

⑧ 閉域接続機能
MHSは グループに閉じた相手を対象にメッセージを送るオプション機能がある。 x × ○

他の手順には規定がない。

⑨ 複数受信者に対する配信(同 報)
MHSは 単一のメッセージを複数の受信者に対して、一括 してデータを転送することが

出来る。BSC及 びFTAMは1対1の ファイル送 ・受信を基本とする。

× × ○ ●
⑩ エ ンベ ロープ リス トの活用

MHSは 常にメッセージエ ンベロープ(日 付スタ ンプ,発 信者など)を 人間が読める形 △ × ○

式で提供 している。BSCも テキス トデータを対象としているので、同様の機能を提供し

易 い。一方、FTAMはmachinetomachineの フ ァイル転送であ り、処理内容 にっ いて は

人間は介在しない。

⑪ メディア変換への対応

テキス トデータだけを扱う手順ではメッセージの符号化変換を行えば、異なるタイプの ○ × △

端末(例 えば、パソコンからFAXへ のメディア変換)に よる通信が可能になる。

⑫ 通信メディアの拡大
FTAM及 びMHSはOSIで 規定されているWAN及 びLANな どの通信メディアの × ○ ○

標準規格を、適宜利用することが出来る。一方、BSCは 専用線及び公衆アナログ電話回

線など、前世代の通信メディアを前提として開発されたものである。

⑬ 国際間通信
BSCは ベ ンダ独 自なプロ トコルであり、国際整 合性 は難 しい。一方、FTAM及 びM × ○ ○

HSは 国際標準に準拠しており、国際間通信を行う上で整合が図り易い。

(凡 例)○:有 利,△:普 通.×:不 利,一:対 象外
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あ とが き F手 順を利用 され るユ ーザへ

F手 順 は従来の業界手順(J手 順及び全銀手順)で 実現 している機能を全面的 に採用 し、新

たにEDI環 境 の実現に必要 なttec能ttを仕様化 して います。

ところで、実 際のユーザイ ンタ フェースは、各ベ ンダの製品の実装方法 によ って異 な ります

が、ほとん どのベ ンダ製品 は、業務 プログラムとは 「業務 フ ァイル」を介 して結合 されて いる

ので、結果 と して、一般のユーザ はF手 順機能の詳細 を知 らな くて も、既存手順 を利用 してい

るシステムか らの移行が可能(フ ァイル転送パ ッケー ジを切換え るだけ)と 考 えます。

しか し、例えば"デ ータフ ォーマ ッ トの即 時変換"を 実行す るために、FAIを 介 して、U

APの 業務 プログラム とFTPを 直接 リンクす る方式(例 えば、モ ジュールイ ンタフェースな

ど)を 採用す る ことによ り、F手 順機能をダイ レク トに活用 したいユーザ もお られ ると思 い ま

す。そのよ うなユ ーザは、下記 ドキ ュメ ン トも利用 され ることを推奨致 します。

F-MOl

F－ 閲02

F－ 閲03

F-m4

F-MO5

F-MO6

F手 順 一ネ ッ トワークプロ トコル仕様

F手 順 一ファイル転送仕様

F手 順 －FTPア クセスイ ンタフェース仕様

F手 順 一コー ド一覧

F手 順 一プロ トコル実装要求仕様

F手 順 一イ ンプ リメ ンテー ションガイ ド

F手 順 にっいて疑問あ るいは要望 などがあ りました ら、F手 順製品を提供 している各ベ ンダ

(開発 メーカ)か 、下記 まで ご連絡下 さい。

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー

ユ ー ザ 環 境 課

〒105東 京都港区芝公園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

電 話(03)3432-9386

FAX(03)3432-9389
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